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序  

『大いなる帰滅の物語』（マハーサンヴァルタニーカター、MSK）は東インド  

の小乗仏教正量部（S叫mit7ya）に所属する仏教詩人サルヴァラクシタ  

（Sarvarak亨ita）によって12世紀に書かれた梵語の韻文作品である。その第2  

葺から第6章は、インド小乗仏教の神話的な宇宙論が、技巧を凝らした芸術的  

な文体で描かれている。ここに和訳する第2章4節から第4章第1節までは、  

古い仏教聖典の記述に基づいて、地上に人間が現われて後、次第に道徳的に堕  

落しながら社会を形成してゆく人類の歴史が神話的に語られており、インド学  

のみならず、神話学、宗教学、文化人類学の研究者にとっても興味深い内容の  

ものである。   

本論文は二部から成るこ第一部は、MSKの第2章4節から第4章第1節まで  

の翻訳、そして蔵文訳の『文献Ⅹ』の対応箇所の翻訳から成る（注1）。翻訳に用い  

た底本は、私がマールブルクでミヒャエル・ハーン（MichaelHAHN）博士の  

指導の下に博士論文として作成した校訂本である（注2）。   

本論文の第二部では、MSKに語られる人類の創世記物語の並行資料として、  

インド仏教の四部派（ノて－リ上座部・憤子正量部・根本有部・大衆部説出世部）  

の同じ内容の聖典を、パーリ語ならびに梵語から翻訳した。この中で私が増子  

正量部の伝承と見なした聖典は、『ローカ・パンニヤツテイ』（Lokapa邑缶atti）  

というパーリ語の作品である（注3）。この作品は、内容に後代の付加改変を含むと  

はいえ、基本的には立世論のインド語の原典からのパーリ語の抄訳であり、立  

世論が憤子正量部に属する作品であったことは、現時点までの研究でほぼ疑い  

がない（注4）。今回のパーリ語からの翻訳の作業を通して、さらに一層この作品が  

MSKと同じ部派系統に属するという確信が強められた。第一部で翻訳された二  

作品と、第二部で翻訳された四聖典は、成立年代こそ違え（前者は後者よりも  

千年以上も後に出来た作品である）、内容的に見れば互いに並行資料と見なしう  

る。どの資料もインド仏教の諸部派の伝承を忠実に伝えている。   

第一部ではMSKのそれぞれの詩節に対して、翻訳を上げた後に、私は「並行  

資料」として、A、L、S、Mという四つの記号と数字とを示した。この四つ   



『大いなる帰滅の物語』（Mah云s耶Ⅳartanfkath豆）   

の記号が意味しているものは、本論文の第二部で訳されるパーリ上座部（A）、  

憤子正量部（L）、根本有部（S）、大衆部説出世部（M）のそれぞれのテキス  

トである。数字はそれらの翻訳に私が付けた段落番号を指す。■これによって、  

第一部にあるMSKと『文献Ⅹ』の記述をよりよく理解するために、その源泉と  

しての古い聖典の記述を第二部で参照することが容易になる。   

なお漢訳の立世論に内容的に対応する記述がある場合は、その箇所の大正大  

蔵経第32巻における頁・段・行を、この「並行資料」の記述の末尾に記してお  

いた。MSKの内容を理解する上で、漢訳立世論を絶えず参照することは有益で  

ある。  

第一部 MSKと文献Xの翻訳  

第2章第4節 死すべきもの（人間）の出現  

〔2．4．1〕それから後、二劫の間、［人の］身体を得た者たち、男・女・不男不  

女の［性的］区別がない体を有する、死すべきもの（人間）たちは、虚空の領  

域を［自由に］浮動する者として、あたかも雲なき［空の］遊星たちの如く、  

自らの身体から発する光を伴って、世界の中を◆［あちらこちらと］浮動してい  

た。  

〔蔵文§31〕その後に、各自の業によって［自然発生的に］生じた、虚空を  

［自由に］浮動する、女・男・不男不女の［性的］区別がない、自ら［発す  

る］光をもつ［肉体を有する］人間たちが、［地上世界に］生まれた。  

【並行資料：A3－4、L2－3、S6－7、M2－3、立世論225b23L26】  

〔2．4．2〕’さて、彼らの中の或る一人の人間は、芳香の故に極めて魅力的な、  

ラサー（las豆）より成るこの地（pfthivT）に気づき、［それに対する］貪著をそな  

えた［彼］は食べた。同様に［彼と］一緒に居住していたため、他の人間たち  

も［その］行為を共有した。  

〔蔵文§32〕それから久しい時が経った時、自ら［発する］光をもつ或る一   



人の者が、自性において勝れた、快き芳香のある『地の乳脂』（sag乏i2ag）を  

見て、貧者したため、その『地の油脂』を食べた。同様に、自ら［発する］  

光をもつ他の者たちも、食べた。  

【並行資料：A6－9、L6－9、S9－10、M7－10、立世論225c2q7】  

〔2．4．3〕食物を摂ることを始めてから、あらゆる人間は身体の光の消失と、  

身体の重たさを得た。原因としての貪著によって、このように、かつて  

昔、・・・（注5）生き物たちに、この不幸が生じた。  

〔蔵文§33〕その後、食物へのその愛着に相応して、身体の光が消失し、ま  

た身体が重たさを得た。地［の上］を動く者となった。  

【並行資料：AlO、LlO、Sll、M13、立世論225c8－10】  

〔2．4．4〕するとアシェレーシャ一宿やシュラヴァナ一宿と共に（注6）、太陽と月  

が、［東の大陸］ヴイデーハ洲とその反対（西の大陸）の中間に、突然出現した。  

流し目の視線を有する両目に似たそれら（太陽と月）をきわめて高きに持ちつつ、  

天空はとても輝いた。  

〔蔵文§34〕その時［身体の光の消失によって、世界が］大いなる闇になる  

と、生けるものたちの共業（万人共通の業）によって、東のヴイデーハ［洲］  

においてアシェレーシャ一宿の星宿を伴って太陽が、・［西の］ゴーダーニ ーヤ  

［洲］においてシュラヴァナ一宿の星宿を伴って月が、同時に出現した。  

【並行資料：All、Lll、S12、M14、立世論225clO－14】  

〔2．4．5〕このような状態まで、この人間たち［のあり方］は展開した（注7）。［以  

上で］きっかり［成劫の］二十劫が過ぎ去った。［作者の感想：］なぜなら、太  

陽の行動規範をもつ者たち（仏陀）が出現する時に、世俗的立場（俗諦）におい  

て［のみ］存在しているものたちは、すみやかに姿を消すものである。   
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〔蔵文§35〕このような状態まで［展開して］、二つの劫（第十九劫と二十劫）  

‘享終わり、［全部で］二十劫をもって、成劫の時代が終了した。  

【並行資料：A12、L12、立世論225c14－15】  

『死すべきもの（人間）の出現』という、第4節。『生成しつつある状態（成劫期）』  

という、第2章［おわる］。  

第3章第1節 食物の出現  

〔3．1．1〕このように、［出現した］太陽と月によって照らされた、地上を動く  

者たち（人間）は、蜂蜜に似た昧のラサーを過度に食べて、容色（肌色）が悪く  

なった。［或る］他の者たちは美しい容色（肌色）を保っていた。  

〔蔵文§36〕以上をもって、生成しつつある時期（成劫）が語られた。このよ  

うに、地上を動く者たちを、［出現した］太陽と月が照らした。蜂蜜の如き『地  

精脂』（sa’ibcud2ag地のラサー）を多く食べた者は、容色（肌色）が悪くなっ  

た。少し食べた者は、容色が美しくなった。  

【並行資料：A13、L13、S13、M15、立世論225c15－19】  

〔3．1．2〕「美しい容貌をもつ者は、悪しき容貌をもつ者を軽蔑した」と考えて、  

何となく少し彼らに不満であったラサー（1as云）は、人々を［懲らしめによって］  

前の世代の人々の［正しい］生き方に従う者にし、［また食物について］憂いに  

悩む者にした。  

〔蔵文§37〕その時、容色（肌色）が美しい人は、容色（肌色）が悪い人を、  

軽蔑した。  

【並行資料：A14、L14－15、S14－15、M16、立世論225c19－25】  

〔3．1．3〕困窮の時に［助けに現われる］友人たちの如く、彼らを助けるため  

に、『地のパルパタカ』（bhd－parpatak豆h）が出現した。高慢と欲望が増大したそ   



の［人間たち］も、［先と］まったく同様に、それ（『地のパルパタカ』）への願望  

をもつ者であった。  

〔蔵文§38〕その時、『脂』（2agラサー）が消失して、『地脂餅』（sa’iZagkhur  

ba練り粉菓子のような地の乳脂、地のパルパタカ）が出現した。『地脂餅』の食も、  

多く食べたところの者は［容色が］劣った者となったが、少し食べた者は［容  

色が］勝れた者となった。［先と］全く同様に［食が］心に通うものになった  

ため、［人々は］高慢を増大させつつ、繁栄した。  

【並行資料：A16－17、L17－18、S17－18、M17、19、立世論225c27－226a6】  

【3．1．4〕高慢が強くなってきた時、それら『地のパルパタカ』は消えてしまっ  

た。［作者の感想：］悪徳という敵のいかなる増加が、いったい幸福の喪失へと  

導かないはずがあろうか。  

〔蔵文§39〕高慢が強くなったために、『地脂餅』（sa2agkhurba地のパルパタ  

カ）も消えてしまった。  

【並行資料：A18、L19、S19、M20、立世論226a6】  

（漢訳立世論はここで終了し、この箇所から先は訳が存在しない）  

〔3．1．5〕再びまた心配に悩んだ人々は、まるで困窮した時に庇護してくれる  

養母を［得たか］のように、ヴァターラター（vat豆1at豆ヴァター蔓草）を得たが、  

［しかし］完璧な食のてだてを得た［その者たち］は、過度の高慢を増大させ  

た。  

〔蔵文§40〕その後、大地から蜂蜜の如き『林』（tshalヴァナ［ラター］）が出  

現した。それも人々によって食べられた故に、［人々において］高慢が増大し  

た。  

【並行資料：A19－20、L2ト22、S21－22、M21、23】   
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〔3．1．6〕彼らへの、あまりに久しく［我慢された］怒りによるかのように、  

かの偉大なっる草（valli）は、味を失った。［作者の感想：］そう長くは、悪徳  

に積された人々に、繁栄の女神ラクシュミーは付添うものではない。  

〔蔵文§41〕その後、『地脂林』（sa乏agtshalヴァナラター）も、消えてしまっ  

た。  

【並行資料：A21、L23、S23、M24】  

〔3．1．7〕殻のない、胚芽のない、白い実をもつ、耕されない［で自然に生え  

る］、美しい稲（su一喜豆1i）が、これらの者たちのために出現した。それらの［稲］  

に包まれて、まるで大地はリンネルの上衣［に包まれた］如く、輝いた。  

〔蔵文§42〕その後、殻のない、断絶しない（注8）、よい香りの、とても柔らか  

な、蜂蜜の如く甚だしく味のよい、白い、耕されない［で自然に生える］稲  

が、大地から生じた。  

【並行資料：A23、L25、S25、M25】  

〔3．1．8〕すると彼らがそれらを食べている間に、女と男の差異である性的表  

徴（1iムga）が［体に］生じた。［作者の感想：］［無思慮な］行為は、たとえそ  

れが好奇心なしに行われたものであっても、世の人々の笑いものとなる。  

〔蔵文§43〕その稲を［彼らが］食べたために、男と女を区別する性的表徴  

の根本が［体に］生じた。  

【並行資料：A24、L26、S26、M27】  

〔3．1．9〕女の特徴をもった人々を彼らは見て、「おお、こいつは堕落した者  

（duラモ坤）だ」と語った。［作者の感想：］なぜなら、肉体の奇形は世間に［人  

を］－誹諾する機会を与えるものだからである。   



〔蔵文§44〕その時、［ある人々に］女の［性的］表徴が生じたのを見て、他  

の人々は［彼らを］誹誇した。  

【並行資料：L27】  

〔3．1．10〕まさしくそれ故に、恥じたる者たちのこの［肉体の］覆いのために、  

『如意樹［から生じた］衣』（kalpadu？yaTi）が瞳9）出現した。［作者の感想‥］対  

応策（救済策）を［何一つ］もたないところのものは、今日まで起こっていな  

い（注10）  

〔蔵文§45〕．その時」羞恥する男と女たちが［性的］表徴を覆う［ことが出  

来る］ように、『如意樹［から生じた］衣』が出現した。  

【並行資料：L29】  

〔3．1．11〕女たち男たちが互いに眺め合うことによって、交接の欲望が生じ  

た。［作者の感想：］なぜなら生物は肉体に［性的欲望という］悪しき徽候を、  

未来に不幸をもたらすものとして、持っているからである。  

〔蔵文§46〕その後、女中ち男たちが互いに眺め合うことによって、交接へ  

の欲望が生じた。  

【並行資料：A25、L30、S27、M28】  

〔3．1．12〕 激しい欲望によって、或る着たちは交合を行ない始めた。［作者の  

感琴：］或る一つの悪しき罪が生じる時（注11）、別の悪が［続いて］生じるもので  

ある。  

〔蔵文§47〕彼らのうちの或る者たちは、激しい欲望によって、交合の実行  

をなした。  

【並行資料：A26、L31、S28、M29】   
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〔3．1．13〕或る他の者たちは草や土くれを投げつけて、前代未聞の、．交合［と  

いう行為］を非難した。「誰がこの、甚だ卑しい、道徳的行為から遠く隔・たった  

ことをしてよいものか」（注12）。  

〔蔵文§48〕交合を実行したそれらの人々を、他の着たちはとても激しく非  

難した。  

【並行資料：A27、L32、S29、M30】  

〔3．1．14〕イああ！浄らかな道徳的行為から成る光輝をもつ［この］世界にお  

ける、［お前たちの］閣（暗愚）に随行された行いよ！［その行いは］人を益す  

ることなく、福徳に欠け、積れに広く覆われているのに、お前たちにとっては、  

快いのだ！」。  

〔蔵文〕対応文なし。  

〔3．1．15〕［周囲の］非難に耐えきれなくなり、女たちを厭う気持ちを起こし  

た者たちは、高い気位を伴いつつも、それから少しの間、よい香りのする風を  

もつ林へと赴く（注13）。  

〔蔵文〕対応文なし。  

【並行資料：A30、L36、S33、M33】  

〔3．1．16〕激しく交合を行うようになり、それを隠すために家を造った、他の  

者たちは。［作者の感想：］好きな行為においては、人々は掟をも顧慮しないも  

のである。  

〔蔵文§49〕その後、交合を行うことがとても増加したため、［彼ちは］交合  

の目的を覆い隠すために、家を造った。  

【並行資料：A31、L38、S34、M34】   



〔3．1．17ト彼らはその時、夕べと朝に、稲を収穫した、それを食するために。  

［作者の感想：］それは驚きである、家［の存在］すら、偉大な人の場合には、  

知足を失うことへ導くことがない、ということは（注14）。  

〔蔵文§50〕人々は、朝食のために稲を朝に収穫した。夕食のために夕べに  

収穫した。  

【並行資料：L39】  

〔3．1．18〕夕べに刈られたものは［翌］朝に、朝に刈られたものは夕べに、彼  

らのために、繰り返し［元通りに］稲は生長した。まるで「知足」という不老  

不死酒（アムリタ）を注ぎかけられているゆえのように。  

〔蔵文§51〕その［人々の］福徳［によって］夕べに刈られたものは翌朝に  

生じた。朝に刈られたものは夕べに生じた。  

【並行資料：L40、S36】  

〔3．1．19〕このように家に住みつつ、「知足」という偉大な徳とともに暮らし  

っっある彼らの中の或患者たちが、ある時に、或る一人の者を呼びよせて［次  

のように］言った（注15）。  

〔3．1．20〕「ああ、皆さん、食事の時は、人間にとって、不規則なものとして  

やって釆ます（注I6）。それ（食事の時）は釆ました。まだ去っていません。あなた  

はここに居る必要はないのです」。  

〔3．1．21〕「さあ、徳をそなえた方々、あなたと一緒に、たぐいなき稲のもと  

へ行きましょう。なぜなら、家に置かれたそれ（稲）によって、食物の障害はな  

くなるからです、災禍の破壊者よ」。  

〔3．1．22〕すると彼は彼らに言った。「私は［稲を］失うことなく、しかも［い  

ちいち収穫する］苦労が消えた［わが］家へ行くことにしよう。なぜなら、以  

前に取ってこられた稲は今、私の喜び（欲求）を大きなものにするのだ」。  

〔3．1．23〕彼らは［互いに］言った。「この［稲］によって家は充たされ、自   

10   
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と他の身体が養われる。今や、［稲の］、苦労に関しては、［全く］解放されるに  

至ることも、義務的に束縛されるに至ることもない」。  

〔3．1．24〕「たった一度で運ばれた食物をもつ私たちは、その後は苦労しない。  

愛の闘争のなされる家において、女たちを追い払うことなく［一緒に］住むこ  

とにしよう」。  

〔3．1．25〕このように［語って］、何についても不満足（不知足）であったため  

に、久しい時の後に終わりが来るものとしての、稲という宝を貯えて、美しい  

妻たちと一緒に、静かな家々に彼らは住んだ。  

（以上の3．1．19～25の詩節に」次の蔵文の§52が対応する：）  

〔蔵文§52〕このように人々は家に住んだが、［さて］或る人々が他の人々に  

言った。「食事の時に［一緒に収穫するため］集まろう」。  

その時、生まれつき怠惰な或る一人の者は［勝手に］稲をたくさん収穫して  

［自分の］家を充たした。それを見て、他の者たちも同様な行為をした。［別  

の］他の者たちは再び言った。「誰が最初に稲を［勝手に］収穫したのか」。  

一人の他の者は答えた。「この者だ」。  

こうして、すべての者が同様な行為をしたため、稲も消失してしまった。  

【並行資料：A32－35、L41－44、S37－39、M35－37】  

〔3．1．26〕人々がラサー、ラター、パルパタ、稲を（注17）食べている間に 、［それ  

ぞれに］二劫づつが過ぎ去った。今や、人間たちにとって甚だ驚愕となること  

を与えようと欲するかのように、この［現在の］第九劫が到来した。  

〔蔵文§53〕「要約の詩節：］  

それから、順次に、人間にとって各二劫づつ過ぎたのは、『乳脂』（2agラサー）  

と『餅』（khurパルパタカ）と『林』（tshalヴァナ［ラター］）と稲（s豆Iu）の食物  

［である］。  

それによって［合計］八劫が過ぎ去った。  

第3章における、『食物の出現』という、第1節［おわる］。  

11   



第3章第2節 生計の手段の開始  

〔3．2．1〕甚だしい貪欲のため、新たに実った米は、白くなかった。粗殻をそ  

なえていて、［体に］とても益のあるものではなかった。［殻を取って］残され  

たものは、特別な胚芽を有していた。  

〔蔵文§54〕その後、第九劫が始まった時、甚だしい貪欲のために、籾殻を  

もち、胚芽をもち、体にとても益があるわけではない白くない米が、出現し  

た。  

【並行資料：A36、L45、S40、M38】  

〔3．2．2〕稲において、貯蔵という悪しき行為を原因としてもつ、切り跡  

（apad豆na稲穂を摘んだ跡）が佃18）明白にあるのを見て、また、残らたもの申ゞ胚芽  

と籾殻から出来ているのを［見て］、かの人々は自分たちの悪徳を告めた。  

〔蔵文§55〕その時、人々は、白くない等の［前述の］欠点を稲に見て、［自  

分たちを］笛めた。「この悪は、私たちの節操のなさ‘［の故］である」。  

【並行資料：A37、L46、S41、M39】  

〔3．2．3〕「ああ、［われらの］節操なき行いよ、それによって、人間たちの益  

のために熱心なラサー（1as豆）が消失してしまうこと［の結果］に導かれたのだ。  

［その後、代わりに出現した］美味なるパルパタカ（parpatak叫は、あたかも  

大地から引き抜かれた綿の木々の如くに［滅びてしまった］」。  

〔蔵文§56〕「初めに、蜂蜜［の味］を格段に越えた『地精脂』（sa，ibcud2ag  

地のラサー）が消失した。その後、蜂蜜［の味］を越えた『地精餅』（sa，ibcud  

，khurba地のパルパタカ）が消失した」。  

【並行資料：A38－40、L47、S42－44、M40－43】  
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〔3．2．4〕「絶えざる新しさによって、とても密生したヴァター［ラター］（vaほ）   
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が、人間たちにとって母の如く、繁栄を生むものとなった。久しい間でも［人  

間に対する］嫌悪を生じさせることがなかったそれ（ヴァターラター）は、それ（節  

操のなさ）のせいで、 かつて死滅に導かれた」。  

〔蔵文§57〕「その後、LJ、さな蜂の蜜［の味］に似た『林』（tshalヴァナ［ラター］）  

も消失した」。  

【並行資料：A41、L47、S45、M44】  

〔3．2．5〕「過度の貪欲をもつあなた方のこの稲が、正しい行動様式と一緒に、  

急に死滅に近づいている。ああ、私たちは食物なき者となる！」。  

〔蔵文§58〕「過度の食欲のために、とても白い等の徳性をもつ［元の］稲  

（，brass豆1u）も滅んだ。ああ、私たちは食欲のために滅びる！」。  

【並行資料：A42、L48」S46、M45】  

〔3．2．6〕「ああ、嫌だ、あらゆる繁栄の喪失をもたらす、様々な悪徳という敵  

軍の群は！［あなた方］自らのために、最高に［自他を］益する者たちにとっ  

て、甚だ害ある者たちのこれ（悪徳という敵軍の群）は、捨離されるべきである」。  

〔3．2．7〕「食欲のゆえに、公平ではなく振舞いつつあり、田を家ごとに分割し  

つつあるあなた方に、丸い先端をもつ米が、新しい［厳しい］態度をもつ者と  

ならないようにせよ！」。  

〔蔵文〕対応文なし（注19）。  

〔3・2・8〕「さあ、来なさい！私たちが豊かな群タりをなす稲の境界を定めて、［稲  

田の］分け申が［各自に］うまく分与されるならば、私たちは‥・（意味不明）  

確実な富をもつ者となる」。  
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〔蔵文§59〕「私たちが今や［稲田を］適切に分けて、分与するならば、最高  



善（最高の幸福）が示される（現われる）であろう」。  

【並行資料：A43、L49、S47、M46】  

〔3．2．9〕「このように］共同社会に関する、人々のこの［なすべき］活動をあ  

まさず説明した後に、人民の集会が催されたことにより、またすべての土地の  

測量が実行されたことにより、  

〔3．2．10〕男たちのそれぞれは自ら六ヨージャナ（注20）の田を受け取った。どこ  

かしら［常に］生存の不安をもっていた生類は、その後あらゆることを楽しん  

だ。  －［これは］『ユグマ』（二詩節の連続）［である］。  

〔蔵文§60〕そこで、統治する領域において（注21）一軒の家を作って、土地を分  

配した。  

〔蔵文§61〕その土地の分配をした時、男たちはそれぞれ六ヨージャナの広  

さの田を自分のものにした。  

〔3．2．11〕さらに四ヨージャナを女たち一人一人に許し与えた。［作者の感  

想：］［男と比べて］不公平であったとしても、［それなりの］適切さの故に、  

この分配が輝かしさを欠いているわけではなかった。  

〔蔵文§62〕さらに、女たちに（注22）それぞれ四ヨージャナづつ与えた。  

〔3．2．12〕その後さらに、人々が非法に耽ったので、『如意樹［から生じた］  

衣』（kalpadu亨y豆Ti）が消失してしまった。［作者の感想：］なぜなら徳に慣れて  

いる存在は、悪徳と一緒に住むことはない（注23）。  

14   

〔蔵文§63〕その後、［人々は］再び非法に耽ったために、『如意樹［から生  

じた］衣』が消失してしまった。  

【並行資料：L50】  
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〔3．2．13〕『如意［樹衣］』への期待から、種子が植えられ、その時生じたもの  

が［現在の］綿の木（karp云S坤）であった。［作者の感想：］世界における［あ  

らゆる］誕生は、前世の行為に従うものである故に、［人の］希望どおりにある  

ものではない。  

〔蔵文§64〕その時、彼ら（生ける者すべて）の共業により、綿の木が生じた。  

【並行資料：L51】  

〔3．2．14〕さて、本性において欲深い或る一人の人間が、あたかも幸福を消失  

させるためであるかのように、他人の稲を盗むことを－［すなわち］勝れた徳  

行の破壊を－ なした（注24）。  

〔蔵文§65〕その後、生まれつき欲深い或る一人の人間が、他人の稲を盗ん  

だ。  

【並行資料：A44、L52、S49、M47】  

〔3．2．15〕少しではない、あからさまの稲の略奪を不当にも行いつつある彼を  

見て、或る着たちは言った。「卑しく振舞う者よ、なぜ、これまで起こったこと  

のない話であるそれが、お前によってなされたのか」。  

〔蔵文§66〕稲を盗んだその者に、或る者は言った。「おお、お前は悪行をし、  

卑しい振舞をした」。  

【並行資料：A45、L53、S50、M48】  

〔3．2．16〕「人々は制約にとどまっており、しかもお前は［自分の］田に沢山  

の稲を有している。それ故、悪行を促進する［ような］盗難をやめるべきであ  

る。［そうすれば］愛される者に［お前は］なるであろう」。  

15   

〔蔵文§67〕「すべての人々は制約にとどまっており、しかもお前には［自分  



の］二耕田に稲が有る。それ故、不正な行いであるその［盗み］をやめよ」と  

［語った］。  

〔3．2．17〕「わかった」と、［彼は］自己における、盗難をやめるという偉さ（卓  

越性）を彼らに示したが、［しかし］徳の集積を滅ぼすものである略奪を［前と］  

同じように再び行った。  

〔蔵文§68〕その稲の盗人も「稲は盗まれるべきではない」と誓ったが、二  

度三度と繰り返し［彼は］他人の稲を盗んだ。  

【並行資料：A46－47、L54、S50、M49－50】  

〔3．2．18〕さまざまな悶着の原因となる盗みを、同じように二度三度と行いつ  

つある彼を見て、敵への激しい怒りをもって、それらの人々は［その彼を］手  

ひどく傷つけた。  

〔蔵文§69〕その男がこのように振舞ったので、彼を他の人々は傷つけた。  

【並行資料：A48－49、L55、S51－52、M5ト52】  

〔3．2．19〕すると、大勢の人々は［暴力を受けた盗人の］手などの、そのいた  

ましい状態を見た時、憐れをもち、大きな悲しみをもって、繰り返し［暴力と  

いう］罪の発生を非難した。  

〔蔵文§70〕その時、すべての人々が、手足等を鋭い武器（刀）で打たれた盗  

人のその体を見た時に、他の人々は非難をなした。  

【並行資料：A51－52、L56－58、S53】  16  

〔3．2．20〕「ああ、世界においてこの『所有』とは、自制心を破壊するものだ、  

敵の盗難に悩まされることによって。それ（所有）によって、このように悪しき  

変化が起こることは、まもなく人々の破滅［につながるだろう］」。   
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〔3．2．21〕「ああ、悲しい！他人の財を奪うことや、そこから生じた相互のい  

さかいや喧嘩。ああ、危害を与えんとするかのような、こんな罵りや騒動もが  

生じた」。  

〔蔵文§71〕「他人によって財を奪われることは、苦しみである。その原因の  

故に［人々は］互いに争うのだ。その原因により、大きな騒動も生じた」。  

〔3．2．22〕「今やこのことが私たちにとって適切であろう。この世界で、制戒  

の徳性を［未だ］捨てていない、挿らかな道徳的行為に専念した、人にあらざ  

る（神のような）、かの最高の人間こそを［私たちの］王にしよう」。  

〔蔵文§72〕その時、すべての人は［その］困苦のために集まって、互いに  

話し合いをした。「それはこの様にするのが適切であろう。すなわち、善い道  

徳的制約が堅固で、それをはずれることがない、とても秀でた人を、人々の  

王にするべきだ」。  

【並行資料：A53、L59、S55、M57】  

〔3．2．23〕「決して堕落しない［その彼］は、世界において悪人たちに対し適  

正な処罰を行う者、すべての政治やその他を決定する者となるだろう。天にお  

ける創造神（ブラフマー）のように」。  

〔蔵文§73〕「彼はまた適正な処罰を行う者として、決して堕落しないであろ  

う。すべての人民の意に適うように［正しく］処罰と庇護を行う彼は、悪行  

によって積されていない者として、［その］すべての徳性によって、人間たち  

の最高者となるべきだ」。  17   

〔3．2．24〕このように考え、熟慮によって認識されたこ七が、この地上ですべ  

ての人間に語られた。まるで推論の帰結であるかのように語られた［それ］は、  

説明された後に、彼らに賛成された。  



〔蔵文§74〕［その提案は］これらすべての［人々］の賛成するところ、希望  

するところとなった。  

〔3．2．25〕悪しき行動様式に［未だ］支配されていない、あらゆる徳性におい  

て人間たちの上に立つ者、人々において最も尊敬されるべき者である、或る男  

の 

〔蔵文§75〕そこで、その人は或る一人の聖者に話した。  

【並行資料：A54、L60、S56、M58】  

〔3．2．26〕「おそらくあなたもすでに知られていることでしょうー適正な  

らざる状態が、今や世界に生じているということを。そして［それは］日々、  

人々から富楽が消失するまでに至っているということを」。  

〔蔵文§76〕「人々がそのせいで今や不適正なることをなすところの悪徳と、  

日々［人々から］富楽が消失してゆくということを、あなたは知っておられ  

ます」。  

【並行資料：A55、L61、S57、M59】  

〔3．2．27〕「あなた以外の誰も、人間たちのあの不名誉を追い払うことはでき  

ません。浮らかなる莫大な光線を放つ太陽のみが、闇を消失させる者なのです」。  

〔蔵文§77〕「このような［今の］人間たちの、不通正な、道理に背いたあり  

方に対して、あなた以外の誰も［正す］能力がないのです」。  

18  

〔3．2．28〕「あなたにこの尊敬の思いを示しながら、技能をもつすべての民は  

集まってきました。羊たちが拠り所とする（注25）山なくして、象たちは何を避難所  

とすればよいのでしょう」。   
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〔蔵文〕対応文なし。  

〔3．2．29〕「このようなわけで、［業の］異熟としての幸福によって支配されて  

いる、 ほかならぬこの世界においてあなたには∴天界におけるインドラ（神々の  

王）の如くになっていただいて、大衆にとても圧迫された年老いた人々をお守り  

ください」。  

〔蔵文§79〕「あなたはこれらの人々を出来る限り適切にお守りください」。  

〔3．2．30〕「疑念のない、さまざまによく説かれた御法話によって、あなたは  

この世界すべてを統治すべきです。美しい御顔をもつ方よ。このあり方は王に  

とって、不適切ではありません」。  

〔蔵文〕対応文なし。  

〔3．2．31〕「かのすべての稲の六分の一を、人民は与えるでありましょう。そ  

れで最も富をもつ者となられませ。そして富を産み出す者である母なる大地を  

お守りください」。  

〔蔵文§78〕「これらの人々の稲の六分の一をあなたに与えましょう」（注26）。  

〔蔵文§80〕「［王として］この大地もお守りください」。  

〔3．2．32〕その［王になってほしいという］要請に彼は同意し、人々の願いを  

みたした。［作者の感想：］人々によって尊敬の念が置かれる最高の［公的な］  

地位に、能力ある者たちは、決して昇らないということがないのである。  19   

〔蔵文§81〕その時、とても勝れたその人は、その言葉に同意して、それら  

の人々の心の願いをみたした。  

【並行資料：A56、L62、S58】  



第3章における、『生計の手段の開始』という、第2節［おわる］。  

第3章第3節 階級（ヴァルナ）の分離  

〔3．3．1〕集まったとても喜ぶ人々は、彼を濯項した一頭項にある撃の宝石  

が世界を照らすように、世界を照らす彼を。［撃の宝石が］美しい結び糸（スー  

トラ）をもつように、めでたき経典（スートラ）をもつ彼を。［撃の宝石が］思念  

（デイー）から成る［見えない］光を発するように、知慧（デイー）から成る光  

を発する彼を。  

〔蔵文§82〕ただちに、それらの人々はその最高の人を、王として濯項する  

ことにより、敬った。  

〔3．3．2〕悪人への正しい処罰によって、彼は王たる偉大さに達し、すぐさま  

人民の主［たる彼］は有名になった、「悪行を滅ぼし、益をもたらすことを［彼  

は］なす」と。  

〔蔵文§86〕彼は王たる輝かしいあり方に達した。暴悪な人を処罰し、［欲望  

が］鎮まった正しい人を扶助し、土地の支配者（王）として広く知られ、［人  

民に］害となるものを取り除き、益となることを行った。  

〔3．3．3〕他の、自己制御に専念した者が、たとえ甚だヴェーダを学習した着  

であっても、説くことができない正しい行いを、この方（王）は、憐れみをもっ  

て賢い知者たちの集団に知らしめた。  

〔3．3．4〕「知性を日蝕のように暗くする食欲が、人々を、悪しき変化を被るに  

ふさわしい状態（悪しき変化の器たる状態）へと導いた。ああ！まるで盲人たちの  

ように、闇質（タマス）に起因するそれ（食欲）をもつ者たちが、生じた」。  

〔3．3．5〕「それ故、今や悪行に住するべきではない。何故に法（道徳律）の喪  

失へと急ぐのか。よい素質能力（器）の人々にとって、幸ならざる［法の喪失］  

は、絶えず防がれねばならない」。   

20  
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〔3．3．6〕「『私は思うに、激しいこの隕志（敵意）は、幸福を喪失させ、罪過を  

もキらすものである』－ と、このように［各自が］慈しみの思いをもって［考  

える時］、人間たちは息子ら（自分の子供たち）のように、罪のない者となる」。  

〔3．3．7〕「この［今や］行為されつつある『高慢』が、悪行の源泉であり、幸  

福をとても悪変化させる。それ故に、『高慢』に関してその規模（重要性）は、  

もろもろの『悪徳』という敵と、著しく別であるわけではない」。  

〔3．3．8〕「正しい者たちがもつ福徳の原因力によって、人界において貴い家系  

での出生がある。かくして、諸行為における業から生じ、［各人の］本性に条件  

づけられたものが、あなた方の出生である」。  

〔3．3．9〕「あらゆる幸福をもたらすものである知慧の目を、迷妄が覆い隠す。  

まさにそれ故に、暗愚のない、最もすぐれた、或る一人の別の者が［即ち、知  

慧の目を開く者が］この世界に［在ることが］可能である」。  

〔3．3．10〕「罪悪のもろもろの果によってしがみつかれる、この者（迷妄）は、  

［現象の］生と滅との［正しい］観察行によって存在の理法に思惟（洞察）を向  

ける人によって、早く根こぎにされるべきである」。  

〔3．3．11〕「食欲などの悪徳がもしなくなり、戒などのあらゆる善い徳をもし  

具えるならば、あなた方は、安楽を味わいつつ、欲望が滅した寂静なる状態へ  

至るであろう」。  

〔蔵文〕対応文なし（注27）。  

〔3．3．12〕このように［説き］、善い話は世の人々を［月光の如く照らして］  

光に充ち満ちた状態、［無知の］闇が消失した状態に変え、この王は、まるで月  

が人々を喜ばせることに思いを向けた美しさ（アークヤー）によって輝く如くに、  

人々を喜ばせることに思いを向けた法話（アークヤー）によって輝いた。  

〔蔵文§83〕彼は、大勢の人々によって喜ばれ、［彼らを］喜ばせた（＊ra缶－   

jayati）ので、王（＊rajan）と［呼ばれた］（注28）。  

【並行資料：A59、L64、S61】  

21   



〔3．3．13〕王が幸いを、［即ち］解脱ならびにインドラの宮殿への階段を教示  

した時、［人間のあらゆる］悪行は、［現実の］意味とは異なる［ただの］名前  

キなって、世にあった。（以下、その説明がなされる）  

〔3．3．14〕［十不善業道のうち］『他を殺すこと』（一）は、ただ不幸（不運な状  

況）においてのみ存した。『与えられないものを取ること』（二）は、［盗みでは  

なく］自分の［家庭の］財においてのみ［存した］。『他の妻に近づくこと』（三）  

は、［他人の妻ではなく］単に自分がもつ後宮［の妻たちの間］においてのみ、  

存した。  

〔3．3．15〕『真実をいつわること』（四）［の語］は、［嘘という意味ではなく］  

世俗諦の言説［の意味］としてのみ存し、『［内証を］口外すること』（五）［の  

語］は、［告げ口という意味ではなく］真実の意味について善く語ること［の意  

味］としてのみ存し、『荒削りの（ざらざら荒れた）言葉』（六）［の語］は、［粗暴  

で露骨な言葉という意味ではなく］触感に関してだけ存し、『無関連の語』（七）  

［の語］は、［無駄口という意味ではなく、韻律に縛られていない言葉という意  

味、つまり］散文［の意味で］のみ、存した。  

〔3．3．16〕『他者の財を欲すること』（八）［の語］は、［他者から財を得んとす  

ることではなく、他者に財を得させんと欲すること、つまり］他者を挙するこ  

と［の意味］として存し、『ヴイアーパー ダ』（九）［の語］も、［悪意という意  

味ではなく、ヴイ（離れた）・アーパー ダすなわち］災難（アーパッド）を離れて  

いること［の意味］のみで存し、『タグルシャナ』（十）［の語］は、［悪しき見  

解という意味ではなく、ク・グルシャナすなわち］地に関する知識［の意味］  

のみで、存していた。  

（以下にあげる蔵文の§87～§91は、人間が陥った十不善業道を語っているの  

で、上記の梵文の3．3．13～16と内容的に対応していると見なしうる。ただし  

文の趣旨は異なり、蔵文は後の時代に十不善業通が現われたと語るのに対し  

て、梵文はサンマタ王の時代には十不善業通が無かったと語る。）  

〔蔵文§87〕［人々は］悪しき行いを捨て、［それを］抑え込んだ。その後、  

或る別の人がまた再び悪行をしても、それ以外の人々は正しく振舞った。   

22  
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〔蔵文§88〕その後、人々の恵循の発生源である食欲が生じた。その後、隕  

志が生じた。その後、高慢がはっきり姿を現わした。その後、愚痴が出現し  

たが、それは幸福が後に従う真理を覆い隠してしまうものセあった。  

〔蔵文§89〕その後、『与えられないものを取ること（倫盗）』（二）が出現し  

た（注29）。その後、『他の妻に近づくこと（邪姪）』（三）が出現した。  

〔蔵文§90〕その後、『真実をいつわろこと（嘘）』（四）が出現した。その後、  

『［内証を］口外すること（告げ口）』（五）が出現した。その後、『荒削りの言  

葉（粗暴な言葉）』（六）が出現した。その後、『無関連の語（無駄口）』（七）が  

出現した。  

〔蔵文§91〕その後、他人を苦しめるという特徴をもつ『悪意』（八）が［出  

現した］。その後、他人の財を欺き取るという特徴をもつ『［財を］強く欲す  

ること』（九）が［出現した］。その後、『悪しき見解』（十）が出現した。  

〔3．3．17〕このように、まるで弟子たちによって［有益な教えが尊ばれている］  

仙人の［名前］のように、家臣の者たちによって有益な教えが尊ばれている彼  

？、サンマタという名前は、［彼が］尊敬される（サンマタ）人格であったために、 

極めて広く知られて、輝いた。  

〔蔵文§84〕怒りを寄せつけず、『偉大で、多くの者によって尊敬された者』  

（マハー サンマタ）という名の王となった。  

【並行資料：A57、L65、S59、M60】  

〔3．3．18〕［彼は］田の土地（クシェートラ）の最高の守護者（王）であるので、  

彼を取巻く集団はクシャトリヤという名前を有した。［それは］黄金の山の［発  

する］すばらしい光線のような［輝かしい］始まりであった。  23   

〔蔵耳§85〕［彼は］田の土地（クシェートラ）の支配主であるので、彼の［属  

する集団の］名前はクシャトリヤになった。  

【並行資料：A58、L66、S60、M62】  



〔3．3．19〕さまざまな所有物への執着から、『［他を］傷つけたり殺したりする  

こと』を始めとする［十不善業道の］一連の罪悪が出現した。［作者の感想：］  

健康な［食事］とは異なる食事を原因として、さまざまな種類の病気にかかる  

が如くである。  

〔蔵文§92〕このようなかたちで、『［他を］傷つけたり殺したりすること』  

（＊h車S豆）を始めとする［十不善業道］の罪悪が、大量の所有物［への執着］  

から、出現した。  

〔3．3．20〕このように、所有物を非難し、或る着たちはそれをうち捨て、林へ  

赴いた。［所有ということの］恵が追い払われた（ヴァーヒタ）ので、世間におい  

て彼らはブラーフマナ（婆羅門）と呼ばれた。  

〔蔵文§93〕ある着たちは、［善い側・悪い側に］立場を異にすることが［人々  

の間で］増加するのを見て、厭離の思いをもって、所有物を捨てて、林に住  

んだ。彼らはあらゆる罪悪を生じさせないので、［彼らを］ブラーフマナと世  

の人々は呼んだ。  

【並行資料：A61、L69】  

〔3．3．21〕［林中の］禅定を捨てて、自ら作成したマントラ（ヴェーダ聖典）の  

言葉を学び諦する（アデイーヤーナ）或る者たちは、［彼らが林を去って］都市の  

人々との交際を［得た］ように、アデイアーヤカ（学生）という名称を得た（注30）。  

〔蔵文§94〕彼ら［バラモン］の中で或る者たちは、禅定を捨てた。マント  

ラ（ヴェーダ聖典）の言葉を敷街し、その「学び諦する」（＊adhiy豆na－）［という  

彼らのあり方］の故に、学生（＊adhy豆yakaL）という名称を得た。  

【並行資料：A63、L70】  

24  

〔3．3．22〕林に住むことをやめた、或る別の者たちは、再びとても家住（定住   
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生活）に喜びを見出した。［田で］牡牛（ヴリシャン）の行為をなす［彼らの］振  

舞によって、ヴリシャラ（シェードラ）と世間において呼ばれた（注31）。  

〔蔵文§95〕或る着たちは林に住むことを喜ばず、［定まった］住まいをとて  

も喜び、田畑の牛の行いに従事したが、その者たちにシェードラという世間  

における名前を［人々は］付けた。  

【並行資料：A68】  

〔3．3．23〕あらゆる■（ヴイシュヴァ）技芸・工芸を行うゆえに、他の者たちは世  

間においてヴイシュ（ヴァイシャ）［という名をもつ階級］とみなされた（注32）。か  

くのごとく、昔において、あたかも人間の生計手段（職業）であるかのように、  

人間の大部分に関して、適切なように［種姓の］名前が生じた。  

〔蔵文§96〕他の着たちは家を喜び、様々な（注33）技芸の仕事を行ったが、その  

者たちに、チャンダーラ（注意：ヴァイシャの間違い）（注34）という世間における名  

前が付けられた。  

【並行資料：A66、L73】  

〔3．3．24〕盗人たち（チャウラ）は当時、『凶悪な者』（チャンダ）と見なされた  

が、彼らを処刑する故に［ある者たちは］チャンダーラ（注35）［と呼ばれた］。［作  

者の感想：］どんなに劣った行為よりさらに劣る［殺害という］行為は、［最悪  

の運命以外の］他のいかなる運命に行かしめるだろうか。  

〔蔵文§97〕同様に、四姓（四階級）における或る者たちは、盗みをひたすら  

喜び、『凶悪な者』（チャンダ）と［名付けられたが、その者たちに対し］、彼ら  

は殺害をなした故に、［その行為をなす］彼らに、チi，ンダ［－ラ］（gtummo）  

という世間における名前を［人々は］付けた。  

【並行資料：L75】  

25   



〔3．3．25〕適切な道徳的行為を有する最高の人々によって非難された、これら  

の［チャンダーラの］者たちは、市民［社会］から放逐されるに至った。なぜ  

なら正しい者たちの非難によって、明白に堕落した人々は、［世の人から］軽蔑  

され避けられるに至るものだからである。あたかも悪行が［軽蔑され避けられ  

る］ように。  

〔蔵文〕■対応文なし。  

第3章における、『階級（ヴァルナ）の分離』という、第3節［おわる］。   

第3章第4節 様々な食物の出現  

〔3．4．1〕さて稲は味の（注36）劣悪化の故に、人々にとってうんざりさせるもの  

となった。■［作考の感想：］人々が［美味しいものへの］食欲をもつ時に、長く  

慣れ親しむことによって［いっそう］不味いものとなった何者がいったい愛好  

されることができるだろうか（注37）。  

〔蔵文§98〕その後、稲は味の劣悪化の故に、軽侮に価するものとなった。  

〔3．4．2〕するとムンガ隠元豆、クラッタ空豆などの種々の副食物が、［稲が］  

刈られた［後の］場所に生じた。［作者の感想：］徳ある者たちが無食欲（嫌悪）  

に苦しめられる時には（注38）、運命はすばらしい［何か］をもたらすものである。  

〔蔵文§99〕すると稲が刈られた場所に様々な副食物（＊anubhojana）が出  

現した。すなわち大麦と小麦と胡麻とクラッタ空豆とムンガ隠元豆とマー  

シャ空豆である。  

【並行資料：L76】  

26  

〔3．4．3〕甚だしい汁の過剰により、掌で握られた時に三つの流れ［の滴り］  

を胡麻は出した。その他の穀物であっても、純正なる［性質の／行為の］所成   
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である故に、それ（胡麻）に相応する［豊かな］汁（味）をもつものであった。  

〔蔵文§100〕それらの［副食物の］中で胡麻は汁にとても充ち満ちていたた  

め、掌で握ることで油の三つの流れを滴らせた。大麦などについても、その  

［当時の］生けるものたちの福徳によりて、それに相応する汁が生じた。  

【並行資料：L81】  

〔3．4．4〕表皮や葉などがない、上質の甘ぐ快い昧をそなえた、美しい最高の  

砂糖黍が、地表の装飾として生じた。  

〔蔵文§101〕その後、表皮や菓などがない、上質の甘ぐ快い味をそなえた、  

最高の砂糖黍が地表を飾った（注39）。  

【並行資料：L92】  

〔3．4．5〕化生の牛たちも釆て（出現して）、乳を容器に自ら（自発的に）与えた。  

［作者の感想：］なぜなら善行は結果をめざし、必ず望ましいことをもたらす  

ものである。  

〔蔵文§102〕それから自ら（自発的に）乳のi革れを［容器に］そそぐ化生の雌  

牛たちも生じた。  

【並行資料：L83】  

〔3．4．6〕［生乳の］流れ（噴出）によってかき混ぜられた（チャーニングされた）  

故に、生バター（navanfta）が醸40）、それからギー（ghrta）が、それから醍醐（manda）  

が生じた。［作者の感想：］それ（化牛出現時）以前には知られなかったこの［乳  27  

製品生成の］「連続」は、今日もわずかながら人の希望通りのものである。  

〔蔵文§103〕その時乳の涜れが［勢いよく］注がれた振動によって、乳から  

生バターが生じた。生バターからサルビスの醍醐［つまりギー］が生じた。   



ギー・からギーの醍醐が生じた。  

【並行資料：L86】  

〔3．4．7〕自ら進んで飼い馴らされたる象などの、すばらしい人間たちの乗物  

が出現した。［作者の感想：］まったく新しい創造をなすことで天則は力の自由  

自在さを示すものだ。  

〔蔵文§104〕その後、自ら進んで飼い馴らされた象と馬など乗用獣の［様々  

な］種類が出現した。  

【並行資料：L83－85】  

〔3．4．8〕尊きサンマタ王には、周知のごとく、また更に七種類の宝が出現し  

た。［作者の感想：］創造は運命の力に依存しているとはいえ、そのような［運  

命に依存的な］あり方は、偉大な人々にとって、ふさわしいことではない。  

〔蔵文§105〕その時、尊きサンマタ王に七宝が出現した。すなわち女宝と男  

宝（＊purusa－ratna？）と馬宝と象宝と輪宝と主蔵臣宝と主兵臣宝である。  

〔3．4．9〕王が全世界を支配していた時、人民があらゆる資具（食物と生活用品）  

を十分にそなえてあった時に、世界にとって望ましくない［あらゆる］種類の  

ことは、鏡に写った像すら無かった（片鱗すら無かった）。  

〔蔵文§106〕さてマハーサンマタ王は［人民への］あらゆる恩恵（資具？）  

をそなえもったために、すべての人間において望ましくない［あらゆる］種  

類のことが、無くなった。  28  

〔3．4．10〕物質を有するものであっても、しかも精神を宿していた。馬と水牛  

であっても、敵をもつことがなかった（注41）。鹿であっても恐れをもつことがな  

かった。鳥であっても［人間が傷害をしないため］羽を傷つけられることがな   
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かった（矢であっても［戦争がないために］矢の羽が折れることはなかった）（注42）。  

〔3・4・11〕［世に］窃盗（喪失）がないことは、記憶においてさえも、［記憶の］  

喪失がないほどだった。［世に］破壊（挫折）がないことは、願望においてさえ  

も、［願望の］挫折がないほどだった。［世に］苦痛（圧搾）がないことは、砂糖  

黍においてさえも、圧搾［する必要］がか－ほどだった。［世に］束縛（拘束の  

縄）がないことは、動物らにおいてさえも、拘束の縄がないほどだった。  

〔3．4．12〕［世に］苦の感情（苦の存在）がか－ことは、子宮の中においてさえ  

も、苦の存在がないほどだった。［世に］富（ヴイパパ）が欠けることがないこと  

は、苦行者たちにおいてさえも、『生存から自由であること』（ヴイパパ）が欠け  

ることがないほどだった。［世に］努力（精神集中）の欠如がか－ことは、禅定の  

中においてさえも、精神集中の欠如がないほどだった。［世に］悪だくみ（悪い  

配列）がないことは、惑星群の中においてさえも、悪い配列がか－ほどだった。  

〔3．4．13〕言葉において接頭辞（ウパサルガ）がある以外は、［世に］災難（ウ  

パサルガ）はなかった。鳥たちの噸りにおいて鳥の会話（ヴイ・ヴァーダ）がある  

以外は、［世に］言い争い（ヴイヴァーダ）はなかった。刀において毒を塗ること  

（ヴイシャ・ダ）がある以外は、［世に］悲嘆（ヴイシャーダ）はなかった。［乳海  

撹件の時に］海において美の女神（ラクシュミー）が分離された（ウッドリタ）以  

外は、［世に］幸運（ラクシュミー）が奪われた者（ウッドリタ）はなかった。  

〔蔵文〕対応文なし。  

〔3．4．14〕サンマタ王の領土が、久しい間（1）敵をもたず、（2）どこまでも  

拡がり、（3）人々を［互し一に］和合させ、（4）支配地城を拡大していったのと  

同じように、［王によってもたらされた地上の］幸福は、久しい間（1）対抗す  

る者（不幸）をもたず、（2）どこまでも拡がり、（3）人々をなごやかな気分に  

し、（4）範囲を拡大していった。  

29   

〔蔵文§107〕彼のおかげで民衆は資具（食物と生活用品）すべてを円満具足し  

たため、極めて長い期間にわたって幸福になった。  



〔3．4．15〕彼ら（生けるもの）の、まばゆい美と光輝と姿かたちによって魅力的  

で、道徳的行為によって飾られた身体は、死によってすぐに滅ぼされることが  

なかった。まるで［死が］友好的であるかのように。  

〔蔵文§108〕それらの生けるものたちの身体は、姿かたちにおいて魅力的  

で、善なる、輝く光を放つ性質によって飾られた。それらの生けるものたち  

に死はすぐには現われなかった（早死することはなかった）。  

〔3．4．16〕豊かな富をもつ浮らかな人々に満ちて、身の周囲に海という衣装を  

着た大地は、色とりどりの画布の最高の美を有し、神々にすら、甚だしい驚嘆  

を与えた。  

〔蔵文〕対応文なし。  

『様々な食物の出現』という、第4節。『すでに生成が終わった状態（住劫期）  

の、純一に幸福な状態』という、第3章［おわる］。  

第4章第1節［生活の資を］求めることの開始  

〔4．1．1〕さて［その後］かの［サンマタ］王と、彼の子孫である［歴代の］  

王たちは、家臣たちを伴って、神々の世界に至った。［彼らの逝去によって］大  

地は、まるで別離のあまりの苦しみによるものかのように、昔のすばらしい輝  

きを失ってしまった。  

〔蔵文§109〕その後、久しい時が経って、サンマタ大王が亡くなられた。彼  

の子や孫など、多くの王子らが生まれては死んだ。そして、かの家臣たちも  

すべて死んだ。  

〔蔵文§111〕このようにして大地も漸次に［豊穣さを］滴らして、［かつて  

の］完全なるありかたをまったく喪失し、新しいものが減少することと結び  

ついた。また次のように説かれる。すなわち、『夫を失った妻に似て、［大地   

30  
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は壬たちを失った悲しみに］すばらしい美しさを失い、年老いた（豊穣さをな  

くした）』、と。  

〔4．1．2〕次々に悲しくも死去した者たちの後に取り残された人々、［心を抑え  

て］悲しみの火を弱めようとした者たちは、王から王の子へ濯項させることに  

よって、王位の途絶えることのない連続を継続させた。  

〔蔵文§110〕諸王により［代々］王に濯項がなされて、王の血統が現在に至  

るまで継続している。  

〔4．1．3〕法にかなった行いの喪失に陥ったそれらの者たちは、食物が尽きた  

のを見て、最勝の牡牛たちの如く、黎先を付けた肇を自ら曳くことをまさにし  

ようとした。  

〔蔵文§112〕その時、残された人間たちは、法なきことに陥ったことと、食  

物が尽きたことを見て、率先（＊ph豆1a）をつけた肇（＊hala）を、まるで牡牛（＊  

balivarda）の如く、自ら曳かんとした。  

【並行資料：L87】  

〔4．1．4〕牡牛の群れのかしらたちはそれらの［人間たち］に語った。  

『さあ、わしらだけで肇を曳いてもよい。あなた方は黎をにぎる者となれ。そ  

して収穫の時にもわしらに［その］一部を与える者たれ』。  

〔蔵文§113〕その時、牡牛の群れのかしらは、人間たちにこう語った。『こ  

れらの肇を［曳くのを］よせ。わしらだけで［肇を］■曳くべきである。収穫  

の時に、収穫物の一部を与えよ』と。  

【並行資料：L88】  

31   

〔4．1．5〕さて［人々は］今や耕作をなし終わって、牡牛たちと一緒に収穫を  



分配した。苦労をした、彼ら（牡牛）を監督するという仕事は、大目に分け前が  

与えられることで、飾られた（顕彰された）。  

〔蔵文§114〕このように約束をして、それから彼ら（牡牛）は農民の如く田  

を耕作した。人々は牡牛らに分け前の一部を与えた。  

【並行資料：L89】  

〔4．1．6〕これちの［牡牛たち］の［した］ように、馬などの、乗物として役  

立つ動物たち（Ⅴ諭an豆吊も、喋ら自身の養い手をよく観察しつつ、自分に適し  

たる人間のための乗物になるに至った、他の［動物たちが従うべき］法則によっ  

て。．そのように我々には思われる。  

〔蔵文§115〕このように馬と象なども［牡牛たちと人間との話合いで］見た  

のと全くそのまま同じように語って（同じように約束して）、人間の乗物となっ  

た。  

〔4．1．7〕自らは乳を与えないが、自分の子供のために［授乳に］熟知した人々  

は、集まって、泡の冠をかぶったまぶしいほど白い乳を雌牛たちから搾った。  

〔蔵文§116〕すると牛たちが乳を自ら進んで与えていないのに、［人々の］  

様々な努力によって乳が流され、人々は集まって乳搾りをなした。  

〔4．1．8〕食欲な人間を恐れるためのごとく、砂糖黍は自らの菓をもって体の  

被覆をなした。［しかし］甚だしく汁を欲する人間たちにとって、どのような大  

なる被覆も存在しえなかった。  32  

〔蔵文§117〕砂糖黍は菓で自らの体を覆った姿となった。  

【並行資料：L93】   
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〔4．1．9〕他の、胡麻などの食物もまた、いささか汁が損なわれることへと至っ  

た。［作者の感想：］変化によって苦しみになることを蒙らないような物が、た  

とえ昔であろうと、どうして世界に生じようか。  

〔蔵文§118〕胡麻などの食用植物も、汁（＊ra弓a）を次第に失った。  

〔4．1．10〕すべての食物が劣悪性に至ったので、人間たちの寿命などが減少へ  

と赴いた。［作者の感想：］なぜなら塗料がもし汚れた製造にもとづくのなら、  

それ（塗料）によって描かれたる絵はすばらしく輝かないものだ。  

〔蔵文§119〕このようにもろもろの食べ物は劣悪化したので、人間たちの寿  

命などもまた減少した。  

〔4．1．11〕甚だしい貪欲によって、農夫たちは牡牛たちに［もう］収穫を分配  

しなかった。彼らの不正義によって心を傷つけられた牡牛たちは、黎を引くこ  

とにおいて、不従順へと至った。  

〔蔵文§120〕その後甚だしい高慢によって田の所有者は牡牛たちに［収穫  

の］分け前を与えなかった。すると牡牛たちは収穫の分け前を得られなかっ  

たので、肇を引くことに不従順になった。  

【並行資料：L90】  

〔4．1．12〕人間たちによって［黎を］曳いている時に鞭打たれ、牛たちは荒々  

しく鼻腔の中間に穴をあけられた。憤怒した人間たちにおどしつけられて、牛  

たちから言葉すらも消え去った。  33   

〔蔵文§121〕人々は牡牛たちの不従順を見て、かれらの鼻に穴をあけた。そ  

の時、牡牛たちの［言葉を］話すことも消失した。  

【並行資料：L91】  



〔4．1．13〕無情な人間たちにようやく服従するに至り、このようにして、すべ  

ての牛たちはこの世界で、まるで悪い［業の］結果を［曳くかのように］、耐え  

がたい華やそれに類する他めものを曳くのである。  

〔蔵文§122〕牡牛たちは潤れみなき人間たちに服従して、曳くのが困難な  

［ほど重い］肇やその他のものを、その力によって、曳きつづけ‾る。  

〔4．1．14〕明白にその時、人間たちの悪行によって自ら進んで飼い馴らされな  

くなった象や馬たちなどは、［手綱の］引き締めによって制御され、鞭で打たれ、  

かろうじてそのような苦痛を耐え忍んだのであった。  

〔4．1．15〕まさにそれに対して嫌がり始めた、特別に固い紐で拘束された雌牛  

たちは、搾乳者たちのきわめて手慣れたやり方による搾乳をなんとか辛うじて  

耐えたのであった。  

〔蔵文§123〕象と馬なども自ら進んで飼い馴らされなくなった。ある時は  

［手綱で］制御されある時は制御されない（注43）［乗物獣］は杖で打たれるので、  

嫌がるようになり、固い縄で縛られた。その後、前もって［御褒美を］与え  

ることが先行することによって、牛たちは牛飼いたちによって乳搾りされた。  

〔4．1．16〕砂糖黍の汁は［厚い］皮をもって（皮を通して）出された。無知をもっ  

て食欲をもつ者たちの心が［生み出される］如く。しかし人間にとってそれ（皮・  

無知）をいかにうまく除去することが出来るのかは、想像することも出来なかっ  

た。  

〔蔵文§124〕砂糖黍は［厚い］皮により覆われ、［圧搾に］努力することで  

汁が出された。  

34  

〔4．1．17〕かれら（人間）によって［汁を取るため］打たれることで、あたか  

も病気になったかのように、胡麻などはひどく汁のか－ものに変わった。［作者   
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の感想：］同伴者の堕落というものは、どんな者においても［同じく］不幸な  

状況へと導くものだからである。  

〔蔵文§125〕胡麻などもひどく汁（bcud）を欠いたものとなった。  

〔4．1．18〕肉体をもつ者たちは、このように［劣悪化した］食物に親近して、  

さらにいっそう［身体の］より劣弱になりつつある状態に至った。［それを］見  

ることによって、このように自ら［彼らは］考えた。『定めて、肉体的変化とい  

う結果は、この世界では、老化を原因としてもつものではない（そうではなく、食  

物の劣悪化を原因として肉体の劣弱化が起こるに違いない）』と。  

〔蔵文§126〕このように地上世界の人間たち［にとっての］そのような食物  

や（注44）その他の［食物］が味（ro）をとても欠いたものになったので、人間た  

ちはさらにいっそう［肉体の］衰えを得た。   

第4章における、『［生活の資を］求めることの開始』という、第1節［おわ  

る］。  

35   



第二部 並行資料の和訳  

創世記神話のインド仏教諸部派の聖典伝承   

MSKと文献Ⅹの、上に翻訳した部分において、内容として説かれているもの  

は小乗仏教の阿合・ニカーヤ聖典にある人間世界の創世記神話である。この神  

話を「アッガンニヤ神話」と呼びたい。それはパーリ上座部では『アッガンニヤ  

経』（Agga紙asutta）と呼ばれる経典の中に説かれている。   

MSKの記述は文献Ⅹに基づいているが、文献Ⅹによるアッガンニヤ神話の記  

述は、正量部が伝持した『アッガンニヤ経』に相当する聖典に基づいていると  

思われる。この正量部の聖典伝承は、他部派の聖典伝承とどの程度に一致し、  

どの程度に違っていたのか。このことを知るために、パーリ上座部の『アッガ  

ンニヤ経』の並行資料たる諸部派の聖典資料を、互いに比較する必要がある。  

幸い、アッガンニヤ神話に関しては、パー リ語・サンスクリット語の重要な聖  

典的資料がMSK以外に四本も現存している。そこでその四本全部の和訳をこの  

第二部では行ないたい。   

ここに翻訳されるものは、次の資料である：  

A パーリ上座部の聖典伝承『長部経典』（注45）第27『アッガンニヤ経』   

（Agga汽缶asutta）中のアッガンニヤ神話（ⅠⅠⅠ、84．26－96．8）  

L 憤子正量部の聖典伝承『ローカ・パンニヤツテイ』（Lokapa缶Batti）   

中の（注46）アッガンニヤ神話（Ⅰ、204・6－2 

S 根本有部の聖典伝承『破僧事』（Sahghabhadavastu）中の！注47）  

アッガンニヤ神話（Ⅰ、7．13－15．22）  

M 大衆部説出世部の聖典伝承『マハーヴァストゥ』（Mah云VaStu）  

中の（注48）アッガンニヤ神話（Ⅰ、338．13－348．8）   36  

特にこの中に、『ローカ・パンニヤツテイ』（略号Loka－p）という、本来は憤  

子正量部の伝承たる作品があることが貴重である。この作品の内容はまさしく、  

正量部の伝承であるMSKの内容と密接に関係する。立世阿毘曇論のパーリ語版   



であるLoka－pは、校訂者のE．DENISによって仏訳がなされた。あまりに損な  

われた写本伝承のために、Loka－pは漢訳立世論なしでは理解困難な文が多い  

のであるが、LokaLpの中のチャンダーラ族の形成と副食物および家畜の登場  

を語る部分については、漢訳立世論に対応部分が欠けている。そのため、DENIS  

はその部分のLoka－Pの翻訳を断念した。しかしその部分を含むLoka－pの  

アッガンニヤ神話の話の全体を、私はこの機会に訳してみることにした。意味  

不明の箇所が多いとしても、一応この翻訳によって、Loka－pの中に伝わってい  

る伝承が、現存する並行資料の中でMSKの内容に最も近い伝承であることは確  

認できるであろう（注49）。第二部で訳された現存するインド語で伝承されている  

四本に加えて、長阿含小緑経や白衣金瞳二婆羅門縁起経、中阿合婆羅婆堂経な  

どの漢訳を諸本の比較に加えるならば、いっそうLokaqpとMSKの同一の系統  

性が明かになる。   

パーリの『アッガンニヤ経』については現時点で久野芳隆の訳と向井亨の訳  

があるが（注50）、私は神話的食物のラサ（rasa）の語をラサー（ras豆）という女性  

名詞に訂正することを提案し（注51）、それによって古い翻訳をあちこち書き直す  

必要を感じるようになったので、最近の学界の成果も取り入れつつ（注52）新たに  

翻訳を行った。また私という同一の訳者が他の並行するテキストをひっくるめ  

て全部一度に訳すこ 

訳語を用いて訳しているので、諸本の文の違いが翻訳を通しても比較できるか  

らである。   

大衆部説出世部の伝承たる『マハーヴァストゥ』（略号Mvu）のアッガンニヤ  

神話を翻訳するにあたっては、亘mi1eSENARTの校訂本を底本にしつつ（注53）、  

Mvuの古い二本の写本Sa、Sbを絶えず参照した。百年以上前に作られた  

SENARTの校訂本では、アッガンニヤ神話の箇所は二本の写本B、Cだけに基  

づいているが、現代のMvuの研究においては、この校訂本の他に写本Sa、Sb  37  

を是非参照する必要がある。特に貝菓写本SaはMvuの研究にとって最も価値  

が高い写本である。幸い写本Sa、Sbのファクシミリ版が揚山明によって2001年  

に出版された（注54）。この出版を契機に、多数の学者が連携して写本Saのローマ  

字転写と研究を進めてゆくべきであろう。その作業の一端を担うつもりで、私   



『大いなる帰滅の物語』（MahasarrNartarifkath豆）   

もこの論文の最後に、Mvuのアッガンニヤ神話のテキストの写本Saのローマ  

字転写を上げた。これによって写本SaがSENART校訂本とかなり違っている  

ことを確かめることができる。   

私の以下の翻訳にあるAl、A2などの数字は、私が勝手に付けた段落番号  

である。これはヾアッガンニヤ経の並行資料を互いに比較する時に、細かく段  

落番号が付いていた方が便利だからである。Aはパーリ」二座部の長部27経、L  

は憤子正量部のLoka－p、Sは根本有部の破僧事、Mは大衆部説出世部のMvu  

のテキストをそれぞれ表わす。  

A パーリ上座部の聖典伝承『アッガンニヤ経』  

Alヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、長い時の経過ののちに、い  

つか、 この世界が帰滅する（散壊する）［壊劫の］時がくる。この世界が帰滅し  

ている［壊劫と空劫の］間、生ける者たちは多くがアーバッサラ天（光音天）に回  

帰した存在となる。  

A2 彼らはそこにおいて、マナス（精神）から成る存在であり、歓喜を食べ、  

自ら光を放ち、空中を遊泳し、浄福な状態のままでずっとあり、長く久しい時  

を過ごす。  

A3 ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、［それから］長い時が経過す  

ると、いつか、この世界が再び起成する（生成展開する）暗がやって来る。この  

世界が起成している［成劫の］時に、大部分の生ける者たちはアーバッサラ天  

より≪p・85≫死んで［別の生に］移行し、この世（地上世界）にやって来る。  

A4 彼らは、マナス（精神）から成る存在であり、歓喜を食べ、自ら光を放ち、  

空中を遊泳し、浄福な状態のままでずっとあり、長く久しい時を過ごす。  

A5 ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よぃその時に、［地上世界すべて  

が］一つの水である状態があり、闇、全き闇があった。太陽も月も［未だ］知  

られなかったし、星々（星座）や星の燵めきも知られなかった。畳も夜も知られ  

なかったし、［暦の］月も半月も知られなかったし、季節も年も知られなかった。  

男も女も知られなかった。生ける者は「生ける者」という名［だけ］を有した。  

A6 さてヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、［それから］長い時が経   
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過して、いつかある時に、それら生ける者たちのために、『ラサーなる地』（ras豆  

pathavl）［といぅ神話的な食物］が（B55）、水［の表面］に一面に広がった。  

A＝7 それはちょうど、乳が煮られてから冷まされた吼［乳の］表面に膜がで  

きをように、出現した。それ（ラサーなる地、女性名詞）は色［の美しさ］をそな  

え、香り［の良さ］をそなえ、味［の良さ］をそなえていた。ちょうど完壁に  

出来たサルビス（ギー）や、完壁に出来た竺バターのような、そのような色を有  

しており、坤粋な蜜のような、そのような味わいがあった。  

A8 すると、ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、欲深く落ち着かな  

い性質の或る一人の生ける者がいて、「ほう！これはいかなるものだろう」と、  

『ラサーなる地』を指先で味わった。彼は『ラサーなる地』を指で味わって、  

喜悦した。そして彼に欲望が生じた。  

A9 ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、他の生ける着たちもまた、  

その生ける者を見たとおりに模倣して、『ラサーなる地』を指で味わった。彼ら  

は『ラサーなる地』を指で味わって、喜悦した。そして彼らに欲望が生じた。  

さてヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、彼ら生ける者たちは、『ラサー  

なる地』を、両手で［ひと塊りに握って］団子にしながら（注56）食べるようになっ  

た。  

AlO ≪p．86≫ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、彼ら生ける者たちが、  

両手で［ひと塊りに握って］団子にして、『ラサーなる地』を食するようになっ  

たので、それ故に、そのとき彼ら生ける者たちから自ら［の体から］放つ光が  

消え失せてしまった。  

All自ら放つ光が消え失せると、太陽と月が出現した。太陽と月が出現する  

と、星々（星座）、星の燈めきが出現した。星々、星の燵めきが出現すると、昼  

と夜が知られた。畳と夜が知られると、［暦の］月と半月が知られた。月と半月  

が知られると、季節と年が知られた。  

A12 ここまで（このような状態まで）、再びこの世界が［成劫の間に］展開し終  

わった（注57）。  

A13 ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、彼ら生ける者たちは『ラサー  

なる地』を食べながら、それを食する者として、それを糧とする者として、長  
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く久しい時を過ごした。ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、そのよう  

に彼ら生ける者たちが、『ラサーなる地』を食べながら、それを食する者として、  

それを糧とする者として、長く久しい時を過ごしているうちに、次第に、彼ら  

生ける者たちの身体は堅粗なものとなった。そして容色の美しさと醜さ（肌の色  

の変化）が知られた。彼らのうちで、或る生ける者たちは美しい容色（肌の色）  

をもち、或る者たちは醜くなった。  

A14 そのとき、美しい容色（肌の色）をもつその生ける者たちは、かの醜い生  

ける者たちを蔑んだ。「私たちはこの者たちよりも美しい容色をもつ。この者た  

ちは私たちよりも醜い」と。高慢と倣りという性質を有した彼らから、容色へ  

の倣りを原因として、『ラサーなる地』は消え失せてしまった。『ラサーなる地』  

が消え失せてしまったとき、彼らは集会し、嘆いた。「おお」ラサーを［失った］！  

ラサーを［失った］！」と。  

AI5 この今の時代に、人びとは、何かすばらしい味を得たならば、次のよう  

にいう－「ああ、［この］美味（ラサ）を［ご覧］！ああ、［この］美味（ラサ）  

を［ご覧］！」と。［その場合、彼らは］かの古い、昔から続く言葉を想起して  

いるのであるが、しかもその意味を理解していない。  

A16 さて、ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、彼ら生ける着たちか  

ら『ラサーなる地』が≪p．87≫消え失せたとき、『地のバッパタカ』が出現した。  

ちょうどマッシュルーム［が大地の上に出現する］ように、そのように出現し  

た（注58）。 

をそなえていた。 ちょうど完璧に出来たサルビス（ギー）や、完璧に出来た生バ  

ターのような、そのような色を有しており、純粋な蜜のような、そのような味  

を有していた。  

A17 そして、ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、彼ら生ける者たち  

は、『地のバッパタカ』を食するようになった。彼ら生ける者たちは、それを食  

べながら、それを食する者として、それを糧とする者として、長く久しい時を  

過ごした。ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、そのように彼ら生ける  

者たちが、『地のバッパタカ』を食べながら、それを食する者として、それを糧  

とする者として、長く久しい時を過ごしているうちに、次第にいっそう彼ら生   
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ける者たちの身体は堅粗なものとなった。そして容色の美しさと醜さ（肌の色の  

変化）が知られた。彼らのうちで、或る生ける者たちは美しい容色（肌の色）を  

もち、或る者たちは醜くなった。そのとき、美しい容色をもつその生ける者た  

ちは、かの醜い生ける者たちを蔑んだ。「私たちはこの者たちよりも美しい容色  

をもつ。この者たちは私たちよりも醜い」と。  

A18 高慢と倣りという性質を有した彼らから、容色（肌の色）への倣りを原因  

として、『地のバッパタカ』は消え失せてしまった。  

A19『地のパッパタカ』が消え失せてしまったとき、バグー ラターが出現し  

た（注59）。ちょうどカランブカー［という草］のように、そのように出現した。そ  

れは完全な色、完全な香り、完全な味をそなえていた。ちょうど完璧に出来た  

サルビス（ギー）や完壁に出来た生バターのような、そのような色であった。純  

粋な蜜のような、そのような味であった。  

A20 そして、ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、彼ら生ける者たち  

は、バグーラターを食するようになった。彼ら生ける者たちは、それを食べな  

がら、それを食する者として、それを糧とする者として、長く久しい時を過ご  

した。ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、そのように彼ら生ける者た  

ちが、バグー ラターを食べながら、それを食する者として、それを糧とする者  

として、長く久しい時を過ごしているうちに、次第にいっそう彼ら生ける者た  

ちの身体は堅粗なものとなった。そして容色の美しさと醜さ（肌の色の変化）が  

知られた。≪p．88≫彼らのうちで、或る生ける者たちは美しい容色（肌の色）を  

もち、或る着たちは醜くなった。そのとき、美しい容色をもつその生ける者た  

ちは、かの醜い生ける者たちを蔑んだ。「私たちはこの者たちよりも美しい容色  

をもつ。この者たちは私たちよりも醜い」と。  

A21高慢と倣りという性質を有した彼らから、容色への倣りを原因として、  

彼らからバグーラターは消え失せでしまった。  

A22 バグーラターという蔓草類が消え失せてしまったとき、彼らは集会し、  

そして嘆いた。「ヴァタ（なんと）、それは我らのものだったのに！ヴァタ、それ  

は我らから失われてしまった、バグーラターが！」と。この今の時代でも人々  

がある苦の出来事に襲われると、次のようにいう－「ヴァタ（なんと）、それ  
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は我らめものだったのに！ヴァタ、それは我らから失われてしまった！」と。  

［その場合、鱒らは］サの古い、苦から続く言葉を想起しているのであるが、  

しかもその意味を理解していか 

A23．さて、ヴァ「やソタ［とパーラドヴァ「ジャ］よ、彼ら生ける者たちか  

らバグー ラターが消え失せたとき、耕さずに実る稲が申現した。［それは］『糠  

がなく、粗殻がな‘く、浄らかで芳ばしく香る実をもつ』（韻文）。もし夕べに夕食  

のために［米（稲穂）を］鱒り去っても、朝には熟して再成長しており、またも  

し朝に朝食のために取り去っても、夕べには熟して再成長していた。［穂首の］  

刈り取られて無くなった跡（注60）は見られなかった。  

A24 そこで、ヴァーセッタよ、彼ら生ける者たちは耕さずに実る米を食べな  

がら、それを食する考としてトそれを糧とする者として、長く久しい時を過ご  

した。ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、そのように彼ら生ける着た  

ちが、米を食べながら、それを食する者として、それを糧とする者として、長  

く久しい時を過ごしているうちに、次第にいっそう彼ら生ける着たちの身体は  

堅粗なものとなった。容色（肌の色）の差異が知られた。女には女の性的表徴（女  

性器）が、男には男の性的表徴（男性器）が現われた。  

A25 そして、女は男を［つよく想い焦がれつつ］とても長い間みつめ、男は  

女をみつめた。とても長い間互いにみつめあっている彼らに、欲情が起こり、  

［渇望の］火によって焼ける状態が身体に起こった。  

A26 彼らは［渇望の］火に焼ける状態のゆえに、ついに淫なる法（性交）をな  

すようになった。  

A27 ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、その時にかの生ける者たち  

は、淫なる法（性交）をしている者たちを目撃した。或る者たちは土くれを投げ  

つけ、或る者たちは灰を≪p・89≫投げ？け、或早着たちは牛糞を投げつけた。  

「滅びよ（いなくなれ）、積らわしい者！滅びよ、積らわしい者！」、「どうして  

生ける者が生ける者にこのようにふるまうのか」と。  

A28 この今の時代でも人々は、ある地方では［両親の家から夫の家に］連れ  

られてきた花嫁に対し、ある者たちは土くれを投げつけ、ある着たちは灰を投  

げつけ、ある者たちは牛糞を投げつける（注61）。［その場合、彼らは］かの古い、   

42  



昔から続く言葉を想起しているのであるが、しかもその意味を理解していか－。  

A29 ヴァーセッタ［とパーラドヴァージヤ］よ、その時には、非法とみなさ  

れたことが、この今の時代では［正しい］法とみなされている。  

A30 また、ヴァーセッタ［とパーラドヴァ－ジャ］よ、その当時、淫なる法  

（性行為）をなした生ける者たちは、一月の間あるいは二月の間、村や町に入る  

ことが出来なかった。  

A31ヴァーセッタよ、彼ら生ける者たちはその時期に、甚だしく非法（性行為）  

に琴濁したので、それ故にその非法を隠すために、彼らは家屋を作るようになっ  

た。  

A32 さて、ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、怠惰に生まれついた  

或る一人の生ける者はこう考えた、「ああ、一体どうして私は夕べには夕食のた  

めに、朝には朝食のために米（稲穂）を取ってきて（注62）、苦労しているのであろ  

う。夕食と朝食のため米を一度に取ってきたらどうだろう」と。そ土で、ヴァー  

セッタ［とパーラドヴァージャ］よ、■かの生ける者は、夕食と朝食のための米  

を一度に取ってきた。  

A33 時に、ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、他の生ける者がそめ  

生ける者のもとにやってきた。やって来て、その生ける者にこう言った－「さ  

あ、生ける者よ、米（稲穂）を取りに行こう」。「いや、たくさんだ、生ける者よ。  

私は夕食と朝食のための米を一度に取ってきているのだ」。そこで、ヴァーセッ  

タ［とパーラドヴァージャ］よ、その生ける者は、かの生ける者を見倣って、  

米を二日分一度に取ってきた。「なるほど、君、これはよい」。  

A34 時に、ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、他の生ける者がその  

生ける者のもとにやってきた。やって釆て、≪p．90≫その生ける者たこう言った  

－「さあ、生ける者よ、米を取りに行こう」。「いや、たくさんだ、生ける者よ。  

私は夕食と朝食のための米を二日分一度に取ってきているのだ」。そこで、  

ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、その生ける者は、かの生ける者を  

見倣って、米を四日分一度に取ってきた。「なるほど、君、これはよい」。  

A35 時に、ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、他の生ける者がその  

生ける者のもとにやってきた。やって釆て、その生ける者にこう言った⊥－ 「さ  
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あ、生ける者よ、米を取りに行こう」。「いや、たくさんだ、生ける者よ。私は  

夕食と朝食のための米を四日分一度に取ってきているのだ」。そこで、ヴァ∵  

セッタ［とパーラドヴァージヤ］よ、その生ける者は、かの生ける者を見倣っ  

て、米を八日分一度に取ってきた。「なるほど、君、これはよい」。  

A36 ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、彼ら生ける者たちが米を貯  

蔵して食べるようになったので、それ故に糠が［稲の］実を包み、叛殻が実を  

包むようになり、刈ったら再び成長しなくなり、［穂首の］刈り取られて無くなっ  

た跡が見られた。稲が林のように［群ごとに整然と］立ち並ぶようになった。  

A37 そこで、ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、彼ら生ける者たち  

は集会し、そして嘆いた。  

A38「おお君たち、不法が生ける者たちの間に現われた。なぜなら、私たちは  

かつて、 マナス（精神）から成る存在であり、歓喜を食べ、自ら光を放ち、空中  

を遊泳し、浄福な状態のままでずっとあり、悠久の時を過ごしていた。  

A39 長い時が経過したある時、その［時の］私たちのために、ラサーなる［液  

汁質の］地［の成分］が水のうえ一面に広がった。それ（ラサーなる地）は色［の  

美しさ］をそなえ、香り［の良さ］をそなえ、味［の良さ］をそなえていた。  

その私たちは、『ラサーなる地』を、両手で［ひと塊りに握って］団子にして食  

べるようになった。その私たちが両手で団子にして『ラサーなる地』を食して  

いるうちに、自ら［の体から］放つ光が消え失せてしまった。それが消え失せ  

ると、太陽と月が出現した。太陽と月が出現すると、星々（星座）、≪p．91≫星  

の睦めきが出現した。星々、星の蛙めきが出現すると、畳と夜が知られた。畳  

と夜が知られると、［暦の］月と半月が知られた。月と半月が知られると、季節  

と年が知られた。その私たちは、『ラサーなる地』を食べながら、それを食する  

者として、それを糧とする者として、長く久しい時を過ごした。その私たちに  

悪しき不善なる法が現われたので、『ラサーなる地』は消え失せてしまった。  

A40『ラサーなる地』が消え失せたとき、『地のバッパタカ』が出現した。そ  

れは色［の美しさ］をそなえ、香り［の良さ］をそなえ、昧［の良さ］をそな  

えていた。その私たちは、『地のバッパタカ』を食べながら、それを食する者と  

して、それを糧とする者として、長く久しい時を過ごした。その私たちに悪し   
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き不善なる法が現われたので、『地のバッパタカ』は消え失せてしまった。  

A41『地のバッパタカ』が消え失せたとき、バグー ラターが出現した。それは  

色［の美しさ］をそなえ、香り［の良さ］をそなえ、昧［の良さ］をそなえて  

いた。その私たちは、バグーラターを食べながら、それを食する者として、そ  

れを糧とする者として、長く久しい時を過ごした。その私たちに悪しき不善な  

る法が現われたので、バグー ラターは消え失せてしまった。  

A42 バグーラタ†が消え失せたとき、耕さずに実る稲が出現した。［それは］  

『糠がなく、粗殻がなく、浄らかで芳ばしく香る実をもつ』。もし夕べに夕食の  

ために取り去っても、朝には熟して再成長しており、またもし朝に朝食のため  

に取り去っても、夕べには熟して再成長していた。［穂首の］刈り取られて無く  

なった跡は見られなかった。そめ私たちは耕さずに実る米を食べながら、それ  

を食する者として、それを糧とする者として、長く久しい時を過ごしたこその  

私たちに悪しき不善なる法が現われたので、糠が［稲の］実を包み、籾殻が実  

を包むようになり、刈ったら再び生長しなくなり」［穂首の］刈り取られて無く  

なった跡が見られるようになった。≪p．92≫稲が林のように［群ごとに整然と］  

立ち並ぶようになった。  

A43 さあ私たちは、稲［田］を分割しようではないか。［稲田の］境界を設定  

しようではないか」。そこで、ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、彼ら  

生ける者たちは、稲［田］を分割し、境界を定めた。  

A44 さて、ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、欲望に駆られて絶え  

ず落ち着かない性質の或る一人の生ける者がいて、自分の分け前［の稲田］を  

守りながら、他の者の分け前［の稲田］から盗んで食べた。  

A45 彼らはその者を捕え、捕えてからこう言った。「生ける者よ、お前は悪を  

はたらいたな。自分の分け前を守りながら、他の者の分け前から盗んで食べる  

とは！生ける者よ、決して再びこのようなことをするな」。  

A46「君、わかった」と、ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、かの生  

ける者は彼ら生ける者たちに答えた。  

A47 しかし再度、ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、自分の分け前  

を守りながら、他の者の分け前から盗んで食べた。 彼らはその者を捕え、捕え  
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てからこう言った。「生ける者よ、お前は悪をはたらいたな。自分の分け前を守  

りながら、他の者の分け前から盗んで食べるとは！生ける者よ、決して再びこ  

のようなことをするな上  

A48 三たび、ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、かの生ける者は自  

分の分け前を守りながら、他の者の分け前から盗んで食べた。彼らはその者を  

捕え、捕えてからこう言った。「生ける者よ、お前は悪をはたらいたな。自分の  

分け前を守りながら、他の者の分け前から盗んで食べるとは！生ける者よ、決  

して再びこのようなことをするな」。  

A49［そういって］ある者たちは手で打ち、ある者たちは土の塊を投げ、ある  

者たちは杖でたたいた。  

A50 それ以来、実に、ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、盗むこと  

が知られ、［罪を］責めることが知られ、嘘をつくことが知られ、懲罰すること  

（杖を取ること）が知られた。  

A51そこで、ヴァーセッタ［とパーラドヴァTジャ］よ、彼ら生ける者たち  

は集会した。集会して、嘆いた。  

A52「おお皆さん、まさに悪しき法が生ける者たちの間に現われたのだ。盗む  

ことが知られ、［罪を］責めることが知られ、嘘をつくことが知られ、懲罰する  

ことが知られたのだから。  

A53 さあ、私たちは一人の生ける者を［最高者に］認定しようではないか。  

彼は私たちのために正しく非難されるべき者を非難してくれるであろう、正し  

く詰責されるべき者を詰責してくれるであろう、正しく追放されるべき者を追  

放してくれるであろう。一方私たちは彼に米の分け前を与えるであろう」。≪p．  

93≫  

A54 そこで、ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、彼ら生ける者たち  

は、彼らの中で最も美しく、最も見目かたちよく、最も端正で、最も偉大さを  

もつ生ける者のところに赴いて、こう言った。  

A55「さあ、生ける者よ、あなたは正しく非難されるべき者を非難してくださ  

い、正しく詰責されるべき者を謎責してください、正しく追放されるべき者を  

追放してください。一方私たちはあなたに米の分け前を与えるでありましょ   

46  



う」。  

A56「君たちよ、わかった、そうしよう」と、ヴァーセッタ［とパーラドヴァー  

ジャ］よ、かの生ける者は彼ら生ける者たちに同意し、正しく非難されるべき  

者を非難し、正しく謎責されるべき者を詰責し、正しく・放適されるべき者を放  

逐した。一方、彼らはその者に米の分け前を与えた。  

A57 ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、『大衆によって［最高者た］  

認定された者（マハージャナ・サンマタ）』という革昧から、［王の名称である］『セ  

ハー・ サンマタ』、『マハー・サンマタ』七いう第一番目の言葉が生じた。  

A58 ヴァーセッタ［とパーラドゥァ－ジャ］よ、『田の主（ケッターナン・パティ）』  

という意味から、［王の名称である］『かソティヤ』（クシャトリヤ）、『かソティヤ』  

という第二番目の言葉が生じた。  

A59 ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、『法によって他を喜ばせる（ラ  

ンジェーテイ）』という意味から、［王の名称である］『ラージャー』（王）、『ラー  

ジャー』という第三番目の言葉が生－じた。  

A60 したがって、ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、古い、書から  

続く言葉をともなう、このかソティヤ（クシ・ヤトリヤ）の社会的集団の成り立ち  

は、このようなものであった。［これは］それらの［カッティヤの］生ける者た  

ちの［成り立ち］なのであって、他の者たちの［成り立ち］なのではない。ま  

た［彼らと］同等の者の［成り立ち］なのであって、同等でか－者の［嵐り立  

ち］なのではをい。また法にもとづいた［成り立ち］－なのであって、非法にも  

とづいた［成り立ち］なのではない。なぜなら、ヴァーセッタ［とパーラドヴァー  

ジャ］よ、法が、現世と来世とにわたって、この人々の間で最高のものである  

からである。  

A61さて、ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、かの生ける者たちの  

ある者たちはこう考えた。「君、まさに、■悪しき法が生ける者の間に現われた。  

盗むことが知られ、［罪を］責めることか知られ、嘘をつくことが知られ、懲罰  

する土とが知られたのだから。私たちは悪しき不善なる法を追い出そうではな  

いか」。彼らは悪しき不善なる法を追い出した。≪p．94≫ヴァーセッタ［とパー  

ラドヴァ⊥ジャ］よ、『悪しき不善なる法を追い出す（バーへンテイ）』という意  
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味から、［バラモンの名称である］『ブラーフマナ』、『ブラーフマナ』という第  

一番目の言葉が生じた。  

A62 彼らは森林の地に木葉の小屋を作って、木葉の小屋で瞑想した。木炭な  

く、煙なく、杵は下に置かれた（注63）。夕べには夕食のために、朝には朝食のため  

に、食物を求めて村・市場町・王都にやってきた。彼らは食物を得てから、再  

び森林の地における木葉の小屋で瞑想した。人々はこれを見て次のように言つ  

た－「君、この生ける者たちは森林の地に木葉の小屋を作って、木葉の小屋  

で瞑想する。木炭なく、煙なく、杵は下に置かれた。夕べには夕食のために、  

朝には朝食のために、食物を求めて村・市場町・′王都にやって来る。彼らは食  

物を得てから、再び森林の地において木葉の小屋で瞑想する」と。ヴァーセッ  

タ［とパーラドヴァージャ］よ、『瞑想する（ジャーヤンテイ）』という意味から、  

［バラモン 

いう第二番目の言葉が生じた。  

A63 ヴァーセッタ［とパーラドヴァージヤ］よ、彼ら生ける者たちのある着  

たちは、森林の地にある木葉の小屋で瞑琴を行うことができなくなり、村の付  

近や市場町の付近にやって釆て、［聖なるヴェーダの］諸文献を作りながら住ん  

だ。人々はこれを見て次のように言った。「君、この者たちは、森林の地にある  

木葉の小犀で瞑想を行うことができなくなり、村の付近や市場町の付近にやっ  

て釆て、［聖なる］諸文献を作りながら住んでいる。今やこの者たちは瞑想しな  

い」と。ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、『今やこの者たちは瞑想を  

しない（ナ・ジャーヤンテイ）』という意味から、［バラモンの名称である］『アッ  

ジャーヤカ』（ヴェーダを学習する者）、『アッジャーヤカ』という第三番目の言葉が  

生じた。  

A64 ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、その時には、劣っている［集  

団］とみなされたものが＼この今の時代では最高の［集団］とみなされている。  

A65 したがって、 ヴァーセッタ［とバ⊥ラドヴァージャ］よ、古い、苦から  

続く言葉をともなう、このバラモンの社会的集団の成り立ちは、このようなも  

のであった。≪p．95≫［これは］それらの［バラモン族の］生ける着たちの［硬  

り立ち］なのであって、他の着たちの［成り立ち］なのではない。また［彼ら   
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と］同等の者の［成り立ち］なのであって、同等でない者の［成り立ち］なの  

ではない。また法にもとづいた［成り立ち］なのであって、非法にもとづいた  

［成り立ち］なのではない。なぜなら、ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］  

よ、法が、現世と来世とにわたって、この人々の間で最高のものであるからで  

ある。  

A66 さて、ヴァーセッタよ、彼ら生ける者たちのある者たちは、淫法（夫婦生  

活）を受持し、あらゆるさまざまの（ヴイツス）（注64）仕事に従事した。ヴァーセッ  

タよ、『淫法（夫婦生活）を受持し、あらゆるさまざまの（ヴイツス）仕事に従事  

する』と†－う［表現］という意味から、［ヴァイシャ階級の名称である］『ヴェッ  

サ』、『ヴェッサ』という言葉が生じた。  

A67 したがって、ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、古い、苦から  

続く言葉をともなう、このヴェッサ（ヴァイシャ）の社会的集団の成り立ちは、  

このようなものであった。［これは］それらの［ヴァイシャ族の］生ける者たち  

の［成り立ち］なのであって、他の者たちの［成り立ち］なのではない。また  

［彼らと］同等の者の［成り立ち］なのであって、同等でない者の［成り立ち］  

なのではない。また法にもとづいた［成り立ち］なのであって、非法にもとづ  

いた［成り立ち］なのではない。なぜなら、ヴァーセッタ［とパーラドヴァー  

ジャ］よ、法が、現世と来世とにわたって、この人々の間で最高のものである  

からである。  

A68 さて、ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、かの生ける者たちの  

中で残りの者たちは、おそろしい残忍な仕業（狩猟あるいは死刑執行人の仕事）を有  

した。ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、『おそろしい残忍な仕業を有  

するもの（ルッダーチャーラ）』、『卑しい仕業を有するもの（クッダーチャーラ）』と  

いう意味から、［シェードラ階級の名前である］『スッダ』、『スッダ』という言  

葉が生じた。  

A69 したがって、ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、古い、昔から  

続く言葉をともなう、このスッダ（シェードラ）の社会的集団の成り立ちは、こ  

のようなものであった。［これは］それらの［シェードラ族の］生ける者たちの  

［成り立ち］なのであって、他の者たちの［成り立ち］なのではない。また［彼  
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らと］同等の者の［成り立ち］なのであって、同等でか－者の［成り立ち］な  

のではない。また法にもとづいた［成り立ち］なのであって、非法にもとづい  

た［成り立ち］なのではか－。なぜなら、ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］  

よ、法やゞ、現世と来世とにわたって、この人々の間で最高のものであるからで  

ある。  

A70 さて、ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、ある時から、カッティ  

ヤ（クシャトリヤ）の者でも自分たちの法（社会におけるあり方）を批判し、家を出  

て家がない生活へ入る（出家する）ようになった、「沙門になろう」と。ブラーフ  

マナ（バラモン）の者でも自分たちの法を批判し、家を出て家がない生活へ入る  

ようになった、「沙門になろう」と。ヴェッサ（ヴァイシャ）の着でも自分たちの  

法を批判し、≪p．96≫家を出て家がない生活へ入るようになった、「沙門になろ  

う」と。スッダ（シェードラ）の者でも自分たちの法を批判して、家を出て家が  

ない生活へ入るようになった、「沙門になろう」と。ヴァーセッタ［とパーラド  

ヴァージャ］よ、これら四つの集団（階級）から沙門の集団（僧団）が成り立っ  

た。  

A71 

て、他の着たちの［成り立ち］なのではない。また［彼らと］同等の者の［成  

り立ち］なのであって、同等でない者の［成り立ち］なのではか－。また法に  

もとづいた［成り立ち］なのであって、非法にもとづいた［成り立ち］なので  

はない。なぜなら、ヴァーセッタ［とパーラドヴァージャ］よ、法が、現世と  

来世とにわたって、この人々の間で最高のものであるからである。  

L 墳子正量部の聖典伝承『ローカ・パンニヤツテイ』  

Ll その時三十三天・四大王天・ヤーマ天の領域の神々が生じる。  

L2 或る生ける者たちは寿命が尽きたため、福徳が尽きキために、それら［の  

神々の諸世界］から死んで［別の生古手］移行し、この世（地上世界）にやって来  

る。  

L3 彼らはここにおいて、歓喜を食べ、歓喜を糧とし、マナス（精神）から成  

る存在であり、自ら光を放ち、空中を遊泳し、安楽な状態のままでずっとあり   
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つづける。  

L4 その時に、太陽も月も世界に［未だ］知られなかった。星々（星座）も、  

畳も夜も、［暦の］月も半月も．、季節も年も知られなかった。母も知られず、父  

も知られず、兄弟、姉妹、息子も知られず、娘も、妻も、女奴隷も男奴隷も知  

られなかった。完全な自由なる状態［があり］、実にそれのみを生ける者たちは  

享受した。［彼らは］「生ける者」という名［だけ］を有した。  

L5［雨によってもたらされ、地上世界を浸した］かの水は尽き、消滅するに  

到った。［大地が］割かれた状態であるところには、大海が、［水に］満たされ  

たり［水を］注ぎ出したりしながら（満潮や干潮の時にも？）、あり続けた。また河  

口が成立した。  

L6 水を有するそれらのところで、ラサという名前をもつ地が佃65）初めて出  

来た。それ（地、女性名詞）は香り［の良さ］をそなえ、色［の美しさ］をそな  

え、味［の良さ］をそなえていた。まるで純粋な蜜のような、そのような味わ  

いを有していた。  

L7 快い香りが立ち昇った。彼ら生ける者たちはその香りを喚いで、『地のラ  

サ』（pathavi－raSa）を味わった。  

L8 或る一人の生ける者はその『ラサなる地』（rasa－pathav†）を指先でとって  

味わってみて、［それから］食べた。再び彼はそれを団子にしながら、一口分の  

大きさにしながら、食べるようになった。  

L9［他の］彼ら生ける者たちは、その一人の生ける者が、≪p．205≫香り［の  

良さ］をそなえ、色［の美しさ］をそなえ、味［の良さ］をそなえていて、ま  

るで純粋な蜜のような、そのような味わいを有している『ラサなる地』を、団  

子にしながら、一口分の大きさにしながら、食べているのを見た。［彼らは］見  

て、その者を見たとおりに模倣した。それらの生ける者たちも、その『ラサな  

る地』を、団子にしながら、一口分の大きさにしながら、食べるようになった。  

LlO 彼ら生ける者たちは、香り［の良さ］をそなえ、色［の美しさ］をそな  

え、味［の良さ］をそなえていて、まるで純粋な蜜のような、そのような味わ  

いを有している、その『ラサなる地』を、団子にしながら、一口分の大きさに  

しながら、食するようになったので、それ故に、［次第に］彼らの身体は堅粗な  
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ものとなった。［彼らは］以前のように空中を行くことが出来なくなった。かの  

［身体から放つ］光、容色（肌の色）の輝いて美しい様子が彼らから消えてしま  

い、閤と暗黒が彼らに現れた。  

Lll しかし、このことは常法であるが、閤と暗黒が現れると同時に、月と太  

陽が世界に現れるのである。月と太陽が世界に出現してから、星々（星座）が知  

られた（現れた）。星々が知られると、畳と夜が知られた。畳と夜が知られると、  

［暦の］月と半月も知られた。月と半月が知られると、季節と年が知られた。  

L12 ここまで（このような状態まで）、世界が［成劫の間に］展開し終わった。  

ここまで（この時点まで）、六十小劫が経過した（注66）。  

L13 彼ら生ける着たちはそれ（ラサ）を食する者として、それを糧とする者と  

して、長い時を過ごした。彼ら生ける者たちがそれを食する者として、それを  

糧とする者として、長い時を過ごしているうちに、［生ける着たちの間で］より  

多くその食物を食べた生ける者たちは、より劣った容色（肌の色）、より劣った  

偉大さ、より劣った神通力、より劣った神的な力をもつようになった。より少  

なくその食物を食べた生ける着たちは、［多く食べた者たちと比べて］より美し  

い容色（肌の色）、より勝れた偉大さ、より大きな神通力、より大きな神的な力  

をもつようになった。このようにして、容色の（美醜の）違いが世に現れた。  

L14 容色の違いが世に現れた後、美しい容色の者は醜い容色の者を蔑んだ、  

「私はあなたよりも美しい容色（肌の色）をもつ。あなたは私よりも醜い」と。  

このようにして、悪しき不善なる法が世に現れた。悪しき不善なる法が世に出  

現したので、容色への倣りを性質として有した≪p．206≫彼らから、香り［の良  

さ］をそなえ、色［の美しさ］をそなえ、味［の良さ］をそなえていて、まる  

で純粋な蜜のような、そのような味わいを有している、その『ラサなる地』が、  

消え失せてしまった。  

L15 彼ら生けるものたちは集まり、寄りあって、悲しみ、悲嘆し、うち嘆い  

た。「ああ、君、悪しき不善なる法が世界に現れた。悪しき不善なる法が世に出  

現したので、容色（肌の色）への倣りを性質として有した私たちから、香り［の  

良さ］をそなえ、色［の美しさ］をそなえ、昧［の良さ］をそなえていて、ま  

るで純粋な蜜のような、そのような味わいを有している、その『ラサなる地』   
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が、消え失せてしまった」と。  

Ll 

わうと、「おお、美味が（ラサ）［ある］！」と嘆声を発するのである。昔のその  

『地のラサ』（pathavi－raSa）を嘆いているのに、その［時に］言われることの意  

味を［今の人々は］知らない。  

L17 彼ら生ける者たちから『ラサなる地』が消えてしまったので、それ故に、  

彼らに、香り［の良さ］をそなえ、色［の美しさ］をそなえ、昧［の良さ］を  

そなえていて、まるで純粋な蜜のような、そのような味わいを有している、『地  

のバッパタカ』カさ現れた（注67）。  

L18 それを彼らは食べるようになった。彼ら生ける者たちはそれを食する者  

として、それを糧とする者として、長い時を過ごした。彼ら生ける者たちがそ  

れを食する者として、それを糧とする者として、長い時を過ごしているうちに、  

［生ける者たちの間で］より多くその食物を食べた生ける者たちは、より劣っ  

た容色（肌の色）、より劣った偉大さ、より劣った神通力、より劣った神的な力  

をもつようになった。より少なくその食物を食べた生ける者たちは、［多く食べ  

た者たちと比べて］より美しい容色（肌の色）、より勝れた偉大さ、より大きな  

神通力、より大きな神的な力をもつようになった。このようにして、容色の（美  

醜の）違いが世に現れた。容色の違いが世に現れた後、美しい容色の者は醜い容  

色の者を蔑んだ、「私はあなたよりも美しい容色をもつ。あなたは私よりも醜い」  

と。このようにして、悪しき不善なる法が世に現れた。  

L19 悪しき不善なる法が世に出現したので、容色（肌の色）への倣りを性質と  

して有した悪しき彼らから、その『地のバッパタカ』が、消え失せてしまっ  

た（注68） 

L20 彼ら生けるものたちは集まり、寄りあって、悲しみ、悲嘆し、うち嘆い  

た。「ああ、君、悪しき不善なる法が世界に現れた。悪しき≪p．207≫不善なる  

法が世に出現したので、容色（肌の色）への倣りを性質として有した私たちから、  

香り［の良さ］をそなえ、色［の美しさ］をそなえ、味［の良さ］をそなえて  

いて、まるで純粋な蜜のような、そのような味わいを有している、あの『ラサ  

なる地』が、消え失せてしまった。［そして］私たちに有った『地のバッパタカ』  
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が、消え失せてしまった」と。  

L21彼ら生ける者たちから『地のバッパタカ』が消えてしまったので、それ  

故に彼らに、香り［の良さ］をそなえ、色［の美しさ］をそなえ、味［の良さ］  

をそなえていて、まるで純粋な蜜のような、そのような味わいを有している、  

『パダー ラター［という］蔓草』（pad豆1at豆－Valli）が現れた。  

L22 それを彼らは食べるようになった。彼ら生ける着たちはそれを食する者  

として、それを糧とする者として、長い時を過ごした。彼ら生ける者たちがそ  

れを食する者として、それを糧とする者として、長い時を過ごしているうちに、  

［生ける着たちの間で］より多くその食物を食べた生ける者たちは、より劣っ  

た容色（肌の色）、より劣った偉大さ、より劣った神通力、より劣った神的な力  

をもつようになった。より少なくその食物を食べた生ける者たちは、［多く食べ  

た者たちと比べて］より美しい容色（肌の色）、より勝れた偉大さ、より大きな  

神通力、より大きな神的な力をもつようになった。このようにして、容色の（美  

醜の）違いが世に現れた。容色の違いが世に現れた後、美しい容色の者は醜い容  

色の者を蔑んだ、「私はあなたよりも美しい容色をもつ。あなたは私よりも醜い」  

と。このようにして、悪しき不善なる法が世に現れた。  

L23 悪しき不善なる法が世に出現したので、容色（肌の色）への倣りを性質と  

して有した悪しき彼らから、その『バグーラター［という］蔓草』が、消え失  

せてしまった。  

L24 彼ら生けるものたちは集まり、寄りあって、悲しみ、悲嘆し、うち嘆い  

た。「ああ、君、悪しき不善なる法が世界に現れた。悪しき不善なる法が世に出  

現したので、容色（肌の色）への倣りを性質として有した私たちから、あの『ラ  

サなる地』が、消え失せてしまった。［そして］私たちに有った『地のバッパタ  

カ』が、消え失せてしまった。［さらに］私たちに有った、香り［の良さ］をそ  

なえ、色［の美しさ］をそなえ、味［の良さ］をそなえていて、まるで純粋な  

蜜のような、そのような味わいを有している、『バグー ラター［という］蔓草』  

も消えてしまった」と。これについて、この今の時代でも、≪p．208≫ある苦の  

出来事に襲われると、生ける者たちは次のように、嘆声（ウダーナ）を発する。  

「ヴァタ（なんと）、それは我らのものだったのに！ヴァタ、それは我らから失   
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われてしまった！」と。昔のその『バグーラターなる蔓草』を嘆いているのに、  

その［時に］言われることの意味を［人々は］理解してない。  

L25 彼ら生ける者たちから『バグーラターなる蔓草』が消えてしまったので、  

それ故に彼らに、香り［の良さ］をそなえ、色［の美しさ］をそなえ、味［の  

良さ］をそなえていて、まるで純粋な蜜のような、そのような味わいを有して  

いる、 申し分のない、糠がなく、籾殻がない実をもつ稲が現れた。  

L26 それを彼らは食べるようになった。彼ら生ける者たちにおいて、その粗  

大な［物質から成る］食事のせいで、女には女の性的特徴が現れ、男には男の  

性的特徴が現れた。  

L27 それら生ける着たちに出現したその女の性的特徴を［初めて］見た着た  

ちは、次のように語った、「ああ！君、生ける者が堕落してしまった！」と（注69）。  

L28 これについて、この今の時代においても、御婦人方には、古いいいった  

えによって、『堕落した生ける者』という名称があるのである。  

L29 彼ら生ける者たちにおいて、女には女の性的特徴が現れ、男には男の性  

的特徴が現れたので、それ故彼らのために『如意樹［から生じた］衣』が［世  

界に］出現した、その［体の］外形における隠し所を覆い隠すために（注70）。  

L30 女は男を［長く］みつめた。また男は女を［長く］みつめた。みつめあっ  

ている彼らに欲情が生じた。  

L31欲情における［渇望の］火によって焼かれつつある者たちは、交合をな  

した。  

L32 生ける者たちは、或る生ける者と交合している或る生ける者を目撃した。  

彼らはこの思った、「この者はこの者（女）を［乱暴して］害するのではないか  

と。彼らはこう思った、「ああ、なんてひどい奴だ、［この］生ける者は！［人  

の］なしてはならないことをする！「体なぜ、生ける者が生ける者を害そうと  

するのか！」と。［彼らは］その［生ける者］に木片を投げつけた。土の塊を投  

げつけた。  

L33 他の或る者たちは言った、「非難すべきだ！阻止すべきだ！（ガラへ－ヤー  

タ、ヴァーレーヤータ）」と。その言葉が生じた。  

L34 これについて、この今の時代でも、連れられてきた花嫁にたいし、木片  
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が投げられるのである。  

L35 欲情が［婚姻の風習の原因として］存在する。≪p．209≫このようにして、  

古代の人々にとって非法と見なされていたことや、なしてはならないことと見  

なされていたこと、それがこの今の時代においては［正しい］法と見なされ、  

なすべきことと見なされている。このようなかたちで、無知に陥った者たちは、  

迷妄を有している。  

L36 生ける者たちは、或る生ける者と交合している或る生ける者を目撃した。 1  

彼ら生ける者は、その者たちを法として同意された［提］に従って、告めて、  

追放した。そこ［の共同体］において、その［追放された］者は一箇月の間姿  

を見せず、二箇月の間姿を見せない。  

L37 女は男に語った、「これはあなたが［妻として］見つけた女（ヴイツター）  

だ」。男は女に語った、「これはあなたが［夫として］見つけた男（ヴイツトー）  

だ」。それ以来、「結婚した女（ヴイツター）」、「結婚した男（ヴイツトー）」という  

言葉が生じた。  

L38 その不法（性行為）によって恥じ入らされた彼ら生ける者たちは、密林に  

まで入りこんだ。叢林にまで入り込んだ。河のために通行不能の場所にまで入  

り込んだ。彼らは密林などに入り込んで、それらの場所で、その不法（性行為）  

に耽ったのだった。その生ける者たちは今や甚だしく不正なる法（性行為）にな  

すにいたったため、それ故に彼らにおいて不正なる法が知られた（周知のものと  

なった）。この不正なる法（性行為）に耽るために、この者たちは、不正なる法の  

ゆえに、家（ゲーハ）を作った（注71）。こうして家（ゲーハ）という言葉が生じた。  

L39 かの生ける者たちは、香り［の良さ］をそなえ、色［の美しさ］をそな  

え、味［の良さ］をそなえていて、まるで純粋な蜜のような、そのような味わ  

いを有している、耕作が不要な、申し分のない、糠がなく、粗殻がない実をも  

56  つその稲を、夕べには夕食として取りに行き、朝には朝食として取りに行った。  

L40 夕べに彼らは［米（稲穂）を］取り去ったが、［翌］朝にはそれは熟した  

実となって再び成長していた。朝食のために朝に彼らは［米を］取り去ったが、  

［夕べには］夕食のためにそれは熟した実となって再び成長していた。刈られ  

たものは再び成長するので、［穂首の］刈り取られて無くなった跡は見られな   



かった。  

L41或る一人の生ける者はこう考えた、「一体どうして私は夕べには夕食のた  

め、朝には朝食のために、米（稲穂）を取るために出かけて行かなければならな  

いのか。夕食と朝食の米を一度に≪p．210≫取ってきたらどうだろう」。彼は夕  

食と朝食のため一度に米を取ってきた。他の生ける者たちがその生ける者に  

言った。「さあ、生ける者よ、米（稲嘩）を取りに行こう」。その生ける者は言っ  

たb「私は夕食と朝食の米を一度にもってきた。あなた方にとって［出かける］  

時間だと思うなら［さあ、お行きなさい］（さようなら）」。  

L42 それらの生ける者たちはこう考えた。「君、この生ける者はうまいことを  

やったものだ。この者が一度に夕食と朝食の米を取ったのだから、私たちは一  

度に二日分、三日分、米を取ることにしようではないか」。彼らは二日分、三日  

分米を取ってきた。他の生ける者たちがその生ける者たちに言った。・「さあ、生  

ける着たち、米を取りに行こう」。彼らは言った。「私たちは一度に二日分、 三  

日分、米をもってきた。あなた方にとって［出かける］時間だと思うなら［さ  

あ、お行きなさい］（さようなら）」。他の生ける者たちは言った。「さあ、生ける  

着たち、米を取りに行こう」。  

L43 中略。彼らは言った。「私たちは一度に五日分、六日分、米をもっ・てきた。  

あなた方にとって［出かける］時間だと思うなら［さあ、行きなさい、］（さよう  

なら）」。  

L44 それらの生ける者たちはこう考えた。「君、この生ける者たちはうまいこ  

とをやったものだ。この者たちが一度に五日分、六日分、米を取ったのだから、  

私たちは一度に半月分、一月分、米を取ることにしようではないか」。彼らは半  

月分、一月分、米を取ってきた。  

L45 かの生ける者たちが、香り［の良さ］をそなえ、色［の美しさ］をそな  

え、昧［の良さ］をそなえていて、まるで純粋な蜜のような、そのような味わ  

いを有している、耕作が不要な、申し分のない、糠がなく、 粗殻がない実をも  

つその稲を、このように貯蔵しながら食べるようになったために、それ放それ  

は糠をもち籾殻に包まれ、刈られても再び成長しなかった。［穂首の］刈り取ら  

れて無くなった跡が［消えぬままに］見られた。  
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L46 彼ら生けるものたちは集まり、寄りあって、悲しみ、≪p．211≫悲嘆し、  

うち嘆き’、胸を叩き、泣き、取り乱した状態に陥づた。  

L47「ああ、悪しき不善なる法が世界に現れた。悪しき不善なる法が世に出現  

したので、容色（肌の色）への倣りを性質として有した私たちから、香り［の良  

さ］をそなえ、色・［の美しさ］をそなえ、味［の良さ］をそなえていて、まる  

で純粋な蜜のような、そのような味わいを有している、あの『地なるラサ「』  

（Mss．pathavfras豆）が、『地のバッバタカ』が、『バグー ラター［という］蔓草』  

が消え失せてしまった。  

L48 香り［の良さ］をそなえ、色［の美しさ］をそなえ、味・［の良さ］をそ  

なえてい稲が私たちにあったが、それも、籾殻によって包まれ刈っても刈って  

も再び成長しなくなった。［穂首の］刈り取られて無くなった跡が見られた。稲  

が稲が林のように［群ごとに整然と］あるようになった。  

L49．さて私たちは稲［田］を分割しようではないか。［稲田の］境界を設定し  

ようではないか。私たちは［自分に境界内に］稲のある限り、好きなだけ取っ  

て食べることができる」と。彼ら生ける者は稲を分け、彼らの領分、境界を設  

定した。  

Lち0［その後］いっそうひどい非道徳的な行いが［彼らに］生じるに従って、  

彼らから、かの『如意樹［から生じた］衣』が消えてしまった。  

L51彼らは［如意樹から生じた］美衣を（注72）取って、山々に植えた。すると、  

綿（かソパーサー）が生えた（注73）。彼らに如意樹（カッパ）への願望（アーサー）が  

増大した。［そこで］綿（かソパーサー）という言葉が生じた。  

L52 或る一人の生ける者が、自分の田に稲がありながら、他人の田で稲を盗  

んだ。  

L53 生ける者たちは、その生ける者が自分の田に稲がありながら他人の由で  

58  稲を盗んでいるのを見た。見つけて、彼にこう言った、「ああ、なんてひどい奴  

だ、［この］生ける者は！［人の］なしてはならないことをする！どうして、自  

分の田に稲がありながら、他人の田で稲を盗もうとするのか？おい、生ける者  

よ！」と。  

L54 かの生ける者は、それらの生ける者たちに手で打たれたのに、再び、自   



分の田に稲がありながら、他人の田で稲を盗んだ。［同様に］三度目も。  

L55 彼ら生ける者たちは、その生ける者が≪p．212≫自分の田に稲がありなが  

ら他人の田で稲を盗んでいるのを見た。見つけて、彼を手で、拳骨で打ちすえ、  

土の塊を投げつけ、棒で叩き、［地に］ころげ回らせた。「この生ける者は［人  

の］なしてはならないことをする！どうして、自分の田に稲をもちながら、他  

人の田で稲を盗もうとするのか？」  

L56 彼は言った。「こいつらは［私を］手で、拳骨で打ちすえ、土の塊を投げ  

つけ、棒で叩き、［地に］ころげ回らせた」と。  

L57 彼ら生けるものたちは集まり、寄りあって、悲しみ、悲嘆し 、うち嘆き、  

胸を叩き、泣き、取り乱した状態に陥った。  

L58「ああ、・所有財とは悪しきものだ！非法を行う者たちによって世界に盗み  

が知られた。手で打つこと、土の塊を投げつけること、［苦しんで地を］ころげ  

回ることが知られた。  

L59 さあ、私たちは一人の［すべての］田の支配者を認定しようではないか。  

彼は私たちのために正しく非難されるべき者を非難してくれるであろう、正し  

く詰責されるべき者を詰責してくれるであろう、正しく追放されるべき者を追  

放してくれるであろう。私たちは［それぞれ］自分の田から稲を収穫しよう。  

そして彼に［収穫から］ある程度の分量を与えることにしよう」。  

L60 そこで、彼ら生ける者たちは、彼ら生ける者たちの中で最高の生ける者  

のもとに行った。彼は最も長寿であり、最も美しい容色（肌の色）、最も勝れた  

偉大さ、最も大きな神通力、最も大きな神的な力をもっていた。行って、こう  

言った。  

L61「今日より以後、尊いお顔のお方よ、あなたは私たちのために［すべての］  

田の支配者になって下さい。あなたは私たちのために正しく非難されるべき者  

を非難してください。正しく詰責されるべき者を詰責してください。正しく追  59  

放されるべき者を追放してください。私たちは［それぞれ］自分の田から稲を  

収穫しましょう。そしてあなたに［収穫から］ある程度の分量を与え≡ることに  

しましょう」。  

L62 彼は「そうしよう」と彼らに同意し、正しく（サンマー）非難されるべき   
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者を非難し、正しく（サンマー）詰責されるべき者を詰責し、正しく（サンマー）  

追放されるべき者を追放した。  

L63 こうして『最高権力者（サンマー）』（注74）［という意味から王の名称である］  

『最高権力者（サンマー）』という言葉が生じた。  

L64 彼は書き法話によって、会衆を喜ばせること（ランジェートゥム）が出来た。  

そこで『ラージャー』（王）という言葉が生じた。  

L65『大衆′二（マハージャナ）によって［最高者に］認定された者（サンマタ）』、と  

いう意味から、『マハーサンマタ』という言葉が生じた。  

L66『田の支配者（ケッターナン・アデイパティ）』という意味から、≪p．213≫『かソ  

ティヤ』（クシャトリヤ）という言葉が生じた。  

L67 この最初の［ヴァルナである］カッティヤ（クシャトリヤ）・の社会的集団  

の串り立ちはこのようなものであった。それは昔から続く、古い法にもとづい  

ているのであり、非法にもとづいてし－るのではない。まさしくそれらの生ける  

者たちの［成り立ち］なのであって、［他の者たちの［成り立ち］をのではない］。  

法こそが人々にとって、最膠なるものである。  

L68‘別の或る生ける者たちはこう考えた、「ああ、所有財とは悪しきものだ！  

財産財を理由とする者たちによって、世界に盗みが知られた（現われた）。手で打  

つことも、土の塊を投げつけることも、［苦しんで地を］ころげ回ることも、非  

難することも、詰責することも知られた。私たちは所有財を捨て、所有財を追  

い出して、森において木葉の小屋に住もうではないか」。そしてそれらの生ける  

者たちは所有物を捨て、所有物を追い出して、森において木葉の小屋に住んだ。  

彼らは夕べには夕食のために村の付近にやってきた。朝には朝食のために村の  

付近にやってきた。その［村の］人々は［それらの着たちを］とても尊敬に催  

する者と見なした、「これらの生ける者たちは苦行をなし、かの所有物を捨て、  

60  所有物を追い出して、森において、木葉の小屋に住んでいる」と。  

L69 別の或る生ける者たちは、［林］模する者たちの、その精神集中（注75）、隠  

遁生活を見て（知って）いるのに、［それらを］達成できなくなって、薬草や聖  

典の文句を所有した。そこで［バラモン族の名称である］『ブラーフマナ』（バラ  

モン）という言葉が生じた（注76）。   



L70 彼らは精神集中、隠遁生活を見て（知って）いるのに、［それらを］達成  

できなくなって、瞑想しない（アッジャーヤンテイ）。そこで［バラモン族の名称  

である］『アッジャーヤカ』（ヴェーダを学習する者）という言葉が生じた。  

L71村の付近に（ガーマンテー）やってきたバラモンたちはこのような次第で、  

語られている聖典の文句を［ヴェーダ聖典として］作った。そこで『住民たち』  

（ガーマー）という言葉が生じた（注77）。  

L72 この第二の［ヴァルナである］バラモンの社会的集団の成り立ちはこの  

ようなものであった。それは苦から続く、古い法にもとづいているのであり、  

非法にもとづいているのではない。まさしくそれらの生ける者たちの［成り立  

ち］なのであって、他の者たちの［成り立ち］なのではか－。法こそが人々に  

とって、最勝なるものである。  

L73 また別の或る生ける者たちはあらゆるさまざまな（ヴイス）労働に（注78）従  

事するようになった。そこで［ヴァイシャ族（商業・農業従事者）の名称である］  

『ヴュッサ』という言葉が生じた。  

L74 この第三の［ヴァルナである］≪p．214≫ヴェッサ（ヴァイシャ）の社会的  

集団の成り立ちはこのようなものであった。それは昔から続く、古い法にもと  

づいているのであり、非法にもとづいているのではない。まさしくそれらの生  

ける者たちの［成り立ち］なのであって、他の者たちの［成り立ち］なのでは  

ない。法こそが人々にとって、最膠なるものである。  

L75 その時、［人々は］強盗（チョーラ）を『チャンダ』（凶悪な者）と呼んだ（注79）。  

或る『チャンダ』たる生ける者が、［多くの］『チャンダ』たちを［部下に］従  

えて、村に入った。［村の］或る生ける者たちは言った。「さあ、『チャンダ』た  

ちよ、ここから出て行け」。［村の］或る生ける者たちは言った。「私たちにとっ  

て『チャンダ』たちはうんざりだ」。彼ら［村人］は彼ら［『チャンダ』たち］  

の生命を奪った。彼らが他の村へ行った時、［他の村の人々は］語った。「さあ、  

『チャンダ』たちはどこへいったのか」。「私たちにとって『チャンダ』たちは  

うんざりだ。私たちは『チャンダ』たちを殺した」。彼ら［他の村の人々］は彼  

らに言った。「ああ、なんてひどい奴だ、［この］生ける者たちは！［人の］な  

してはならないことをする！どうして生ける者でありながら、生ける者たちの  
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生命を奪うのか」。彼らはこう思った、「ああ、君、彼らは［大きな罪を］なし  

てしまった」。［その時に］彼らが「私たちにとって『チャンダ』たちはうんざ  

りだ、私たちは『チャンダ』たちを殺した」と語ったので、そこから、『チャン  

ダを殺す者』（注80）という言葉が生じた。［彼らがチャンダーラ（『チャンダ殺し』）で  

ある。］  

L76 彼らのためにその時、別の食物（apara－annarP）が出現した。［すなわち］  

ムッガ隠元豆、マーサ空豆、ニッパーヴァ豆（注81）、 胡麻、クラッタ空豆である。  

L77 彼らが有するその稲は、香り［の良さ］をそなえ、色［の美しさ］をそ  

なえ、味［の良さ］をそなえていて、まるで純粋な蜜のような、そのような味  

わいを有している、耕作が不要な、申し分のない、糠がなく、粗殻がない実を  

もつものであった。［しかし］昔、［その稲が］糠をもち粗殻に包まれたので、  

そこでムッガ隠元豆を混ぜたものを彼らは食べるようになった。‥・（意味不  

明）。彼らは「君、今日はこれを別の箱（サムッガ）で食べよう」と語った。そこ  

で、『ムッガ』という言葉が生じた。  

L78 マーサ空豆を混ぜたものを食べるようになると、彼らの腹が重たくなっ  

た。＝彼らは「食べるな（マー・アシッタ）、≪p．215≫食べるな」と語った。そこで、  

『マーサ』という言葉が生じた。  

L79 彼らは残余をつぶした後で、水の瓶の中に置いた。それを［人々が］焦  

がして、スラー酒が生じた。渇して、疲れて、のどが渇いた或る一人の生ける  

者が、［それを］取って、飲んで、神（スラ）の如く進んで、叫び声をあげた。  

そこで、『スラー』という言葉が生じた。  

L80 ニッパーヴァ豆を混ぜたものを食べるようになった彼らは語った、「巽で  

煽いで選り分けよ（ニッパヴァタ）」と。そこで、『ニッパーヴァ』という言葉が  

生じた。  

L81その時、胡麻の一握りの盗難‥・（意味不明）。そこで、『ティラ』（胡麻）  

という言葉が生じた（注82）。  

L82 それらの中でクラッタ空壷を見た者たちは語った、「［豆を］採れ、家族  

（タラ）の利益に（アッタ）なるぞ。採れ、家族の利益になるぞ」と。そこで、  

『タラッタ』という言葉が生じた。   
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L83 彼らのために、動物という生ける者たちが出現した。［すなわち］象、馬、  

牛（乳牛）、牡牛（甑を引く牛）そある。  

L84［象を］見た者たちは語った、「君、これらの生ける者たちは、この最高  

の串と一緒に［繋がれて］来るべきであろう。これらの生ける者たちは実に［鼻  

として］自らの手をもつ（サ・ハッター）」と（注83） 。そこで、『ハツティー』（象）  

という言葉が生じた。  

L85［馬を］見た着たちは語った、■［彼らは］この（アッサー）仮小屋の家（家  

畜小屋）を楽しんでいる。・‥（意味不明）」と。彼らは語った、「君、これらの生  

ける者たちは従順だ（アッサヴァ）。［それは］迅速に進む」。それ故に、『アッサー』  

（馬たち）という言葉が生じた。  

L86 その当時、牛たちは山羊に劣らず、乳や生バターを保持していた。彼ら  

は語った、「これらの牛たちはや84）乳をもち、サルビスの醍醐をもち、たくさん  

の利点（グナ）をもつ」。それ故に、『ガーヴォー』（牛たち）という言葉が生じた。  

L87 彼ら人間たちは、それらの田に種を蒔いて、鋤で耕しつつ、住した。  

L88 牡牛たちは≪p■．216≫［人間たちに］近づいて語うた、「これらの鋤を［撃  

として］私たちが曳きましょう。あなた方は［肇棒を］握りなさい。平等に食  

べ物の分け前を与えて下さい」。  

L89 その［人間］はその［牡牛］に、「よかろう」と、同意の返事を与えた。  

彼ら［牡牛］はそれらの撃を曳いた。人間たちは［肇棒を］握った。彼らは語っ  

た、「君、これらの生ける者たちは供物（バリ）に束縛された者（バッグ）であり、  

調御された者である」と。そこで『バリ・バッグー』（牡牛たち）という言葉が生  

じた。  

L90 ある時に、彼ら［人間］は、食物を要求する［牡牛たち］に、その［約  

束の分け前］を与えなかった（注85）。それ故に、［牡牛たちは］彼らのためにその  

黎を曳かなかった。  

L91′人間たちはそれ故に、一匹の清らかな生ける者を取り囲んで、縄で縛り、  

棒で打ち、奉仕させた（注86）。  

L92彼らのために、一つの・‥ （意味不明）砂糖黍が出現した。彼らは語っ・た、  

「これ‥・（意味不明）」と。そこで、砂糖黍（ウッチエ）という言葉が生じた。  
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彼らは、その［砂糖黍］を、汁のある限り、享受した。  

L93 ある時に、その［砂糖黍］は菓によって覆われた。彼らは菓を取り除い  

て、汁のある限り、享受した。それは皮によって覆われた。それらの生ける者  

たちは、皮を取り除いて、願いどおりに（注87）、それを享受した云  

S 根本有部の聖典伝承『破僧事』  

Sl ガウタマたちよ（釈迦族よ）、ある時、この世界が帰滅する（散壊する）［壊  

劫の］時がくる。この世界が帰滅している［壊劫と空劫の］間、生ける者たち  

は多くがアーバ「 スヴァラ天（光音天）に生まれる。  

S2 彼らはそこにおいて、美しい姿をもち、マナス（礪神）から成る存在であ  

り、五体満足で、感官に欠損なく、四肢や肉体の細かな部分まで完全にそなえ、  

浄福であり、美しい容色（肌の色）のままでずっとあり、自ら光を放ち、空中を  

飛び、歓喜を食べ、歓喜を食とし、長い寿命をもって、長い時を過ごした。  

S3 その時、この大地はすべて⊥つの水であり、一つの海であった。  

S4 一つの水、一つの海であるこの大地の表面において、風によって水甲集  

まりが凝集し、固体化して、［表面を］覆った。あたかも、煮られた乳が冷やさ  

れて、その表面において、風によって水の集まりが凝集し、固体化して、［表面  

を］覆うのと同じように、一つの水、一つの海であるこの大地の表面において、  

風によって水の集まりが凝集し、固体化して、［表面を］覆った。  

S5 その『地？ラサ』は色［の美しさ］をそなえ、香り［の良さ］をそなえ、  

味［の良さ］をそなえていた。色に関してはち享うど生バターのようであり、  

味に関してはちょうど純粋な蜜のようであった。  

S6 ガウタマたちよ、ある時、この世界が再び起成する［成劫の］時がくる。  

世界が再び起成すると、その後、或る生ける者たちは寿命が尽きたため、［天界  

に住む］業が尽きたため、福徳が尽きたために、≪p．9≫アーバースヴァラ天（光  

青天）から死んで［別の生に］移行し、人間という同分（生物の同じ種類）として、  

この世（地上世界）にやってくる。  

S7 彼らはこの世界において、美しい姿をもち、マナス（精神）から成る存在  

であり、五体満足で、感官に欠損なく、四肢や肉体の細かな部分まで完全にそ   
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なえ、浄福であり、美しい容色（肌の色）のままでずっとあり、自ら光を放ち、  

空中を飛び、歓喜を食べ、歓喜を食とし、長い寿命をもって、長い時を過ごし  

た。  

S8 その時、月と太陽は世界において［未だ］出現していなかった。星々も、  

クシャナ（剃那）やラヴァやムフールタ（須央）［という時間の単位］も、昼夜も、  

［暦の］月も半月も、季節も年も、世界に［未だ］出現していなかった。女も  

知られなかったし、男も［知られなかった］。ただ生ける者は「生ける者」とい  

う名を有した。  

S9 すると欲深く落ち着かない性質の或る一人の生ける者がいて、『地のラ  

サ』（pfthivfrasa）を指先で味わってみた。味わえば味わうほど、それが好きに  

なった。好きになればなるほど、団子にする食事（段食）の方法を取って、食べ  

るようになった。  

SlO 他の生ける者たちも、その生ける者が、『地のラサ』を指先で味わってい  

るのを見た。［彼が］味わえば味わうほど、それが好きになったのを、また好き  

になればなるほど、団子にする食事（段食）の方法を取って、彼が食べるように  

なったのを見た。見てから、それらの生ける者たちも、『地のラサ』を指先で味  

わい始めた。彼らは味わえげ味わうほど、それが好きになった。好きになれば  

なるほど、団子にする食事の方法を取って、食べるようになった。  

Sllそれらの生ける者たちが団子にする食事（段食）の方法を取って、食べる  

ようになったので、それ故に、それらの生ける者たちの身体は堅粗になり、重  

たくなった。容色（肌の色）の輝いて美しい様子が、彼らから消えてしまった。  

［すると］世界に闇が出現した。  

S12 ガウタマたちよ、このことは常法であるが、闇が世界に出現すると、太  

陽と月が世界に出現する。星々も、クシャナ（剃那）やラヴァやムフールタ（須  

央）［という時間の単位］も、昼夜も、［暦の］月も半月も、季節も年も、世界に  

出現する。≪p．9≫  

S13 彼らはそれ（ラサ）を食する者として、それを糧とする者として、長い時  

を過ごした。彼らのうちで、より少なく食物を食べた生ける者たちは、美しい  

容色（肌の色）を有した。より多量に食物を食べた生ける者たちは、劣った容色  
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を有した。このように、食事の［多寡という］二つの量［の差異］によって、  

容色の［美醜という］二つの量［の差異］が知られた。  

S14 彼らが美しい容色によって倣りを有するようになった時、悪しき不善な  

る法を受持するという原因によって、『地のラサ』が世界から消え失せてしまっ  

た。  

S15『地のラサ』が消え失せてしまった時、彼ら生ける者たちは集まり、寄り  

あって、悲しみ、悲嘆トうち嘆いた。彼らはこう言った、「ああ、ラサよ！あ  

あ、ラサよ！」と。  

S16 それはちょうど、今の時代において、人々がおいしい御馳走を食べる時  

に、同じその古い言葉・文・音を想起して、次のようにいうごとくである－  

「ああ、美味（ラサ）よ！ああ、美味（ラサ）よ！」と。ガウタマたちよ、ちょう  

どそのように、『地のラサ』が消え失せてしまった時、彼ら生ける者たちは集ま  

り、寄りあって、悲しみ、悲嘆し、うち嘆いた。彼らはこう言った、「ああ、ラ  

サよ！ああ、ラサよ！」と。その■［言葉の］意味を［今の人々は］知らない、  

「これこれがその所説の意味である、これこれがその所説の意味である」と。  

S17 『地のラサ』が消え失せたとき、彼ら生ける者たちのために『地のパル  

パタカ』が出現した。色［の美しさ］をそなえ、香り［の良さ］をそなえ、昧  

［の良さ］をそなえていた。 色に関してはちょうどカルニカーラの花のようで  

あり、味に関してはちょうど純粋な蜜のようであった。  

S18 彼らはそれ（パルパタカ）を食する者として、それを糧とする者として、  

長い時を過ごした。より少なく食物を食べた生ける者たちは、美しい容色（肌の  

色）を有した。より多量に食物を食べた生ける者たちは、劣った容色を有した。  

このように、食事の［多寡という］二つ［の差異］によって、容色の［美醜と  

いう］二つ‘［の差異］が知られた。容色の［美醜という］二つの量［の差異］  

が存在した時に、生ける者は生ける者を蔑んだ、「ふん、生ける者よ、私は美し  

い。あなたは醜い」と。  

S19 彼らが美しい容色のため倣りを有するようになった時、悪しき不善なる  

法を受持するという原因によって、『地のパルパタカ』が世界から消え失せてし  

まった。   
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S20『地のパルパタカ』が消え失せてしまった時、彼らは集まり、寄りあって、  

悲しみ、悲嘆し、うち嘆いた。彼らはこう言った、「ああ、バタ！ああ、バタ！」  

と（蔵訳：「ああラサよ！ああラサよ！」と）。それはちょうど、今の時代において、  

人々が何かしら≪p．10≫若や憂いに襲われると、同じその古い言葉・文・音節  

を発して、次のようにいうごとくである－「ああ、バタ（なんと）！ああ、バ  

タ！」と。ちょうどそのように、『地のパルバグカ』が消え失せてしまった時、  

彼ら生ける者たちは集まり、寄りあって、悲しみ、悲嘆し、うち喫しうた。彼ら  

はこう言った、「ああ、バタ！ああ、バタ！」と（蔵訳：「ああラサよ！ああラサよ！」  

と）。その［言葉の］意味を［今の人々は］知らない、「これこれがその所説の意  

味である、これこれがその所説の意味である」と。  

S21『地のパルパタカ』が消え失せたとき、彼ら生ける者たちのためにヴァナ  

ラター（林の蔓草）が出現した。色［の美しさ］をそなえ、香り［の良さ］をそ  

なえ、昧［の良さ］をそなえていた。色に関してはちょうどカグンバカーの花  

のようであり（注88）、味に関してはちょうど純粋な蜜のようであった。  

S22 彼らはそれ（ヴァナラター）を食する者として、それを糧とする者として、  

長い時を過ごした。より少なく食物を食べた生ける者たちは、美しい容色（肌の  

色）を有した。より多量に食物を食べた生ける者たちは、劣った容色を有した。  

このように、食事の［多寡という］二つ［の差異］によって、容色の［美醜と  

いう］二つ［の差異］が知られた。容色の［美醜という］二つの量［の差異］  

が存在した時に、生ける者は生ける者を蔑んだ、「ふん、生ける者よ、私は美し  

い。あなたは醜い」と。  

S23 彼らが美しい容色のため倣りを有するようになった時、悪しき不善なる  

法を受持するという原因によって、ヴァナラターが世界から消え失せてしまっ  

た。  

S24 ヴァナラターが消え失せてしまった時、彼らは集まり、寄りあって、悲   67  

しみ、悲嘆し、うち嘆いた。彼らはこう言った、「［わが］面前から消え失せろ！  

［わが］面前から消え失せろ！」と。それはちょうど、今の時代において、人々  

が或る者たちに対して烈しい言葉による詰責をもって謎責をなさんとする時、  

同じその古い言葉・文・音節を発して、次のようにいうごとくである、「［わが］   
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面前から消え失せろ！［わが］面前から消え失せろ！」と（注89）。ちょうどそのよ  

うに、ヴァナラターが消え失せてしまった時、彼ら生ける者たちは集まり、寄  

りあって、悲しみ、悲嘆し、うち嘆いた。彼らはこう言った、「［わが］面前か  

ら消え失せろ！［わが］面前から消え失せろ！」と。その［言葉の］意味を［今  

の人々は］知らない」「これこれがその所説の意味である、これこれがその所説  

の意味である」と。  

S25 ガウタマたちよ、ヴァナラターが消え失せたとき、彼ら生ける者たちの  

ために、耕さず種を蒔かずとも［自然に生える］、実をつけた稲が出現した。［そ  

の米は］糠がなく、粗殻がなく、浄らかで白く輝く、四指の長さをもち、［何に  

も］覆われていなかった（注90）。それは夕べに刈っても、朝には熟して再成長して  

いた。《p．11≫朝に刈っても、夕べには熟して再成長していた。こうして、刈っ  

ても刈っても再成長するので、刈られる前の姿だけが知られた。  

S26 彼らはそれ（自然稲）を食する者として、それを糧とする者として、長い  

時を過ごした。その耕さず種を蒔かずとも［自然に生える］、実をつけた稲を、  

それらり生ける者たちは団子にする食事（段食）の方法を取って、食べるように  

なったが、すると彼らに肉体的な機官の相違が現われた。或る者には女性機官  

（女根）が、或る者には男性機官（男根）が［現われた］。  

S27 女性機官をもつ者たちと、男性機官を持つ者たちは、互いに目と目でみ  

つめあいながち、眺めあった。目と目でみつめあい、眺めあっているうちに、  

欲情した。  

S28 欲情するにしたがって、判断力を失った。判断力を失うにしたがい、道  

徳に反する行為（性行為）をなした。  

S29 他の生ける着たちは、一人の生ける者に対して道徳に反する行為をして  

いる一人の生ける者を目撃した。それを見て、土くれを投げつけ、土の塊を、  

68 砂礫を、陶器の破片を投げつけた。そしてこう言った、「ああ何て奴だ、卑賎な  

生ける者よ、非行をなす者よ！ああ何て奴だ、卑賎な生ける者よ．、非行をなす  

者よ！おい、生ける者よ、どうしてお前は今、生ける者に対して積れた行為を  

なしたのか」と。  

S30 それはちょうど、今の時代において、人々が［両親の家から夫の家に］   



連れられてきた花嫁．に対し、粉末を投げかけたり、香や花輪や多くの布を投げ  

かけたりして、次のようにいうごとくである、「幸福におなりなさい、花嫁さん、  

幸福におなりなさい、花嫁さん」と。  

S31 ちょうどそのように、その生ける者たちは、一人の生ける者に対して道  

徳に反する行為をしている一人の生ける者を目撃して、土くれを投げつけ、土  

の塊を、砂磯を、陶器の破片を投げつけた。そしてこう言った、「ああ何て奴だ、  

卑賎な生ける者よ、［非行をなす者よ！ああ何て奴だ、卑賎な生ける者よ、非行  

をなす者よ！］おい、生ける者よ、どうしてお前は今、生ける者に対して積れ  

た行為をなしたのか」と。  

S32 ガウタマたちよ、こうして、昔には非法とみなされたことが、この今の  

時代では［正しい］法とみなされている。昔には掟に反するものとみなされた  

ことが、 この今の時代では掟とみなされている。昔には非難すべきものとみな  

されたことが、この今の時代では着められるべきものとみなされている。  

S33 彼らは彼を一日の間［村や町から］追放し、あるいは二日、三日、七日  

の間、追放した。  

S34 彼ら生ける者たちは、その悪しき不正なる法の中にあって、度を過ぎて  

悪しき習慣的行為（性行為）に耽ったので、それ故に、彼らは家を建てようとし  

始めた。「この中で私たちは非行（アカールヤ）をしよう。この中で私たちは非行  

をしよう」と。［そこで］「家（アガーラ）」、「家」という名が［初めて］生じた。  

S35 ガウタマたちよ、これが家でなされる仕事の（ag云rekarmant云narp）、≪p・  

12≫世界における最古の、最初の出現であった。  

S36 彼らは夕べには夕食を欲して、米のために集まった。朝には朝食を欲し  

て、［米のために集まった］。  

S37 ある時、怠惰に生まれついた或る一人の生ける者は、夕食と朝食の米を  

［一度に］持ってきた。  

S38 その後、或る別の生ける者が、その生ける者に語った。「さあ、生ける者  

よ、米のために集まろう」。するとその生ける者は彼にこう語った。「生ける者  

よ、あなたは自分の米［だけ］を考えなさい。私は夕食と朝食の米を［一度に］  

もってきた」。そこでその生ける者は考えた。「これはよい。これはすばらしい。  
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私は二日分、三日分‥・乃至七日分、米をもってくることにしよう」。彼は二  

日分・・・乃至七日分、米をもってきた。  

S39 その後、或る別の生ける者が、その生ける者に語った。「さあ、生ける者  

よ、米のために集まろう」。するとその生ける者は彼にこう語った。「生ける者  

よ、あなたは自分の米［だけ］を考えなさい。私は二日分、三日分・・・乃至  

七日分、米をもってきた」。そこでその生ける者は考えた。「これはよい。これ  

はすばらしい。私は半月分、一月分、米をもってくることにしよう」。彼は半月  

分、一月分、米をもってきた。  

S40 その耕さず種を蒔かずとも［自然に生える］、実をつけた稲を、その生け  

る着たちは貯蔵をして食べるというあり方で食べるようになったため、その結  

果、それらの稲は、糠と籾殻によって実が覆われた。刈っても刈っても再成長  

するということがなくなり、［稲の］無力さが知られた。稲が林や森のように［群  

ごとに］整然と立ち並ぶようになった。  

S41その時、彼ら生ける者たちは集まり、寄りあって、悲しみ、悲嘆し 、う  

ち嘆いた。  

S42「皆さん、私たちはかつて、≪p．13≫美しい姿をもち、マナス（精神）か  

ら成る存在であり、五体満足で、感官に欠損なく、四肢や肉体の細かな部分ま  

で完全にそなえ、浄福であり、美しい容色（肌の色）のままでずっとあり、自ら  

光を放ち、空中を飛び、歓喜を食べ、歓喜を食とし、長い寿命をもって、長い  

時を過ごしていた。  

S43 その私たちのために『地のラサ』が出現したが、それは色［の美しさ］  

をそなえ、香り［の良さ］をそなえ、昧［の良さ］をそなえていた。私たちは  

『地のラサ』を団子にする食事（段食）の方法を取って、食べるようになったが、  

団子にする食事（段食）の方法を取って、食べるようになったので、それ故に、  

70  私たちの身体は堅粗になり、重たくなった。容色（肌の色）の輝いて美しい様子  

が、消えてしまった。その私たちはそれ（ラサ）を食する者として、それを糧と  

する者として、長い時を過ごした。その私たちの中で、より少なく食物を食べ  

た者たちは、美しい容色（肌の色）を有した。より多量に食物を食べた者たちは、  

劣った容色を有した。このように、食事の［多寡という］二つの量［の差異］   



によって、容色の［美醜という］二つの量［の差異］が知られた。容色の［美  

醜という］二つの量［の差異］が存在した時に、生ける者は生ける者を蔑んだ、  

「ふん」生ける者よ、私は美しい。あなたは醜い」と。その私たちが美しい容  

色によって倣りを有するようになった時、悪しき不善なる法を受持するという  

原因によって、『地のラサ』が世界から消え失せてしまった。  

S44『地のラサ』が消え失せたとき、『 

美しさ］をそなえ、香り［の良さ］をそなえ、昧［の良さ］をそなえていた。  

その私たちが美しい容色のため倣りを有するようになった時、悪しき不善なる  

法を受持するという原因によって、『地のパルパタカ』が世界から消え失せてし  

まった。  

S45『地のパルパタカ』が消え失せたとき、彼ら生ける者たちのためにヴァナ  

ラター（林の蔓草）が出現した。色［の美しさ］をそなえ、香り［の良さ］をそ  

なえ、味［の良さ］をそなえていた。その私たちが美しい容色のため倣りを有  

するようになった時、悪しき不善なる法を受持するという原因によって、ヴァ  

ナラターが世界から消え失せてしまった。  

S46 ヴァナラターが消え失せたとき、彼ら生ける者たちのために、耕さず種  

を蒔かずとも［自然に生える］、実をつけた稲が出現した。［その米は］糠がな  

く、籾殻がなく、浄らかで白く輝く、四指の長さをもち、［何にも］覆われてい  

なかった（注91）。それは夕べに刈っても、朝には熟して再成長していた。こうして、  

刈っても刈っても再成長するので、刈られる前の姿だけが知られた。その私た  

ちはそれ（自然稲）を食する者として、それを糧とする者として、長い時を過ご  

した。その耕さず種を蒔かずとも［自然に生える］、実をつけた稲を、私たちは  

貯蔵をして食べるというあり方で食べるようになったため、その結果、それら  

の稲は、糠と粗殻によって≪p．14≫実が覆われた。刈っても刈っても再成長す  

るということがな■くなり、［稲の］無力さが知られた。稲が林や森のように［群 71  

ごとに］整然と立ち並ぶようになった。  

S47「さあ、私たちは集まり、寄りあって、［一緒に］田［の大きさ］を測ろ  

うではないか。領分を決めようではないか。［稲田の］境界を設定しようではな  

いか、『ここはあなたので、ここは私のだ』と［いうふうに］」。彼らは集まり、   
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寄りあって、［一緒に］田［の大きさ］を計り、領分を決め、［稲田の］境界を  

設定した。  

S48 ガウタマたちよ、これが境界［設定］の仕事の、世界における最古の、  

最初の出現であった。それ［の成り立ち］は法によってであり、非法によって  

ではない。そこで、この法こそが、諸仏にとって最高のものなのである。  

S49 ある時、→人の生ける者は、自分の稲がありながら、他に属する稲を盗  

んだ。  

S50 別の一人の生ける者が、その生ける者が自分の稲がありながら他に属す  

る稲を盗んでいるのを見た。見て、その生ける者にこう言った、「生ける者よ、  

お前はなぜ自分の稲がありながら他に属する稲を盗むのか。さあ去れ、生ける  

者よ、もう二度とこんなことはするな」。  

S51その生ける者は、二たび、三たび、自分の稲がありながら、他に属する  

稲を盗んだ。かの［別の］生ける者が、その生ける者がこたび、三たび、自分  

の稲がありながら他に属する稲を盗んでいるのを見た。見て、その生ける者に  

こう言った、「生ける者よ、お前はなぜ自分の稲がありながら他に属する稲を盗  

むのか」。  

S52彼はその者を［つかんで］引っ張ってゆき、ずっと引っ張ってきて、集  

会の中にまで連れ出した（顧訳：罵った）。「皆さん、こ甲生ける者は、自分の稲  

がありながら、他に属する稲を盗んだのです」。そこで、彼ら生ける者たちはそ  

の生ける者にこう言った。「生ける者よ、お前はなぜ自分の稲がありながら、三  

度に至るまでも他に属する稲を盗んだのか。さあ去れ、生ける者よ、もう二度  

とこんなことはするな」。  

S53 するとその生ける者はそれらの生ける者たちにこう言った。「皆さん、こ  

の生ける者は米のために、私を［無理やり］引っ張ってゆき、ずっと引っ張っ  

てきて、集会の中で罵ったのです」。そこで、彼ら生ける者たちはその生ける者  

にこう言った。「生ける者よ、お前はなぜ米のために、生ける者を［無理やり］  

引っ張ってゆき、ずっと引っ張ってきて、集会の中にまで連れ出したのか（蔵  

訳：罵ったのか）。≪p．15≫ さあ去れ、生ける者よ、もう二度とこんなことはする  

な」。   
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S54 その時、彼ら生ける者たちは次のように考えた。「皆さん、米のために［人  

を無理やり］引っ張ってゆくこと、ずっと引っ張ってゆくこと、集会の中にま  

で連れ出す（蔵訳：罵る）ということが［世に初めて］見られた。  

S55 さあ、私たちは集まり、寄りあい、そして私たちの中で最も美しく、最  

も見目かたちよく、最も端正で、最も偉大さをもつ十人の生ける者を、［すべて  

の］田の支配者として任命しようではないか。彼は私たちのために、罰すべき  

者を罰してくれるであろう、拘束すべき者を拘束してくれるであろうー（蔵訳：援  

助すべき者を援助してくれるであろう）。私たちは」私たちの［各自の］田で収穫され  

たものから、その一定の割合を（注92）、法に従って彼に与えるであろう」。  

S56 彼らは集まり、寄りあい、そして彼らの中で最も美しく、最も見目かた  

ちよく、最も端正で、最も偉大さをもつ一人の生ける者を、［すべての］田の支  

配者として任命した。そして次のように言った。  

S57「さあ、生ける者よ、あなたは私たちのために、罰すべき者を罰してくだ  

さい、拘束すべき者を拘束してください（蔵訳：援助すべき者を援助してください）。  

私たちは、私たちの［各自の］田で収穫されたものから、その一定の割合を、  

法に従ってあなたに与えましょう」。  

S58［任命された］彼は彼らのために、罰すべき者を罰し 拘束すべき者を拘  

束した（蔵訳：援助すべき者たちを援助した）。彼らは、彼らの［各自の］・田で収穫  

されたものから、‘その一定の割一合を、法に従っで彼にさし上げた。  

S59『大衆によって［最高者に］認定された者（マハージャナ・サンマタ）』、つま  

り『大勢［から］認定された（マハー・サンマタ）』という意味から、［王の名称で  

ある］『マハーサンマタ』、『マハーサンらタ』という名が生じた。  

S60『田の支配者（クシェートラーナーム・アデイパティ）であり、危険（クシャタ）  

から［人民を］守る（トラーヤテー）』という意味から、［王の名称である］『クシャ  

トリヤ』、『クシャトリヤ』という名が生じた。  

S61『法によって人民を彼は喜ばせる（ランジャヤテイ）、持戒によって善行をな  

す生活態度、智慧によって善行をなす生活態度によって［彼は喜ばせる］』とい  

う意味から、『ラージャー』（王）、『ラージャー』という名が生じた。  

S62 ガウタマたちよ、マハーサンマタ王の［時代の］人間たちは、『生ける者  
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たち』（有情）、『生ける者たち』という 

S63 ガウタマたちよ、マハーサンマタ王はローチャという息子を有した。‥・  

（以下、王の系譜が続く）  

M 大衆部説出世部の聖典伝承『マハーヴァストウ』  

Ml経（sGtra）における、王統史（rajava璽a）における［記述］（注93）。比丘ら  

よ、長い時の経過ののちに、この世界が帰滅する（散壊する）［壊劫の］時が来る。  

比丘らよ、世界が帰滅している［壊劫と空劫の］間、生ける者たちは多くがアー  

バースヴァラ天（兎音天）に生まれる。  

M2 比丘らよ、長い時の経過ののち、この世界が起成する（生成展開する）時  

が来る。この世界が再び起成する［成劫の］時に、世界という住所が形成され  

た時、或る生ける者たちは寿命が尽きたため、［天界に住む］業が尽きたために、  

アーバー スヴァラ天（光音天）から死んで．［別の生に］移行し、・この世（地上世  

界）にやってくる。  

M3 それらの生ける者たちは自ら光を放ち、空中を遊泳し、また［身体］が  

マナス（精神）から成る存在であり、歓喜を食べ、安楽に住し、どこへでも好き  

な所ら子移動していた。  

M4 比丘たちよ、それらの生ける者たちが自ら光を放ち、空中を遊泳し、ま  

たマナス（精神）から成る存在であり、歓喜を食べ、≪p．339≫安楽に住し、ど  

こへでも好きなところに移動するというこのことは、常法（定まったあり方）であ  

る。  

M5 かの月と太陽は世界において［未だ］知られなかった。月と太陽が世界  

に知られない時、星の蝮めきも知られなかった。星の蝮めきが世界に知られな  

い時、星の軌道も知られなかった。星の軌道が知られない時、昼夜も知られな  

かった。昼夜が知られない時、［暦の］月も半月も知られなかった。月も半月も  

知られない時、季節も年も知られなかった。  

M6 比丘たちよ、このことは、自ら光を放ち、空中を遊泳し、中略、どこで  

も好きなところに移動するそれらの生ける者たちにとって、常法（定まったあり  

方）である。   
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M7［時に］『偉大な地』（mah云Prthivi）は（注94）あたかも水湖のように出現し  

た（注95） 

M8 それ（『地』）は色［の美しさ］をそなえ、香りの［良さ］をそなえ（注96）、  

昧［の良さ］をそなえており、あたかも純粋な蜂蜜のような、そのような味わ  

いを有していた。ちょうど［煮てから冷やされて出来た］乳の膜のような、あ  

るいはサルビス（注97）の膜のような、そのような色・外見を有していた。  

M9 すると比丘らよ、軽率で欲深く落ち着かない性質の或る一人の生ける者  

がいて、その『地のラサ』を（注98）指先で味わってみた。それは色かたちで、香り  

で、味で、彼を楽しませた。  

MlO 他の生ける者たちもその生ける者を見て模倣した。彼らも『地のラサ』  

を指で味わった。それは［色かたちで、香りで、］味で、彼らをも楽しませた。  

Mll比丘らよ、その生ける者はのちにその『地のラサ』を［ひと塊りに握っ  

て］団子にして食べた。  

M12 他の生ける着たちも、その生ける者を見て模倣した。  

M13 彼らもその『地のラサ』を［ひと塊りに握って］団子にして食べた。彼  

らがその『地のラサ』を［ひと塊りに握って］団子にして食べたので、それ故  

に彼らの体は重くなり、堅粗なものとなり、堅固なものとなった。するとかつ  

て彼らがもっていた、自ら光を放つこと、空中を遊泳すること、また身体がマ  

ナス（精神）から成ること、歓喜を食べること、安楽に住すること、どこでも好  

きなところに移動することが消失した。  

M14 ≪p．340≫自ら光を放つこと（注99）、空中を遊泳すること、［身体が］マナス  

（精神）から成ること、歓喜を食べること、安楽に住すること、どこでも好きな  

ところに移動することが消失してしまった時、［はじめて］月と太陽が世界に  

知られた。月と太陽が世界に知られたので、星の燵めきが世界に知られた。星  

の燵めきが世界に知られたので、星の軌道が世界に知られた。星の軌道が世界  

に知られたので、昼夜も世界に知られた。昼夜が世界に知られたので、［暦の］  

月や半月が世界に知られた。月も半月が世界に知られたので、季節や年が世界  

に知られた。［比丘たちよ、このことはまた常法なのであるが、それらの生ける  

者たちの身体において‥・（意味不明）。また比丘たちよ、生ける者たちの中の  
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女たちにも、女という［肉体的な］性的特徴は［未だ］知られていない。［男た  

ちにも］男という［肉体的な］性的特徴は［知られていない］。生ける者は「生  

ける者」と呼ばれた。］（注100）。  

M15 比丘らよ、彼ら生ける者はその『地のラサ』を食べながら、その［ラサ  

の］色を［肌の色として］もつ者として［あり］（注101）、それを食する者として、  

それを糧とする者として、長く久しい時を過ごした。彼らの中で多く食べた者  

たちは、醜くなり（色が悪くなった肌をもち）、少なく食べた着たちは、美しい容色  

（肌の色）をも、った。  

M16 美しい容色（肌の色）をもつ者たちは、醜い生ける者たちを軽んじた。『私  

たちは美しい容色をもつ。これらの生ける者たちは醜い』と。美しい容色・す  

ばらしい容色が原因である高慢と倣りという性質を有して、彼らが過ごしてし－  

た時、『地のラサ』が消えてしまった。  

M17［すると］『地のパルパタカ』が現れた。［それは］あたかもマッシュルー  

ム（注102）のような、そのような色・外見を有していた。それは色［の美しさ］をそ  

なえ、香り［の良さ］をそなえ、味［の良さ］をそなえていた（注103）。あたかも純  

粋な蜂蜜のような、そのような味を有していた。  

M18 なお、比丘らよ、彼ら生ける者たちはその『地のラサ』が消えた時、嘆  

声（ウダーナ）を発した－－「おお、ラサは［失われた］！おお、ラサは［失われ  

た］！」と。それはちょうど、比丘らよ、今の時代におい七御馳走を食べて喜び  

享受する時に、人々が嘆声を発するご とくである－「おお、美味（ラサ）が［あ  

る］！おお、美味（ラサ）が［ある］！」と。［その場合、彼らは］かの古い、苦  

から続く言葉に従っているのであるが畑104） 、しかもその意味を知らない。  

M19 さて、比丘らよ、彼ら≪p．341≫生ける者たちはその『地のパルパタカ』  

を食べながら、その［パルパタカの］色を［肌の色として］もつ者として［あ  

り］、それを食する者として、それを糧とする者として、長い時を過ごした。  

彼らの中で多く食べた者たちは、醜くなり、少なく食べた者たちは、美しい容  

色（肌の色）をもった。美しい容色（肌の色）をもつ者たちは、醜い生ける者た  

ちを軽んじた。『私たちは美しい容色（肌の色）をもつ。これらの生ける者たち  

は醜い』と。   
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M20 美しい容色・すばらしい容色が原因である高慢と倣りという性質をそな  

えて彼らが過ごしていた時に、『地のパルパタカ』が消えてしまった。  

M21［すると］ヴァナラター（林の蔓草）が現れた。［それは］あたかもカラン  

ブカ－［草］のような、そのような色・外見を有していた。  

M22 なお、比丘らよ、それら生ける者たちは『地のパルパタカ』が消失した  

時に、嘆きの声を上げた。「偉大なテサは！ああ、ラサは！」と（注105）。それはちょ  

うど、比丘らよ、今の時代において生ける者たちが何かしら苦の出来事に襲わ  

れると、嘆きの声をあげるごとくである－「ああ、ヴァデイ（なんと） 

ヴァデイ！」と（注106） 。［その場合、彼らは］かの古い、苦から続く言葉に従って  

いるのであるが、しかも意味を知らない。まさしくそのように、比丘らよ、彼  

ら空ける看たちはかの『地のパルパタカ』が消失した時、嘆きの声をあげた－  

「ああ、ラサは！ああ、ラサは！」と（注107）。  

M23 さて、比丘らよ、彼ら生ける者たちはその『地のパルパタカ』が消えて  

しまった時、ヴァナラター（林の蔓草）を食べながら、その［ヴァナラターの］  

色を［肌の色として］もつ者として［あり］、それを食する者として、それを糧  

とする者として、長い久しい時を過ごした。彼らの中で多く食べた者たちは、  

醜くなり、少なく食べた者たちは、美しい容色（肌の色）をもった。［美しい容  

色をもつ］彼らはそれら醜い生ける者たちを軽んじた。『私たちは美しい容色を  

もつ。これらの生ける者たちは醜い』と。  

M24 美しい容色・すばらしい容色が原因である高慢と倣りという性質をそな  

えて彼らが過ごしていた時に、ヴァナラター（林の蔓草）が消えてしまった。  

M25 ≪p．342≫［すると］糠がなく、籾殻がなく、芳ばしく香る実をもつ稲が  

出現した。［それらの稲は］夕べに刈られても朝には生じ、熟して成長していた。  

それらには［穂首の］刈り取られて無くなった跡が見られなかった。その［稲］  

は、夕べに刈られても朝には朝には生じ、熟して成長していた。それらには［穂  77  

首の］刈り取られて無くなった跡が見られなかった。  

M26 なお、比丘らよ、それらの生ける者たちはかのヴァナラター（林の蔓草）  

が消失した時に、嘆きの声を上げた。「ああ、ヴァデイ（なんと）！ああ、ヴァ  

デイ！」と。それはちょうど、比丘らよ、今の時代において生ける者たちが何   
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かしら苦の出来事に襲われると、嘆きの声をあげるごとくである。［その場合、  

彼らは］かの古い、苦から続く言葉従っているのであるが、しかもその意味を  

知らない。［まさしくそのように、比丘らよ、彼ら生ける者たちはかのヴァナ  

ラターが消失した時、嘆きの声をあげた－『ああ、ヴァデイ（なんと）！ああ、  

ヴァデイ！」と。］  

M27 さて比丘らよ、彼ら生ける着たちはそのヴァナラターが消えてしまった  

時、糠がなく、籾殻がなく、芳ばしく香る実をもつ、かの稲を食べつつ、長い  

久しい時を過ごした。比丘らよ、彼ら生ける者たちが糠がなく、粗殻がなく、  

芳ばしく．香る実をもつ稲を食べていたため、それ故に彼らの中の女［たるべき  

者］には女の性的特徴が現れ、男［たるべき者］には男の性的特徴が現れた。  

M28 欲望に染まった心で、［彼らは］とても長い間互いにみつめあった欲望  

に染まった心でとても長い間互いにみつめあって、彼らは互いに欲情した。  

M29 互いに欲情しあった［彼らは］、互いに堕落した行為（性交）をなした。  

M30 比丘らよ、生ける者たちは堕落した行為をしている着たちを目撃し  

て（注108）、［彼らに］棒を投げつけ、土の塊を投げつけ、砂を投げつけた。「皆さん、  

世界に非法が現れました。皆さん、世界に不正なる法が現れました一生ける  

者が生ける者に堕落した行為をするなんて！」。  

M31それはちょうど、比丘らよ、今の時代において、［両親の家から夫の家に］  

連れられてゆく花嫁に［人々が］棒を投げ、土の塊をも投げ、砂を投げる（注109）ご  

とくである。［その場合、彼らは］かの古い、昔から続く言葉に従っているので  

あるが、しかもその意味を知らない。  

M32 また比丘らよ、当時それは非法とみなされ、聖ならざるもめとみなされ、  

掟に反するものとみなされた。ところが比丘らよ、この今の時代ではそれは法  

とみなされ、聖なるものとみなされ、提とみなされている。  

78 M33 比丘らよ、非法の［行いの］ゆえに、≪p．343≫［人々によって］悩まされ、  

嫌悪されたそれらの生ける者たちは、一日の間［村や町から］追放され、二日  

の間追放され、三日の間追放され、四日の間追放され、五日の間追放され、半  

月の間追放され、一月の間追放された。  

M34［彼らは］家でなされる仕事をも（grhakarm豆nt豆nyapi）行った。その時   



における、彼らの非法（性交）を隠すために。  

M35 ある時、比丘らよ、米（稲穂）を取りに行った或る生ける者に次の考えが  

生じた。「一体なぜ私は疲れるこ七をしているのであろう。これまで私はどうし 

て、夕べには夕食のために、早朝には朝食めために、疲れてきたのだろう。毎  

日（注110） 、夕食と朝食の米を一度に取ったらどうだろう」。・比丘らよ、その生ける  

者は毎日、夕食と朝食の米を一度に取ってきた。  

M36 するとある時、比丘らよ、別の生ける者がその生ける者に語った。「さあ、  

▲ 生ける者よ、米を取りに行こう」。そういわれて、比丘らよ、その生ける者はそ  
の［別の］生ける者に答えた。「あなたは行きなさい、生ける者よ、私はすでに  

夕食と朝食の米を一度にもってきた」。その時、比丘らよ、その生ける者は考え  

た。「今（注111）このように行うのは、うまいことだ。私は一度で二日分、三日分の  

米を取ることにしよう」。比丘らよ、その生ける者は二日分、三日分の米を一度  

に取ってきた。  

M37 すると、比丘らよ、別の生ける者がその生ける者に語づた。「さあ、生け  

る者よ、稲を取りに行こう」。そういわれて、，比丘らよ、その生ける者はその生  

ける者に答えた。「あなたは行きなさい、生ける 

分の米を一度にもってきた」。その時、比丘らよ、その生ける者は考えた。「今、  

このように行うのは、うまいことだ。私は一度で四日分、五日分の米を取るこ  

とにしよう」。比丘らよ、その生ける者は四日分、五日分の米を∵度に取ってき  

た。  

M38 比丘らよ、その生ける者たちは糠がなく、粗殻がなく、芳ばしく香る実  

をもつ稲を、貯蔵して食したゆえに、その時かの稲に、糠と籾殻が出現した。  

その［稲］は、夕べに刈られても朝に生じず、熟さず、成長しなくなった。そ  

れには［穂首の］刈り取られて無くなった跡が見られた。それは朝に刈られて  

も、，それは夕べに生じず、・熟さず、成長しなくなった。それに・は［穂首の］刈  79  

り取られて無くなった跡が見られた（注112）。  

M39≪b．344≫その時比丘らよ、かの生ける者たちは駆け集まってきて集合しこ  

相談した。 

M40「皆さん、私たちは自ら光を放ち、空中を遊泳し、マナス（精神）から成   
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る存在であり、歓喜を食べ、安楽に住し、どこでも好きなところに移動してい  

た。自ら光を放ち、空中を遊泳し、マナス（精神）から成る存在であり、歓喜を  

食べ、安楽に住し、どこでも好きなところに移動していたその私たちの世界に、  

月と太陽は知られていなかった。月と太陽が世界に知られていないから、星の  

蛙めきも知られていなかった。星の燵めきが世界に知られていないから星の軌  

道も知られていなかった。星の軌道が知られていないから、昼夜も知られてい  

なかった。昼夜が知られていないから、［暦の］月も半月も知られて、いなかった。  

月も半月も知られていないから、季節も年も知られていなかった。  

M41この『偉大なる地』（m豆h豆prthivi）はあたかも水湖の・ように出現した。［『地』  

に］あたかもサルビスの膜のような、あるいは［煮て冷やされた］乳の膜のよ  

うな、そのような色・外見を有していた。それは色［の美しさ］をそなえ、香  

り［の良さ］をそなえ、昧［の良さ］をそなえており、あたかも純粋な蜂蜜の  

ような、そのような味を有していた。すると皆さん、或る一人の軽率で欲望に  

駆られて絶えず落ち着かない性質の生ける者がその『地のラサ』を指先で味わっ  

た。それは色かたちで、香りで、昧で、彼を楽しませた。皆さん、その生ける  

者はのちに［その『地のラサ』を］団子にしながら食べた。私たちはその生け  

る者を見て模倣した占［私たちは］その『地のラサ』を［ひと塊りに握って］団  

子にして食べた。・その『地のラサ』を団子にして食べたので、私たちの体は重  

くなり、堅粗なものとなり、堅固なものとなった。するとかつてあった、自ら  

光を放つこと、空中を遊泳すること、身体がマナス（精神）から成ること、歓喜  

を食べること、安楽に住すること、どこでも好きなところに移動することが、  

消失した。皆さん、それらの者たちから、かの、自ら光を放つこと、空中を遊  

泳すること、身体がマナス（精神）から成ること、歓喜を食べること、安楽に住  

すること、どこでも好きなところに移動することが消え失せてしまった時、［は  

じめて］月と太陽が世界に知られた。月と太陽が世界に知られたので、≪p．345≫  

星の燈めきが知られた。星の燵めきが世界に知られたので、星の軌道が世界に  

知られた。星の軌道が世界に知られたので、昼夜も世界に知られた。昼夜が世  

界に知られたので、［暦の］月や半月が世界に知られた。月も半月が世界に知ら  

れたので、季節や年が世界に知られた。皆さん、その私たちは『地のラサ』を   
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食べながら、その［ラサの］色を［肌の色として］もつ者として［あり］、それ  

を食する者として、それを糧とする者として、長く久しい時を過ごした。  

M42 それらの者たちにおいて悪しき不善なる法がやや見られたゆえに、皆さ  

ん、私たちにおいて悪しき不善なる法がやや見られたゆえに、かの『地のラサ』  

が消失し、『地のパルパタカ』が現れた。［それは］あたかもマッシュルームの  

ような、そのような色・外見を有していキ。それは色［の美しさ］をそなえ、  

香り［の良さ］をそなえていた。 あたかも純粋な蜂蜜のような、そのような味  

を有してい・た。皆さん、その私たちはその『地のパルパタカ』を食べながら、  

その［パルパタカの］色を［肌の色として］もつ者として［あり］、それを食す  

る者として、それを糧とする者として、長く久しい時を過ごした。  

M43 彼らに悪しき不善なる法がやや見られたので、それ故にかの『地のパル  

パタカ』が消失した。  

M44 ヴァナラター（林の蔓草）が現れた。［それは］あたかもカランブカー［と  

いう草］のような、そのような色・外見を有していた。 それはあたかも純粋な  

蜂蜜のような、そのような昧を有していた。皆さん、その私たちはヴァナラター  

を食べながら、その［ヴァナラターの］色を［肌の色として］もつ者として［あ  

り］、それを食する者として、それを糧とする者として、長い時を過ごした。そ  

れらの者たちにおいて悪しき不善なる法がやや見られたゆえに、皆さん、私た  

ちにおいて悪しき不善なる法がやや見られたゆえに、かのヴァナラターが消失  

した。  

M45 糠がなく、籾殻がなく、芳ばしく香る実をもつ稲が出現した。［それらの  

稲は］夕べに刈られても朝には生じ、熟して成長していた。それらに［稲穂の］  

取り跡（刈り跡）は見られなかった。皆さん、その私たちは糠がなく、粗殻がな  

く、芳ばしく香る実をもつ、かの稲を食べながら、その［米の］色を［肌の色  

として］もつ者として［あり］、それを食する者として、≪p．346≫それを糧とす  

る者として、長く久しい時を過ごした。その［私たち］において悪しき不善な  

る法がやや見られたゆえに、かの稲に糠と楓殻が覆った。夕べに刈られた［稲  

は］朝に生じず、熟さず、成長しなくなった。それには［穂首の］刈り取られ  

て無くなった跡が見られた。［また］朝に刈られた［稲は］夕べに朝に生じず、  
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熟さず、成長しなくなった。それには［穂首の］刈り取られて無くなった跡が  

見られた。  

M46 さあ、私たちは稲田を分割し、領分を決めようではないか、『ここはあな  

たがたの稲田で、ここは私たちのだ』と」。［そこで］彼らは測った（注113） 。比丘ら  

よ、彼ら生ける者たちは稲田の領分を決めた、『ここがあなたがたの稲田セ、こ  

こが私たちのだ』と。  

M47 時に、比丘らよ、或る生ける者は稲を取りに行ってこう考えた。「私はど  

うなってしまうのだろう。自分の稲の分け前が尽きた時、いったい何によって  

暮らせばよいのだろうか。他に属する稲を盗んでしまおう」。比丘らよ、その生  

ける者は、自分の稲の分け前を守りながら、他に属する稲を盗んだ（注114）。  

M48 比丘らよ、或る別の生ける者は、かの生ける者が、他に属する稲を盗ん  

でいるのを見た。見てからかの生ける者のもとに赴いてこう言った。「生ける者  

よ、間違いなくお前は他に属する米を盗んだのだ」。  

M49 こういわれてかの生ける者はその生ける者に答えた。「それでは、君、二  

度とこのようなことは起きないであろう」。  

M50 再度、比丘らよ、その生ける者は稲を取りに行ってこう考えた。「私はど  

うなってしまうのだろう。自分の稲の分け前が尽きた時、いったい何によって  

暮らせばよいのだろうか。他に属する稲を盗んでしまおう」。比丘らよ、再度そ  

の生ける者は、自分の稲の分け前を守りながら、他に属する稲を盗んだ。比丘  

らよ、別の生ける者は、かの生ける者が再度、他に属する稲を盗んでいるのを  

見た。見てからかの生ける者のもとに赴いてこう言った。「生ける者よ」、間違い  

なくお前は、二度に至るまでも、≪p．347≫他に属する米を盗んだのだ」。再度、  

かの生ける者はその生ける者に答えた。「それでは、君、生ける者よ、二度とこ  

のようなことは起きないであろう」。  

82  M51三たび、比丘らよ、その生ける者は稲を取りに行ってこう考えた。「私は  

どうなってしまうのだろう。自分の稲の分け前が尽きた時、いったい何によっ  

て暮らせばよいのだろうか。他に属する稲を盗んでしまおう」。比丘らよ、三た  

び、その生ける者は、自分の稲の分け前を守りながら、他に属する稲を盗んだ。  

M52 比丘らよ、別の生ける者は、かの生ける者が三たび、他に属する稲を盗   



んでいるのを見た。見てからかの生ける者のもとに赴いて、かの生ける者を杖  

で折檻しつつ、こう言った。「生ける者よ、間違いなくお前は、三度に至るまで  

も、他に属する米を盗んだのだ」。  

M53 すると比丘らよ、その生ける者は両の腕を差し伸ばしてわめいた。「皆さ 

ん、不法が世界に現れました。不正なる法が世界に現れました。なぜなら、懲  

罰すること（杖を取ること）が［今この者によって初めて］世界に知られたから  

です」と。  

M54 すると比丘らよ、かの［別の］生ける者は、地に杖を投げ捨てて（注115）、両  

の腕を差し伸ばして泣き叫びわめいた。「皆さん、不法が世界に現れました。不  

正なる法が世界に現れました。なぜなら、盗みと、嘘をつくことが［今この者  

によって初めて］世界に知られたからです」と。  

M55 こうして、比丘らよ、この三種の悪しき不善法、すなわち盗みと嘘をつ  

くことと懲罰することが、まさしくこのようにして初めて世界に現れた。  

M56 その時比丘らよ、かの生ける者たちは駆け集まり、集会した。駆け集まっ  

てきて、集会し、相談した。  

M57 皆さん、私たちの中であらゆる点で見目かたちよく、あらゆる点で偉大  

さをもつ一人の生ける者を、私たちは選び出そうではないか。彼は、私たちの  

中で罰せられるべき者を罰してくれるであろう、厚遇されるべき者を厚遇して  

くれるであろう。私たちは、それぞれの者の稲田における米の分け前を［税と  

して］命じよう（注116） 

M58 そこで比丘らよ、彼ら生ける者たちは、彼らの中で、≪p．348≫あらゆる  

点で見目かたちよく、あらゆる点で偉大さをもつ一人の生ける者を認定した。  

M59 あなたは、私たちの中で罰せられるべき者を罰してください。厚遇され  

るべき者を厚遇してください。あなたを私たちはすべての生ける者の中の最高  

者に認定します。それぞれの者の稲田の米の分け前の六分の一をあなたに私た  

ちは与えるでありましょう。  

叩60［さて］『大衆に（マハー・ジャナ・カーヤ）によって［最高者に］認定され  

た者（サンマタ）』という意味から、［王の名称である］『マハー・サンマタ』とい  

う名が生じた。  
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M61『［彼は］稲田からの米の分け前に価する（アルハテイ）』という意味から、  

『ラージャー』（王）という名が生じた（注11て） 

M62『［彼は］正しく守る（ラクシャテイ）、つまり守護する』という意味から、  

頭に潅項を受けた者、［『クシャトリヤ』］（注118）という名が生じた。  

M63『都会人と地方人たちにおける、父母のごとき者』という意味から、『国  

土の力と強さを獲得した者』という名が生じた。それ故、「私は王、クシャトリ  

ヤ、頭に濯項を受けた者、国土の力と強さを獲得した者である」と［王は名の  

る］。  

ー  M64マハー・サンマタ王の息子はカルヤーナであり、カルヤーナの息子はロ  

チャであり（注119）、ロー チャの息子はウポーシャダであり、ウポーシャダの息子が  

マーンダータ王である。（以下、王の系譜が続く）   
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附『マハーヴァストウ』写本Saのローマ字転写   

先の『マハーヴァストゥ』の翻訳において参照した二写本のうち、より古い  

貝菓写本であるSaのローマ字転写を以下にあげる。  

Transliteration ofthe Ms．SalO3bl－107b2  

（＝SENARTI，338．13－348．9）  

（）Indicateslostletterstheeditorrestored．  

（）Indicatelettersthatshouldbedeleted．  

＜ ＞Indicateaplacewheretheeditorhassuppliedletterstomakeupfor  

thecopyist’somissionordamagetothemanuscript．  

［］Indicatesrecognizablebutunclearletters．   

＊ Indicates vir豆ma．  

／Indicatesdaり＠a・   

＃Indicatesamarknotclearinmeaning．   

◎Indicates adoublecirclemarkingtheendofachapter．   

RemarkablereadingsoftheMs．Sahavebeenprintedinitalictype，and  

especialimportantreadingsinGothictype．  

SalO3b（SENARTI，338．13－339．12）  

1／／◎／／rajava甲喜e siit7V／bhavatibhik！aVab sa k豆lo bhavatisa   

SamayO，yadayarplokodIrghasy豆dhvanotyayenasamvarttati・SamVar－   

ttam云necapunabhiksavolokeyobh豆yena由tv豆豆bh豆SVare  

2 devanik畠ye upapadyanti／bhavatibhik？aVab sa k豆lo bhavatisa   

SamayO，yad ayarploko缶rghasy豆dhvano atyayena vivarttati・Vivar－   

ttam豆nekhalupuna＃bhik亨aV叫・loke，SaITISthitolokasannive喜e，anyatar豆   

SatV豆 豆yuksay豆ya ca karmaksay豆ya ca 豆bhasvar豆to devanik豆y豆to  
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CyaVitv豆icchatvam豆gacchanti・／tebhavantisatv豆SVayarPpra  

3 bhah antarTksacar云 manomay豆 pritibhaksah sukhasth豆yino yena－  

k豆marpgamd・dharmat豆khalu puna＃bhik亨aVO ya甲te？arP SatV豆n豆甲  

SVayaIPprabh豆n豆m antafTksacar畠中甲manOmay豆n叫pr‡tibhaks豆甲drp  

yenasukhasth豆yin叫yenak豆marpgamLin豆甲／imecandramasdry豆lokena  

praj甑yensu／candramas豆ryehilokeapraj軸yantehit豆rakar申p豆loke  

4 na praj臨yensuh．kdrakardpehiloke apraj臨yantehi，naksatrapath豆  

lokenaprajfはyanie．naksatrapathehilokenaprajfはyantehi，r豆trimdiv豆  

lokenapraj詭yensuh．r豆trimdivehiloke aprajn豆yantehi，m豆S豆rddham豆S豆  

loke na praj甑yante・m豆S豆rddham豆SenSurPloke aprajn豆yam豆ne苧u，   

rtusamvatsar豆lokenapraj臨yante・dharmat豆khalubhik鱒VaSte申（IP）  

5 satv豆n豆m svayaqlprabh豆n豆m antariksacar叫豆qly豆Vad yenak豆ma血－  

gam皮n豆m・kLiyaIPm aPimah豆prthiv了udakahrada甲Viya samud豆gac－  

Chet＊／s豆C豆bhdt（＊）var叩aSarPpannOgandhasaJ卿ann虎rasasarppann豆  

Sayyath豆pin豆ma k？audra（甲）madhv aneqaka甲eVarPm豆SV豆dena／  

Sayyath豆pin豆mak釦asant豆namv豆Sarpisant豆namv豆eva甲Var叩aPratib－  

h豆SO／（50〆α∂肋＊〃α巧甲おα符ゆα  

（う ′川り川、押ノ／′仙仙り？小′／／川り川J…／、ヾ′／ノ！小′／ノ川り川叫lこl・′／／／叫）／ノ／′7仙／んヾJJ′／川   

mmadhu叩aneddka甲eVam励Lido／）athakhalubhik？aVOanyatiarab  

SatVOCapalololupaj豆t7yotarpprthiv＊a＃由rp aIpguliye豆SV豆desi／tasya  

tarp sv豆dametivarりりen豆pigandhen豆pirasen豆pi・anye pi 

SatVaSyadrstv豆nukrtim豆padyante．tepiprthiv7rasamarpgu  

SalO4a（SENARTI，339．12－340．15）  

11y豆SV畠dayensu／te申mapitarp？？＃＃sv豆dayetiy豆Vat＊ 

khalubhik？aVabsosatvoaparak豆IenatarpprthivT（ra）saIp豆lopak豆ram   

ah豆rarp豆haresi／anyepisatv豆tasyasatvasyadr？tV豆nukrtim豆padyante．   
tepitaIpPrthivkasarp豆lopak豆rakam豆h豆rarp豆harensuh．yatocabhiks－   

avastesatv豆tarpprthivi   

86   



2 rasam豆lopak豆rakam豆h豆rarpaharensub／athate率叩k豆yegurutva甲  

Cakharatvarpca kakkhatatva甲Caupanipate／y豆pic豆bhdt（＊）pdrve  

S豆narpsvayaIPprabhat豆antar7ksacarat豆manomayak豆yat豆pmibhaksat豆  

Sukhasthayit豆yenak豆maIPgam云t豆Saantarahaye／〈dhaプⅦaiG khaht  

／）′仙′′■仙中′川′′＿、・′7′／′／（・・や～′・ヾ′′／再ノ～中 上ゆ！（∴ヾ′、′叩′′′恒叫‥仙′／〃／）〃〃′′ノ●  

∂ゐ詭α  

3 Va々SatVGnd窄nai？aStr巧呵Sわ勒a和znGnip吻物′ante／）＜svaya甲－  

prabhat豆ye＞antarik苧aCarat豆yemanornayat豆yepfTtibhak亨a（t豆）yeyena－  

k豆maIPgamanatayeantamhit豆yecandrasdry豆lokeprajn豆yensu／can－  

dramasdryehilokepraj飴yantehit豆rakardp豆lokeprajf泊yensu／t豆raka－  

rdpehilokepraj臨yantehi，nak！atrapath豆lokepraj臨yensu／nak？atra－   

pathe  

4 hilokepraj缶豆yantehi，r云trimdiv豆lokeprajf泊yante．r豆trimdivasehiloke   

praj臨yantehi，m豆S豆rddham豆S豆lokepraj缶豆yante．m豆S豆rddham豆Sehiloke  

praj缶豆yantehi，ritusamvatsar豆loke praj鮎yensu・Sat¢puruざaUya鰯一  

jan虎ni・atha khalu satva satvaitisalT7janayanti／atha khalu  

bhiksavas te satv豆StarP prthivirasam ah豆ram豆hararpt豆taねva叩申   

tambhaks豆  

5 tadah豆r豆Cira甲＃dirghamadhv豆naIpt？thensub／yes豆narpbahuah豆r－  

am豆harensuteabh血Sudu（r）varp申byealpam豆h豆ram豆harensu／te  

abhilnsuvar叩aVanta・yeabh血Sub／var叩aVant豆tedurvarp鱒rpsatv叫  

aVaj豆nensub／vayam asmbp varppavanto，SatV豆ime bhavanto／dur－  

Varnn豆・teSaITlVarnn豆bhivarppapratyay豆n豆rp m豆n豆tim豆naj豆tiy豆nar？Vi－   

harat豆rpprthiv7raso  

6 antarah豆ye／bhdm7parpatakaIP pr豆durbhaveya sayyath豆pin豆ma  

katrakarpevarpvar叩apratibh豆SO／socaabhd（d）var叩aSarPpannOCa  

gandhasarppannoca rasasalTIPalulOCa Sayyath豆pin豆ma（ma）k印dro  

madhuane4akoevam豆SV豆do／atha khalubhik？aVaSteSatV豆asmirp  

prthiv＊aseantarahiteimarpud豆namud豆nayensu．ahorasoahorasoti／  
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Sayyath豆pin豆mabhi  

SalO4b（SENARTI，340．15－342．5）  

1ksえtTaetarahimanu苧y豆SubhojanawLiihit豆Sukhit豆bhukt豆VinoimaIP   

ud豆narpud豆nenti／ahorasoahorasoti／tamevapaur豆Pamak？aram   

agninyarp upanipate artharp c豆Sya na Vibh豆VayenSu．atha khalu bhi－   

ksavastesatv豆StaITlbhdmiparpatakarp ah豆rarp豆hLiraプ野P7GdurvarpIl豆   

tadbhak申Stadah豆r豆Cirarp血gham adhv豆na甲ti？thensu／ye s豆naIp   

bahuIp豆h豆  

2 ram豆harensuteabh血Su／durvarりrl豆，yealparpaharaIp豆harensute   

abh叫SuVarpPaVantO・yeduvarりPaVantdtedurvarり申rpsatv豆（IP）ava－   

j豆nens坤・VayamaSmi坪VarりPaVanta，imebhavanto satv豆durvarり申／   

te申rpvar叩豆tivarppapratyay豆n豆（rp）m豆n豆tim豆naPdtiy畠narrlViharat叫   

bhdmiparpatakamantarah云ye．vanalat豆pr豆durbhdt豆／／iadyath豆pin豆ma   

kalambuk豆（rp）evarpva  

3 r叩a（甲）pratibh豆S豆miabhdvar叩aSarPpann豆pigandhasarppann豆pi   
rasasarppann豆pitadyahdpin豆ma ksudraIp madhurp anehlkarp evam   

豆SV豆d豆／atha khalu bhik？aVah／te satv豆tasm極bhdmiparpatake   

antarhiteanustanayensu．mahd mso aho7uSO ti．tadyath豆Pin豆mabhik－  

？aVaりetarahirpsatv豆kenacieuadu（h）khadharmepaspT？t豆anustanLiyen－   

su aho vadi aho va 

4 dfti＜tamevapaur叫am＞ak？aramagninya（m）upanipatiarthaIpCa   

navibh豆VayenSu．eVameVabhiksavastesatv豆StaSmimbhdmiParpatake   

antarhiteanustGnGyensub・ahomsoahoYaSOti／athakhalubhik？aVaSte   

SatV豆StaSmimbhdmiparpatakeantarhitevanalat和1豆h豆rarp豆h釦ant豆ta－，   

rpvarp申tarpbhak亨豆tadah豆r豆Cirarpdfrghamadhv豆narpti？thensub・／ie   

S豆narpba  

5 hu（rp）ah豆ram豆harensubteabh血Su／durvarり申，yealpah豆ram豆h良一   

rensu abh血Su Var叩aVanお・＜ye abh血Suh var叩aVantO＞ te tarp   
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durvar叩豆rp satv豆avaj豆nensub／vayam asmi準 Var叩aVan好，ime  

bhavanto satv豆 durva叩・n豆・teS釦甲 Varnn豆tivar叩apratyay豆n豆rp  

m豆n豆tim豆naj誠y豆narp＜viharat豆ITl＞vanalat豆antarah豆ye／孟aliakapo   

atusahsurabhitandulabpr豆durbhavetab，SOmLiyarp  

61豆no so k豆1yaIp bhavatij豆to pakvo virddho，aVad豆narp pise na pra－  

jaayati．sopik豆1yarplho sos豆yarpbha）ati／j豆topakvovir申ho  

avad豆narpc豆Syanapra匝豆yati／athakhalubhiF？aVaSteSatV豆StaSmin   

Vanalateantarhiteanustanayensu．ahovadeahovadeti．tadyath豆pin豆ma   

bhiksavo etarahim satv豆kenacid eva duhkha  

SalO5a（SENARTI，342．5－343．9）  

1〈kha）dharmepasp押ぇanustanayensu／tamevapaur豆Pamak？aram   

agninyarp upani＄ateartharp c豆SyanaVibh豆VayenSu／＜evamevabhi－   

ksavas te satv豆S taSmiITlVanalate antarhite anustanayensuh．aho vadi   

ahovad託i．＞atha khalubhiksavastesatv豆tasmiITIVanalate antarhite   

tarp喜alim akapaITlatuSarP SurabhitandulaphalaITlah畠ram aharant豆   

Cirarpdirghamadhv豆narp ti？thensu／yato cabhik苧aVaSteSatV豆tarp   

歪alimakaりarPatuSaIpSurabhitandula  

2 phalarpah豆raIp豆harensu／athas豆narpstr中豆rpstr‡vyaBjan豆nipr豆dur－   

bhavensubpuru？申豆ITlpuru？aVya缶jan豆nipr豆durbhavensu・ati豆elarp ra－   

ktacitt豆anyonyarpupanidhy豆yensuh・anyOnyaIPraktacitt豆aク砂amanyaIP   

upanidhy豆yaiG anyamanyarp sarpraBjensu anyamanyarpsarprakta   

anyamanyarpd申ayensub／yekhalupunabhik！aVabsatv豆pa歪ye  

3 nsudd＃＃＄qyim豆nan，tetatradapdaIP pik！ipensule！turPPik！ipensu   

p豆甲Su pik！ipanti・adharmo bhavantoloke pr豆durbhdto，aSaddharmo 89   

bhavanteloke pr豆durbhdto，yatra hin豆ma satvo satvarp d申ayati／   

tadyath豆pin豆ma bhiksaval1etarahim d豆rik豆ye vuhyarpt7ye dandan ni－   

ksipantilestuITlpiksipanti郎坤Suk＄4）antitaITleVaPaur云pa  

4 m aksaram agninyarp upanipate／artharp c豆Sya na Vibh豆VayenSu／   



tad豆khalupunatambhik亭aVabadharmasammatarpcaayaj申Sarnmata甲  

ca／avinayasammata缶ca／etarahirp khalu puna（te）tarp bhik！aVa  

dharmasammata叩．Cayajnasarpmatarp cavinayagarpmatarp ca／atha  

khalubhik！aVaSteSatVatenaadharmepaarttiyantav擁guPsat豆rp ek豆－  

ha甲pivipravasensudvyaharp  

5piviprava免nsutryaharp piviprava由nsuqaturaharp pivipravasensu  

pa邑caharppipak！aIppim豆Sa叩piviprava？enSu／grhakarm豆nt豆町aPi  

k豆7Gyensu，y豆VadevatasyaivaadharmasyapraticchLidan豆rtharp／atha   

khalu bhik！aVa anyataraSya SatVaSy鱒 幸alih豆rakaITlgataSya etada－  

bhavat＊．kimasyan豆maaharpkilam豆mikathaITlpur豆harpkilam豆  

6 mis豆yaIpS豆yam豆S豆yapr豆tarnpr豆tar豆3dya．yann豆n豆haIp・由krdeva＜   

daiva＞sa＜叩＞s豆yaIppr豆tikarp歪alim hareyarp．豆harekhalubhiksava  

SOSatV房Sakrdeva＜daiva＞sa＜rp＞s豆yarppr豆tikaIp韓1irp／athakhalu  

bhik！aVahanyatamsatvotaIpSatVametad∴uV豆Ca／ehibhosatva喜51i7P－  

hararpgami！y豆mab／evamuktebhik苧aVabsosatvota‡pSatVametad   

uv豆Ca／gacchatuvarpsa  

SalO5b（SENARTI，343．9－344．11）  

1tva，ari7tomay豆Sakrdevas豆yarppratiko歪alih athakhalubhiksavas   

tasy豆pisatvasyaetadabhavat＊／evarppid虎nikriyam叫arp喜obhanaITl   

bhavati・ya（m）nanaha甲pisakrdevaduihikarp t7ihikarptarp歪ali（m）   

hareyarp・ahare khalu bhiksavah so pisatvo sakrd eva duihika甲   

tnhikaIp喜豆IiIp／atha kha1ubhik？aVab anyataro satvo tarp satvam   

etad u  

2 v豆Ca／ehibhosqtvasGlih豆rarpgami！y豆ma／evamukteso（mah豆）－   

SatVOtarPSatVametaduvdca／gacchatvaITlbhosatva，豆nftomay豆Sakrd   

evadvehika坪tnhika7Pgalib／athakhalubhik！aVataSy豆pisatvasyaetad   

abhavat＊／evarppid豆nikriyam叫arp喜obhanarpbhavati／ya（rp）ndn豆－   

harppilCatuア密hikarppa缶c豆hikarp喜豆Iim豆hareyarp．豆kharekhalubhiksa   
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3 vahso pisatvo sakrd eva catu紹hikarp pa員c豆hikaITl籍1im．yato ca  

bhik苧aVah／teSatV云ta叩歪誠叩akaparpatu甲叩Surabhitap4ulaphala甲  

Sanrlidhik豆raITlparibhujensub／athakhalutasya喜alisyakapocatusoca   

pr豆durbhavati．soplSayaIplhokalyaIpnayGuaienapakvonavirddho，  

avad豆naIpC豆Syapraj詭yati／sopikLuyaqllilnoso  

4 〝α甲花αわα＃ノ虎ね乃αpα加0′lα扉r虎¢ゐ0αぴαd血α甲C由〝αprα－  

j舶yati／athakhalubhik！aVaSte．SatV豆SarPdh豆VenSub／sarpdh豆ditv豆  

Sannipatitv豆mantr叫mantrayensub・VayarPbha（ga）vantosvyarPprab－  

h豆antar7k！aCar豆manomay豆ptTtibhak！豆Sukhasth［豆］yino yenak豆mah  

gam豆・te！豆ITlaSm豆kaIp SVaya甲prabh豆n豆m antariksacar叫豆rp   

manomay豆n豆rpp正tibhaks豆n豆rp  

5 sukhasth豆yin云rp yenak豆marpgam豆n豆rp candramasdry豆loke na pra－  

j缶豆yesu．candramasdryehiloke apraja豆yantehi／t豆rakar缶p畠na pra一  

掩豆yante．t豆rakardpehilokeaprajA豆yantehi，naksatrapath豆lokenapra－  

jf泊yensu・naksatrapathehiloke aprajn云yantehi，r豆trimdivam napraj－   

f泊yensu．r豆trimdiva apraja豆yantehi，m豆S豆rddham豆S豆na praj鮎yensuh．   

ma  

6（m云）s豆rddham豆Sehiapraj短yantehi，Yitusamvatsar云napraj臨yensu／  

ayamapimah豆prthiv7udakahradarpviyasamud豆gacchati／tadyath豆pi  

n豆ma sarpisant豆naIp V豆 k河asant豆narp v豆 evaIP Var叩apratibh豆SO  

abhd！i／varりPaSarPpannO Ca gandhasarppanno ca rasasaIPpannO Ca  
tadyath豆pin豆ma ksudro madhu anelako evarp 豆SV豆do．atha khalu  

bhavanto anyataro 

SalO6a（SENARTI，344．11－345．14）  

1 ＜satvo＞ capalololupaj豆tiyo tarp p，rthivTrasarpmaIPguliye   

豆Suddayate・taSyatarP豆Su皮dayetivar叩en豆pigandhen豆pirasen豆pi／atha   

khalubha＃vantososatvotarpprthiv7rasa＃maparak豆1ena豆lokak豆rakam   

ah豆ram豆ha；esi／vayantasyasatvasyad揮Ⅴ豆nukrtim豆padyant豆．tarp  
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prthiv7rasam豆lokak豆rakam豆h豆ram豆harema・  

2、yatoca vayarp bhavanto prthiv7rasam豆lopak豆rakam豆h豆ram豆ha－  

rema／atha so k豆ye gurutvarp ca kharatvarp ca nikkhatatvarp ca  

upanipate／y豆pis豆pdrve abh申isvayarpprabhat豆antaffk？aCarat豆   

manomayak豆yat豆 pritibhaksat豆 Sukhasth豆yit豆 yenak畠maI短amat豆 S豆  

antarah豆yi／te？叫bhavanto tayesvayaITlprabhat豆yeantaI龍平Cara  

3 t豆ye manomayak豆mat豆ye p正tibhaksat豆ye sukhasth豆yit豆ye yena－  

k豆maIPga＜ma＞t豆ye ntarhit豆ye candras豆ry豆loke praJnayenSuh・Can－ ＝u   

dramasdryehiloke prajn豆yantehit豆rakabhqydprajn豆yensu／＜t豆raka－   

rdpehipraj缶豆yantehi，naksatrapath豆 prajn豆yensuh．＞ naksatrapathehi   

praja豆yantehi，r豆trimdiv豆 praj甑yensu．r豆trimdivehipraj臨yantehi，  

m豆S豆rddham豆S豆praj飴yensub／m豆S豆rddham豆Sehipraj鮎  

4 yantehi，dtusamvatsar豆prajn豆yensu．tevayarpbha＃vanto／＜tarp＞  

pTthivtrasam豆haram豆harant豆taIpVarnn豆tarrlbhaks豆tad豆h豆r豆Cirarp  

d7rgham adhv豆narp ti？thema／yato ca s豆narp kecip豆pak豆aku歪al豆   

dharm豆praj臨yensu，yatOCaゐbhavanto kecip豆pak豆aku孟ala dharm豆   

b praj鮎yensヰ／atha so prthiv7raso antamh豆ye bhdmiparpatakarp   

pr豆du  

5rbhave／tadyath豆Picchatrakarp／evarp var叩apratibh豆SO SO Pi  

abhdsivar叩aSarPpannOCagandhasarppannoca・tadyath豆pin豆maksud7V  

madhuane申koevam豆SV豆do／tevayarpbhavantobh血1iparpatakaIP  

豆h豆ram 豆harant豆 tamvarp申 tambhaks豆 tad豆h豆r豆 CiraIp dIrgham  

adhv豆narpti？th豆ma／yatocas豆narp kenacip豆pak豆aku歪al豆dharm豆  

■′レ▲一一  praJnayenSuhathaso  

6 bhdmiparpatakaantarah豆ye／vanalat豆pr豆durbhave・tadyath豆pin豆ma  

kalarpbuk豆ev叩1VarpPapratibh豆S豆／s豆piabhti？ivar叩aSarPpann豆Ca  

gandhasarppann豆】CaraSaSarPpann豆Ca．Sayyath豆pin豆ma ksudromadhu  

aneOakoevarpm豆SV豆do／tevayarpbhavantovanalat豆mah豆ramahar－  

ant豆ta巧ⅣarP鱒taIpbhak申tadah豆r豆dirghamadhv豆narpti？thema／yato   
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ca sa 

SalO6b（SENARTI，345．14－346．19）  

1narpkecip云pak豆aku喜aladharm豆praj短Payensu／yatocasobhavaio   

kecip豆pak豆aku喜al豆dharm豆praj飴yensubathas豆Vanalat豆antarah豆ye／   

S皮1im akaparp atusarp surabhitandulaphalaIp pr豆durbhaveyo・S豆yarp  

l白no so kalyarp bhavatij豆to pakvo virddho，aVad豆narp pica se na   

pra壇豆yati．tevayarpbhavantota（rp）歪alirp  

2 akapamatusarp surabhitandulaphalaITlah豆ram豆haranio tarpvarp中  

tarPbhak申tadah豆r豆Cirarpdfrghamadhv豆narphiti頭蛎ma／yatocasona   

kenacip豆pak豆aku歪aladharm豆pra掩豆yensuり／athaso喜alisyakaりOCa  

tu？OCa＝ParyaVanahe／yocas豆yarplhosokalyarpnaj豆tonapakvonム   

Virddho，aVad豆narppicasepraj負豆yati．so pik豆Iyarp  

31血OSOS豆yarpnaj豆tonapakvonavir申ho，aVad豆narppicase（vase）   

praj飴yati．ya＜n＞ ndna虎 cdyaITl・喜alik占etr豆Pivibhajema 効Il豆rp   

nayematl，imarp？bhavantonia準歪alik亨etrarPimamasm豆karp，m豆payen－   

su／athakhalubhik？aVaSteSatV豆5虐1ik！etr申豆rrl蕗rl豆nayensub／ima甲   

bhavant豆narp歪豆1ik亭et77i［ITl］imamasmakarp／athakhalubhik？aVOanya  

4 tarasyasatvasyasGlih豆rarpgatasyaetadabhavat＊／ki（rrB syan豆ma   

aharp bhavisyarp，kena sya n豆maj了Vikdrp kalpe？yarP SVake歪豆1ibh豆ge   

k申e・yanndnam aharp adinnamany豆takarp sGlim豆diyeyarp／atha   

khalubhiksavososatvosvakarp歪豆1ibh豆garppariraksantoadinnamany豆－   

＃takarp歪alim豆diyeya・adr豆k申dbhik？aVOnyatar坤・SatVOtarPSa  

5 tvam adinnam any豆takarp言ぇ1im豆diyantarp drstv豆Ca puna yena SO   

SatVOtenOpaSamkramitv豆tarpsatvametadavocat＊．apin豆matvambho   

SatVaadinnarpany豆takarpsolim豆diyasi／evamuktebhik？aVaSOSatVO   

tarp satvam etad avocat＊／tena hibho na puna evarp bhavi？yati／   

dvit7yarppibhiksavahtasyasatvasya歪alih豆raIpgataSyaetada  

6 bhavat＊．kim sya n豆ma aharp bhavisyarp，kena sya n豆ma aharp   

j†vik豆甲kalpe！yarP SVake歪豆Iibh豆ge k由he・yan ndnam aham adinnam  
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any豆takaIp喜alim豆diyeyarp／dvit7yakarppibhik？aVaりSOSatVOSVakarp  

歪alibh豆garpparipaksanto adinnam any豆takarp歪豆1im豆diyet＊．adr豆k或d  

bhiksavahsosatvota甲SatVarPdvitfyakarppiadinnama  

SalO7a（SENARTI，346．19－348．3）  

1ny豆takarp 歪alim 豆diyantarp／dr？tV豆 Ca punar yOna SO SatVO   

tenopasaIPkramitv豆tarp satvam etad avocat＊／astin豆ma tvaIp bho   

SatVay豆uadvit7yakarppiadinnamany豆takarp歪alim豆d6TaSi／dvitiyarppi   

bhik！aV坤SOSatVOtarPSatVametadavocat＊／tenahibhosatvanapuna   

eva甲bhavi亨yati／trt7yakarppibhik？aV坤tasyasatvasya歪豆1ih豆rarpgata  

2 syaitadabhavat＊・ki（m）syan豆maaharpbhavi亨yarP，kenasyan豆ma   

aha叩j了Vik豆mkalpayi苧yarP SVake歪豆1ibh豆gekshe．yarp ndnam aham   

adinnamany云taka＜rp歪豆1i＞m豆diyeyarp／trtiyakarppibhik？aVabso   

SatVO SVakarp歪豆1ibh豆gaIP parirak！antO adinna（m）any豆takarp歪豆1im   

豆diyati／adr豆k寧idbhik苧aVatlSOSatVOtarPSatVaIptrt7yakarppiadinnam   

any豆takarp歪豆1i  

3 m豆diyantarp・drstv豆CapunaryenaSOSatVOtenupaSamkramitv豆ta甲   

SatVarP dandena parit豆dayanto evam豆ha．astin豆ma tvarp bho satva   

y豆Vattrt7yakarp piadinnam any豆takarp鱒im豆diyasi／atha khalu   

bhiksavahsosatvobdh＠d坪b豆harppragrhyavikramdevikro歪e・adhar．   

mobhavantolokepr豆durbhdto asaddharmobhavantolokepr豆durbhdto   

yatra n豆  

4 ma dap申d豆narploke praj触yati／atha khalu bhik苧aVab so satvo   

prthiv7yarp dandam豆VeStitv豆ubhaub豆h缶pragrhyavikramdevikro歪e・   

adharmo bhavantoloke pr豆durbhdto／asaddharmo bhavantoloke   

pr豆durbhdio yatra hin豆ma adinn豆d豆na色cG mrs豆Ⅴ豆darp caloke pra－  

j詭yati／evarp ca punar bhik！aVabime率叩tray畠中rp p豆pak豆n豆m   

aku歪alan豆rpdharm豆  

5 鱒rrlprathamLinam evam evaloke pr豆durbh豆VO／tadyath豆adinn豆－   
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d豆nasyamr亨豆Ⅴ豆dasyada甲申d豆nasyaca／athakhalubhik亨aVabtesatv豆  

SarPdhavensuり／？annipdtensusandh豆Vitv豆Sannipatitva畠ム＜町＞ma＃＃  

ntrensuh．yarp血na甲VayaIpbhavantoyoasm豆ka叩SatVOSarVapr豆S豆di－   

ko ca sarvahlahe歪豆khyo ca taIP Sammanyemah yo as 

nlgrah豆rahaIpCanlgr  

6 hniy豆pragrah豆rahaIp Ca pragrhney豆de歪aia vayarp svakasvakesu  

歪alik亨etre苧u歪alibh豆gaIp／athakhalubhik？aVabtesatv豆yos豆na甲SatVO  

abhdsisarvamLis豆diko ca sarvamahe歪豆khyo ca sarpmanyensu．bha豆豆n  

asm云karpsatuonigraharaharpcanigrhnatupragrah豆raharpCapragr－  

hnatuvayarptesarvasatv豆n豆rpagrat豆yesa甲manyemateSVakasvakesu   

壬；lli  

107b（SENARTI，348．3－9）  

1ksetre？u亨aSthaIp歪alibh豆garpdad豆mah・mahatojanak豆yenasammato   

timah豆Sa＜m＞manto ti／sarpjnam udapasi・a7htis皮1ik？etre？u Sali－   

bh豆gotir豆jatisarpj臨mudapasi／sarpyak＊rak？atiparip豆1etimdrddh－  

（n）一Libhi！ikto ＜k！atriyo＞ sarpj負豆m udムp豆Si／m豆t豆pitrsamo   

naigamaj豆napades豆 ttij豆napadasthavlryapr豆pto ＜ti＞ sarpj缶豆m   

udap豆Si／ten豆harpr豆j豆  

2 k？atriyo mdrddh（n）dbhi？iktojanapa申Sthavtryaprapto ti／／◎／／   

r豆j負omah虎sammatasyaputrokaly和Okaly和akasyaputrorocasyaroca  

putrouposadhouposadhasyaputror豆j豆m豆ndh豆to．［．．．］  

注  

（1）『大いなる帰滅の物語』は韻文であるが、意味を忠実に伝えることだけを目的にして散文  95   

で和訳した。蔵文『文献Ⅹ』は大部分が散文であるが、所々に韻文の要約偽がある。博士論   

文においてその原文をセクション（§）に分けて番号をつけて校訂を行ったので、今回の翻   

訳でも博士論文で付けたセクション番号をそのまま用いた。  

（2）本論文の最後にある、参考文献（1）を見よ。この本にはMSKの校訂テキストと独訳、な   

らびに『文献Ⅹ』の校訂テキストと独訳が入っている。まもなくドイツのIndica占tTibetica   



苛書から改訂版が出版される予定。  

（3）参考文献（2）を見よ。  

（4）立世論と『ローカ・パンニヤツテイ』が噂子正量部の伝承に属するということを証明し   

た二本の拙稿があるので、部派所属の確認にういてはそれらを参照されたい：「インド正量   

都のコスモロジー文献 

ならびに「憤子部の主法度論と正量部の現存資料の関係一立世論の部派所属の追加証明   

の試み－」、『印度学仏教学研究』50巻1号、2001年、386－390頁。今回の『ローカ・パン   

ニヤツテイ』の翻訳も⊥ この部派所属の証明作業の延長線上になされたものである。  

（5） 

と読むなら‘ギ、「かつて昔、［美しい］姿かたちに恵まれた生き物たちに、この不幸が生じた」   

という意味になる。  

（6）太陽が出現した東のアシユレーシャ一宿（柳）のちょうど百八十度反対側に、月が出現  

した西のシュラヴァナ一宿（女）が位置する。  

（7）この詩節のパーダaはパーリ文アッガンニヤ経の次の文（p．86）に対応すると思われ   

る：Ett豆Vat豆khov豆Settha，ayarPlokopunavivattohoti・「このような状態にまで、こ   

の世界が［成劫として］展開した」。梵文のiyat豆は、パー1）文のett豆Vata（“to such an   

extent；SOfar，tOthatextent”）にあたる。  

（8）「断絶しない」と訳したチベット語のmachagpaはJÅscHKEの辞書によれば“uninter－   

rilpted”っまり「断絶しない、途切れない」の意味であり、もしその意味を「切り跡の残ら   

ない」と考えれば、原語として仏教梵語のavad豆na「切り跡」の語が関係しているのかも   

しれない。すると＊ap－aVad豆naの語が原語に想定されよう。しかしここ古手対応するMSKの   

文を見ると、それにあたる表現はない。MSKにある語として、琴うべき語が、akapa「胚   

芽のない」である。チベット語のchagの語には、JÅscHKEの辞書によれば、名詞として“a  

1ar岳ettlftorbunchofflowers，earSOfcorn，etC．”の意味がある。そこでkapaという梵   

語をApTEの梵英辞書で引いてみると、六番目の語義として、“anear Ofcorn”の語義が   

載っている。すると、このmachagpaの原語はakapaを訳そうとして誤訳したものであ   

る可能性もあると思われる。このように二つの可能性があるが、私としては前者の「切り跡   

の残らない」の解釈を取りたい。  

（9）『如意樹［から生じた］衣』とは欲界の天界ならびに北クル洲の人間が着用する、如意樹   

に実る衣服である。ジャンプ洲においては世界の最初の時代だけにこの如意衣は生える。如   

意樹が出現して、その樹の枝に生じて垂れ下がった布を人間たちは衣として着た。  

（10）この詩節の後半をいいかえれば、「今日までの人間め歴史において、あらゆる悪い出来事   

については、必ずその救済策が後を追いかけて出現してきた」。つまりラサーの消失に対し   

てはパルパタカが救済策として出現し、パルパタカの消失に対してはヴァターラターが救   

済策として出現する、というように、歴史は人間に或る大きな打撃を与えた時でも、その後   

に必ず救済を用意していたことを、作者サルヴァラクシタは指摘する。  

（11）この詩節のdパーダにおいて写本に四モーラの欠損がある。文がいわんとすることは   

大体理解できるが、この詩節の後半の訳文のどこかに更に何らかの単語が一つ入るはずで   
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ある。  

（12）この詩節の後半の『誰がこの、甚だ卑しい、道徳的行為から遠く隔たったことをしてよ  

いものか』という文は、前の詩節のように、「作者の感想を語った文」である可能性がない   

ではないが、しかしそれにしてはかなり激しい口調であるので、作者の感想ではなく、文中   

の人々が発した非難の言葉なのであろう。  

（13）MSKのこの文は、文献Ⅹに対応文をもたないが、パーリ文アッガンニヤ経の「また、   

ヴァーセッタとパーラドヴァージャよ、その時、淫法（性交）をなした生ける着たちは、一   

月の間あるいは二月の間、村や町に入ることが出来なかった」という文の、パラレルの聖典   

の言葉をサルヴァラクシタは知っていて、それに基づいて書かれたと思われる。  

（14）詩節の前半と後半とのつながりを考えると、詩節の前半は、「彼らはその時、夕べと朝に   

（いちいち）稲を収穫した、それを夕食と朝食として食するために（面倒がらず、稲を貯蔵   

することなく」知足を知って）」という様に解釈できるであろう。  

（15）以下、梵文の3．1．19から25 までは、各詩節ごとに同音を繰り返す言葉遊びがなされ   

ている。音のならびを最優先させるため、文の意味は少しぎこちないものとなる。  

（16）「食事の時は、人間にとって、不規則なものとしてやって来る」とは、「空腹を感じる時   

は、人間にとって、不規則なものとしてやって来る」という意味であろう。この文のa－prati－   

samayoの意味は難しいが、ScHMIDT，Ndchtrの辞書に、pratisamayam“adv．immerdar”   

と記載されているのを参照して、a－prati－SamayOを「不規則なもの」と解した。  

（17）順番からいえば、ラサー、パルパタ、ラター、稲となるはずであるが、韻律上の要請か   

ら、二番目のパルパタカと三番目のバターラターの順序が入れ替わっている。対応する文献   

Ⅹの文では正しい順序に並んでいる。  

（18）本文のapad豆naは本来は「切ること」を意味するが、ここでは稲穂を切って収穫した跡、   

という意味であろう。しかし古い時代の稲の収穫の仕方は穂刈りであって根刈りではない   

ため、ここでいう「切り跡」とは地面に残った陸稲の「切り株」を意味するのではなく、穂   

だけが刈り取られた跡を意味すると思われる。  

（19）梵文3．2．6～7の二詩節に対応する蔵文はない。梵文では3．2．1以降、同音を繰り返す言   

葉遊びをずっと続けている。興に乗った場合には、蔵文には対応文がないような自由な創作   

も梵文ではなされた。梵文における言葉遊びは3．2．10まで続く。  

（20）ヨージャナ（由旬）は長さの単位。一ヨージャナは律蔵などの初期仏教聖典では約六キ   

ロ半の距離をあらわすが、ただし聖典以外では通常十三キロの距離をあらわす。  

（21）チベット訳dbangpo’idkyilduは「支配領域において」「領土の中に］という意味であ   

ろう。しかし「［合議による］政権の中心において」とも訳せる。  

（22）チベット訳を直訳すると、「さらに、偉大な大地に（sachenpola）、四ヨージャナづつ   

をそれぞれに与えた」という奇妙な意味になる。MSKの対応文によって、ここでチベッ  

トの翻訳者は梵語のmahela「女」の語をmahi「大地」と間違えて「偉大な大地に」と訳し   

たのではないかと推測される。そこで「女たちに」と修正して訳した。  

（23）この文には言葉遊びが仕組まれており、「なぜなら徳に慣れている存在は、悪徳と一緒に   

（dosaihsaha）衣服を作ることはない（nav豆Sam kurvanti）」という別の意味でも読め  
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るように出来ている。Ⅴ豆Saの語は「住むこと」と「衣服」の両義をもつ。  

（24）梵文3．2．14以後の十八の詩節（3．2．14～31）では、各詩節ごとに、同音を繰り返す言葉   

遊びがなされる。この箇所で梵文と蔵文がなかなか逐字的G；一致しないのは、そのせいであ   

る。  

（25）ここで、aVi－歪arapamと読んで、「羊たちが拠り所とする」と訳したが、私はこの訳に不   

満であり、この訳は暫定的なものである。a－Vigarapamと読む可能性がある。a－Vigarapam   

に対して「堅固な、揺るがざる、不動の」という意味が期待されるが、この意味を裏付ける   

典拠・出典が今のところ見出せない。  

（26）ここでは、蔵文と梵文との順序立った関係が少し乱れ、きれいに一対一対応していない。   

蔵文§78の文に対して梵文の3．2．31abが対応し、蔵文§80の文に対して梵文の3．2．31dが   

対応するかたちになっている。  

（27）梵文の3．3．3－11に対応する文は蔵文にない。梵文のこの箇所はサルヴァラクシタの純   

粋な創作であろう。  

（28）喜ばせた（＊ra缶jayati）から、王（＊r豆jan）であるという、王という語の通俗語源学的な   

説明がなされている。  

（29）十不善業道の出現が以下に語られる。『他を傷つけたり殺したりすること』（一）がまず   

初めに来るはずであるが、蔵文テキストでは欠落している。  

（30）アデイアーヤカというバラモン階級の別の呼び名を用いて、バラモン階級の祖となった   

人々が本来はどういう活動をする社会集団として現われたのかを説明している。  

（31）ヴリシャラ（vr亭al坤）は、第四階級シェードラの呼び名である。「牡牛の行為」（vr亭a－   

karman）とは、肇を引くことを意味するのであろう。つまり林から出て、農耕にPよる定住   

生活に入った人々が、牡牛（vr亭an）のように肉体労働をしているために、世間から親しめ   

られてヴリシャラと軽蔑的に呼ばれるようになったのが、シュー ドラ階級の起源であると   

見る。  

（32）ヴイシュ（vi歪）とは、第三階級ヴァイシャのことである。ヴイシュという言葉の由来を、   

ヴイシュヴァ（一切）という梵語に結びつけて説明している。クシャトリヤとブラーフマナ   

とシェードラという特別な三つの社会的区分がまず初めに出来て、それからそれらに属さ   

ない残りすべての様々な職業の人間が、まとめてヴイシュつまりヴァイシャという名前の   

集合体に所属すると見なされるようになった、とヴァルナ（四種姓）の成立をうまく歴史的   

に説明している。このようにして四つの種姓が出来、それによって、人間の大部分について   

は（pr豆yepa）、所属する種姓の名前が付けられたわけであるが、しかしその大部分に属さ   

ない例外的な人々がいる。いわゆる不可触頗民として、ヒンドゥー・カーストに入れてもら   

えなかった人々である。そのチャンダーラと呼ばれる人々について、この正量部の伝承は次   

の詩節で語る。  

（33）「様々な」と訳した原語はsnatshogsである。これに対応する梵語はMSK3．3．23aにあ   

るⅤほva（あらゆる）である。  

（34）チベット訳にはチャンダーラ（gdolrigs）とあるが、これはチベット訳者の間違いかそ   

れ以前の伝承の混乱であって、正しくはヴイシュもしくはヴァイシャという言葉がここに   
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来るべきである。前後の文脈によって、またMSK3．3．23との比較によって、チャンダー   

ラではなくて第三階級ヴァイシャの成立が語られていることは明らかである。  

（35）チャンダーラcap申1aという言葉はcap4a十（豆－）J落と分解できる。つまり「チャン   

ダ（凶悪な者）［の命］を取る者」という語源的な解釈を用いて、ヒンドゥー社会における   

不可触膿民の呼び名であるチャンダーラの語の起源を説明しようしている。罪人を処刑す   

る死刑執行人としての仕事が、チャンダーラのチャンダーラたるゆえんと見なされていた。   

チャンダーラの語は、漢訳経典で「栴陀羅」等と音写され、また「屠種・屠家・屠者・屠殺・   

殺者」などと訳されたが、荻原雲釆『梵和大辞典』（新装版、p．455）によれば、「執暴悪人」   

とも訳された。この「執暴悪人」という訳語はまさしくチャンダーラの語が「チャンダ（暴   

悪な者）を執る者」と解釈されていた証拠となる。  

（36）「味」と訳したrasaを「欲求」と訳すこともできる（私はハーン先生と相談してドイツ   

語訳ではそう訳した）が、しかし人々の欲求が低下したのではなく、十不善業道による劣悪   

化の現象として、食用食物の昧が下がってゆくことをこの文は説明していると考えた方が   

よいであろう。  

（37）この第3章4節から第4章1節の、いわゆる「アッガンニヤ神話のつづき」については、   

次にあげる拙稿において内容の分析と解説がなされているので、参照 

量部の宇宙論的歴史における人間と動物と植物の関係」、『日本仏教学会年報』第68号、2003   

年5月、71－85頁。  

（38）本文のaruci－hataを二通りに訳すことができる：「無食欲に苦しめられる時には」、「嫌   

悪を克服する時には」。  

（39）このチベット訳の文面は驚くほどMSKと合致する。「表皮や菓などがない（＊tvak－   

pattradi－Virahita－）、上質の甘く快い味をそなえた（＊praI二血a－madhura－anuktila－raSa－   

sahita－）、最高の砂糖黍が（＊ik！u－Vara－）、地表を飾った」。  

（40）生バター（navanita）は酸乳（dadhi）を撹拝することによって出来る、発酵バターの原   

料となる乳脂肪塊である。それをさらに加工してギ「（gh持a）が出来る。それをさらに加   

工すると醍醐（mapda）が出来る。つまり、生乳（k申ra）→酸乳（dadhi）→生バター  

（navanTta）→ギー（ghrta）→醍醐（mapOa）という乳加工の五段階があるわけであり、   

この五段階は、ノヾ－リ聖典（例えばDN，Ⅰ，p．201）において、生乳（khira）→酸孔（dadhi）   

→生バター（navan乱a）→サルビス（sappi）→サルビスの醍醐（sappimapda）というか   

たちで説かれるものに相応していると思われる。なお、ギー（ghrta）とサルビス（sarpis）   

の関係について付言すれば、このMSKの記述では、ちょうどパーリ聖典のsappiにあたる   

位置にgh拝aの語が置かれているため、ギーとサルビスは同一の加工段階にあると推測で   

きる。しかしチベット訳を見ると、「生バターからサルビスの醍醐（mar gyi毘ih khu＝   

＊sarpir－mapda，Cf・Mvy5683）が生じた。ギー（乏unmar＝＊ghrta）からギーの醍醐（mar   

gyisaihpo＝＊map¢a）が生じた」とあり、生バター→サルビスの醍醐、そしてギー→ギー   

の醍醐という順序で語られている。ここではサルビスの醍醐を、ギーの別名、同義語として   

使っていると見てよい。その後に出てくる「ギーの醍醐」とはチーズのことであろう。する   

と生乳→酸乳→生バター→サルビス→サルビスの醍醐（すなわちギー）→ギーの醍醐という  
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六段階があることになる。しかし私は、ギーとサルビスはあまり厳密に区別する必要はな   

く、実はほとんど同じものであるため、六段階ではなく、五段階で十分なのではないかと思  

つ。  

（41）仲が悪いとされる馬と水牛の間でも、互いを敵視することがなかった。  

（42）この文は二重義をもつ。viharpgaという言葉は、「鳥」と「矢」の二つの意味をもつ。  

（43）「ある時は［手綱で］制御されある時は制御されない」と訳したhespadahmahespa，i   

のチベット訳は、その原語として想定可能な、MSKに見られるniyamana－niyat弛の語を   

誤訳したものではないかと思われる。しかしここは一応チベット訳のように訳しておいた。  

（44）本文’jigrtenmirnamsde’drabarbza，baを、，jigrten＜gyi＞mirnams＜1a＞   

de’draba’ibza’baの如く読んで、訳した。de，drabarbza，ba をde，draba，ibza，ba   

と修正して読んだ理由は、MSK4・1・18aにaganam・・・t豆d持a甲という対応する語がある   

からである。  

（45）書名は本論文の最後にある、参考文献（3）を見よ。  

（46）参考文献（2）を見よ。  

（47）参考文献（4）を見よ。  

（48）参考文献（5）を見よ。  

（49）立世論と『ローかパンニヤツテイ』（Loka－p）は、その主要部分において内容が共通し、   

両者はインドで成立した同一の作品に遡るものと見てよい。しかし耳世論では、そのアッガ   

ンニヤ経対応箇所が最後の章にあり、翻訳が突然何らかの事情で無残に中断されてしまっ   

たかのように、あるいは、翻訳後にその最後の部分が失われてしまったかのように、作品が   

異常なかたちで終了している。この、最後が切れてしまったかたちになっている立世論の   

アッガンニヤ経の対応部分が、もし最後が切れなければ、本来どのように続いてゆくはず   

だったのかを教えてくれるのが、パ∵りのLoka－pである。そのため、特にこの箇所におい   

ては、ひどく損なわれたテキストであるLoka－pという作品も、その存在価値を大いに発揮   

する。Loka－pの伝承にのみ、『如意樹［から生じた］衣』が語られ、またチャンダーラ階   

級の成立、副食物としての豆類や砂糖黍の出現、家畜の出現などの後の時代の物語が語られ   

る。これらの点において、正量部の文献MSKや文献Ⅹの伝承と合致していることを、読者   

はこの翻訳を通して確認できる。これはLoka－pがMSKと同じ部派系統に属しているこ   

とのかなり重要な証拠と、なる。  

（50）『南伝大蔵経、長部経典3』、大蔵出版、1936年；『原始仏典三 ブッダのことばⅠ』、講   

談社、1985年。なおこの論文が書かれた2003年10月の時点では、近く春秋社から出る予定の   

『原始仏典 長部経典ⅠⅠⅠ』や、大蔵出版から出る予定の片山⊥良訳の『長部（デイーガニ   

カーヤ）』のアッガンニヤ経の翻訳を参照することは出来なかった。  

（51）参考文献（11）の拙稿を参照。  

（52）最近の重要な成果として、参考文献（6）の、S．CoLLINS（1993）の研究がある。  

（53）このアッガンニヤ神話の部分は、ボリス・オグイベニンの次の書にも収録されており、   

参照した。BorisOGUIB豆NINE（1996）：hitiationpYtltiquedl，6iudedusanskritboud－   

dhique，Paris．pp．77－88．   
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（54）参考文献（10）を見よ。このファクシミリ版を早速筆者に送って下さった湯山明博士の御   

好意に感謝する。  

（55）PTS版本文のrasa－pathavlを、スリランカの伝承に従い、raS豆pathav了と読み、同格複   

合語として『ラサーなる地』と訳した。raS豆pathaviと読むべき理由については、参考文   

献（11）を参照されたい。最初の神話的な食物は、ラサーという固有名詞で呼ばれる。世界は   

初め水で覆われていたが、大地が出現した。その後次第に乾いてゆく世界の表面に、原初の   

時だけに現われる、地そのものが粘度の強い半液体状の食べ物となったものがラサーであ   

ると考えられる。このどろりとした食物ラサーの次に、『地のバッパタカ』bhdmipappata－   

kaが第二の神話的な食物として出てくるが、これは乾いている地から成る食物であるらし   

い。生命を養う栄養をもつ地が、最初は液体であり、次第に乾燥化して固形の食べ物になり、   

やがて食用食物の姿になってゆくという段階的な食物の進化の考え方が背後にあると思わ  

れる。  

（56）原語の豆1umpa－k豆raka画こついては、StevenCoLLINS（1993），pp．359－360の意見に   

従って訳した。  

（57）この文は、「成劫が終了するまで、この世界がここまで展開した」「ここまでで、世界形   

成の展開がひとまず完成し、一つの時代が終わった」とAgga紙a－Suttaの作者によって考   

えられていることを、示しているのであろう。∴正量部のMSKに見られる宇宙論が、ここま   

での出来事、つまり太陽と月の出現の出来事までを成劫と考え、この後の出来事を住劫と理   

解していることが参考になる。  

（58）bh缶mipappatakaを格限定複合語として『地のバッパタカ』と訳したが、同格複合語と   

して『地なるバッパタカ』と訳すべきかもしれない。なおブッダゴーサは「そのように出現   

した」の言葉に註釈をつける。その説明によれば、池が水を断たれて干上がると、乾いた泥   

の膜（sukkha－kalala－patala）が出現するように、そのように『地のバッパタカ』は出現し   

た、という。バッパタカは大地に生えるキノコのような植物としてイメージされるべきでは   

あるまい。むしろ泥が乾いて出来たビスケットのような感じの、乾燥した地から成る食物で   

あると思われる。このpappatakaの語義については、Ratnach，S．Ⅴ．pappada（parpata）  

“athinpaper－1ikedriedcake”，また月君iasaddd－mahapyavo，S．Ⅴ．pappa¢a／pappadaga   

の説明（ヒンデイp語）、ならびにStevenCoLLINS（1993）の注（pp．362－363，＃14．1）に   

おけるpappatakaの語についての説明を参照。  

（59）バグー ラター（badalata）の語は、ブッダゴーサの註釈ではpad豆1at豆の語形で伝えら   

れている。しかしあえてbaをpaに修正する必要はないであろう。正量部はvat豆1at豆と伝   

え、説一切有部はvanalat豆と伝えているからである。その語義については、「一種の、甘   

美な味をもつ、bhaddalat豆」（Tik豆はbhaddalat豆の語形を伝える）とブッダゴーサは説明   

する。ラサーとバッパタカが地から成る食物であったのに対し、バグーラターは明らかに植   

物と見なされている。現代人にとって地と植物は全く別物であるが、神話的思考においては   

植物は地に属し、植物は地が変化して出来たものと考えられているのであろう。なお、バ   

グーラターはカランブカー（kalambuk豆）のように出現した、と本経に説かれているが、   

カランブカー（kalambuk豆）は、水草の一種らしいが（Ratnach，S．Ⅴ．kalambu豆／kalam－  
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buy豆（kalambuk豆）“ak享ndofvegetation，grOWinginwater”）、よくわからか、。Steven   

CoLLINS（1993）の注に（pp．363－364，＃14．3）、この語についてのまとまった考察がある。  

（60）米の収穫作業が、稲を「刈り取る」という作業になったのは栽培種になってからで、野   

生種の場合は、シード・ビーターといわれる竹篭を用いて、その中に野生イネを叩きつけて   

粒だけを集める。南インドでは野生種の稲からこうやって収穫しているという。しかしアッ   

ガンニヤ経では、稲に対して 紘那（切る、刈る）という表現を使っているから、恐らく日   

本の古代のように、石包丁で、稲首だけを刈り取るのであろう。日本でも奈良朝までは「穂   

刈り」であり、平安朝から「根刈り」になった。バールフット（紀元前2世紀頃）の彫刻に   

はウッタラ・クルの様子を描いた図がある（Alexander CuNNINGHAM：771e Siiq）a 〆   

BhaYhut，London，1879，PlateXL）。理想の世界ウッタラクルでは、稲が自然に生えて耕   

作の苦労がないとされるから、アッガニヤ経の描く劫初の人間世界と状況が同じである。そ   

れを見ると、左から2番目に自然稲から米を採取している図がある。女が稲にかかんで、竹   

篭のようなものを自然稲の穂に近づけて採取している。この図には篭しか見えないが、篭の   

中に稲穂を入れて、それを石包丁で刈り取っているのであろう。「根刈り」をしていないこ   

とは確かである。古代インドにおける稲穂の採取はこのようなものであった。  

（61）StevenCoLLINS（1993）の注（p．366，＃16．5）に、・Phyllis GRANOFF博士の意見とし   

て、土くれや牛糞や灰が結婚の儀礼において浄化のために使われることが、バラモン族の習   

俗として有ることが指摘されている。1句軍α戯αクⅦ0地相一月兄畑甲αⅠⅠⅠ，100v．1がその典拠と   

なる。  

（62）本文はsalirp豆harantoで、稲束を運ぶのか、稲粒（米）を運ぶのか、どちらにでも訳   

せるが、私は後者をとって訳した（理由は注60を参照）。野生種の稲の場合は、稲が実る時   

期がまちまちであるから、収穫のために毎日でかけてゆかざるを得ない。栽培種の時代に   

移ってからも、野生種の稲の性質がしばらく残存していたであろうし、またその昔の時代の   

記憶が、このアッガンニヤ神話が作られた時代に残っていたのではないか。「昔は毎日少し   

ずつ収穫にいったのに、今日では一度に全部、無残な形で収穫してしまう」という後ろめた   

い気持ちが、古代インドで稲作の改良が広がった後に、人々の間にあったのではないかこ野   

生種の稲の自然に近いあり方を破壊してしまった後のわずかな罪悪感が、この神話の根底   

に流れているように思われる。  

（63）本文はpappa－muSalaであるが、R．F．GoMBRIDGEの意見に従い、pappaではなく   

pannaと読む。GoMBRIDGE（1992）：“the Buddha’s Book of Genesis？”，hdo－Zranian   

ノb〝γ乃αg，35，pp．172－173．  

（64）PTS版本文のvissutaという語形が疑わしいことについては、0．FRANKE（1913），S．   

283，T．W．RhysDAVIDS＆A．F．RhysDAVIDS（1899－1921），ⅠII，p．91，U．ScHNEIDER  

（1954），Pp．578－579，K．R．NoRMAN（1990）：CollectedR4）Pe7SI，pP．256－258などの意   

見の一致するところである。ただしS．CoLLINS（1993），pp．374－375はvissutaの読みを   

採る。PTS版本文のVissutaという語形には、Vissu，Visu，VisuITlという三つの異読が存す   

ることが脚注に報告されている（DN，ⅠⅠⅠ，95）。註釈助傲叩拶海浦ゐ滋は、次のように   

記する：vissu－（vtl・Visu）kammantepayojesurptigopakamma－（Ⅴ．l．gorakkha）Ⅴ叫ija－   
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kamm豆dikevissuteuggatekammantepayojesu甲（871，1－2）．「vissukammantepayo－   

jes叩lとは、牛飼いや商業などの、広く知られた（visstita）すなわち名高い（uggata）仕   

事に従事し 

聖典においてもvissutaの読みが生じたのであろう。しかし註釈者自身が、聖典本文にある   

語形vissu－ とその註釈としての語vissuta－を区別している。私はPTS版の聖典本文の   

vissutaを、異読に従いVissu（＜Sktvi！Vakorvほva）と読み、「あらゆるさまざまの」   

と訳した。正量部の伝承MSKが、ヴァイシャ階級の成立を語る並行箇所で、Vi喜va「すべ   

ての」という語を使っていることが、その判断の一根拠になる。正量部のような上座部系の   

別の部派の読みの伝承は、上座部が部派分裂する前の時代の語形を推測する手がかりとな   

るから、パーリ文の校訂においても考慮されるべきである。パーリ上座部での本来の伝承は   

vissuかvissaだったのであろう。なおLoka－pの並行箇所は、次のような文になってい   

る・：a組atarecasatt云pisukammantepayojesuntivess豆tiyevaakkhararpnibbattaITl．   

この文をE．DENISは次のように訳す：“Certains etres selivrerent畠des professions   

honorables．C，estainsiquepritnaissancelemotvessa”（Ⅰ，p．180）．恐らくこの文のsatt豆   

piはsattaviの間違いであり、Satt豆Visu－kammanteと読むべきなのであろう。するとこ   

のLoka－pの伝承は、Visu－の語形を伝えるものであると考えられる。  

（65）本文はrasa－n豆ma pathavlである。この形は奇妙であり、普通はraso n豆ma pathavi   

とは記すはずであるが、そう記されていない（二写本にも）。このrasa－n豆maという奇妙な   

形がなぜ出来たかを推測すると、本来の伝承はras豆n豆mapathavTであった可能性が考え   

られる。女性名詞ras豆を男性名詞rasaに代える動きの中で、このような中途半端な複合語   

形が出てきたのであろう。raS豆pathaviをrasa－pathavfとし1う複合語形に直す動きがパー   

リ聖典のアッガンニヤ経の伝承において起こったが、それと同じ現象である。アッガンニヤ   

経のrasa－pathavTという複合語がras豆pathaviと読まれるべきであることについては、参   

考文献（11）の拙稿を参照されたい。しかしこの翻訳では、現存する写本が伝える形に出来る   

だけ忠実に訳してゆく方針なので、ラサをラサーと直さないで以下も訳してゆく。  

（66）小乗仏教の古い伝承では、成・住・壊・空の順序ではなく、壊・空・成・住の順序で宇   

宙の展開を説いてゆくので、この成劫の二十劫に加えて、それ以前の壊劫と空劫の四十劫を   

計算に入れて、合計六十劫になる。  

（67）パーリ文アッガンニヤ経では、バッパタカは単数形で表現される食物であるのに対し   

て、Loka－pでは、それは複数形で表現される（動詞がp豆turahesuIpと複数形になる）。  

（68）この節所で立世論は唐突に終わっている。  

（69）MSK3．1．9abでは次のように表現される：「女の特徴をもった人々を彼らは見て’、「お   

お、こいつは堕落した者だ」と語った」（stri－Vyaajanarpjanarpted揮Ⅴ豆du！tObatayam lO3  

ity豆hubl）。また中阿含の婆羅婆堂経では次のように表現される：「若し彼の衆生男女の   

形を生ずれば、彼相見巳りて便ち是語を作す、『恵衆生生ず、恵衆生生ず』と。婆私咤、恵   

衆生生ずとは、謂く婦人を説く也。」（若彼衆生生男女形者、彼相見巳便作是語。悪衆生生、   

悪衆生生。婆私咤。悪衆生生者、謂説婦人也。大正1，675a26－27）  

（70）『如意樹［から生じた］衣』（kappaduss豆ni）についてはMSK3．1．10を参照。この『如   



意樹［から生じた］衣』の出現の事件をアッガンニヤ神話の中に組み込むのは、憤子正量部   

だけの伝承であるように思われる。  

（71）「家（ゲーハ）を作った」という表現に、語源的な解釈を承り立たせるための何らかの言   

葉遊びが隠れていると思われる。もしgeha（家）の言葉をguh豆（隠れ場所）の言葉に代え   

てみるならば、「隠れ場所（グハー）を作ったので、こうして家（ゲーハ）という言葉が生   

じた」（＊guharpkariIpS豆tigehantiakkharaIpnibbattaITl）となる。  

（72）両写本はtupdirak豆niであるが、このtupdiraka（tup4ilaka）の語を、仏教梵語の   

tupdicelaと同じ語であると見なした。tupdicelaの語については、BHSDp．255を参照。  

（73）両写本のkapp豆 Vaj豆yantiを、＊kapp豆S豆j豆yantiと直して読む。なお、DENISはva－   

j豆yantiを＊vajjayantiと直して読むが、その場合には、「すると、如意樹（カッパ）は［人   

間を］見放した」（？）という意味になる。しかし、意味が変だし、しかもこの文の主語は、   

如意樹ではなく、綿であるべきなので、DENISの読みを採らない。  

（74）原帯はsamm豆で、この語は梵語のsamyak（正しく）に相応する。しかしここでは言葉   

遊びとして同音異義語を考えねばならず、私はこの俗語形samm豆は恐らく梵語のsamr豆j   

（最高権力者）の語にも相応すると推測して、そのように訳してみた。  

（75）本文ta甲ajjh豆VaSanta甲ekaggataIp（その［林］模する者を、精神集中を）を、私は   

tarpajjh豆VaSata甲（gen．pl．m．）ekaggataITl（［林］模する者たちの、その精神集中を）と   

修正して読んだ。あるいはtaITlajjh豆Ⅴ豆SarPtarPekaggataIp（その［林］棲を、その精神   

集中を）と読むべきか。  

（76）この文には、ブラーフマナという言葉の語源の説明が欠けている。  

（77）本文はg豆m豆tiyevaakkhararpnibbattarpで、g豆maは「村」という言葉であるが、   

g豆m豆は複数形なので「住民たち」（pw“Bewohner，Leute”）と私は訳した。  

（78）本文のSatt豆pisukammanteをsatt豆Visu－kammanteと修正して読む。なぜなら、こ   

の文はヴェッサvessa（Skt vai喜ya）という言葉の成立を疑似語源学的に説明している内   

容のはずなのに、Satt豆pisukammanteでは、VeSSaという言葉の成立を説明していない   

から、この文はおかしい。この文のpiはviの間違いであろう。そうすればパーリのアッガ   

ンニヤ経における異読visu－kammanteと一致する．ことになる。こゐ点について説明する   

と、パーリのPTS版の本文ではvissuta－kammanteの読みが採用されているが、Otto   

FRANKEは、このvissuta－という読みを斥け、Visu－という読みが正しいと見なす（S．283，   

Anm・6）。FRANKEによればvisu－は梵語のvi？Vak（vi亭VanC，Vi！u）にあたる語であり、  

「あらゆる側に向けられた、さまざまな」という意味をもつ。U．ScHNEIDER（1954，S．   

578－579）も、FRANKEに同意し、Visu－あるいはvissu－の読みが正しいと見なす。また、   

FRANKEの訳を随所に参照しているT．W．RhysDAVIDS＆A．F．RhysDAVIDS  

（1899T1921）の英訳では、この節所を＊vissa－kammanteと読んでいる：“That they，  
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adopting the married state，Set On foot various［vissa］trades  is，Ⅴ豆Settha，the  

meaningofvess豆（tradesfolk）．”（p．91）．この箇所に脚注はなく、なぜvissaと読んだのか  

説明はされていないが、Rhys、DAVIDS夫妻の訳は明らかにFRANKEの意見の延長線上で  

自分の見解を示したもので、テキストの異読のVissu－を採用しつつ、それをvissa（＝Skt．   



vigva）と修正したのであろう。Vissu－，Visu－の語はパーリにあまり用例がない形容詞であ   

るため（ただしvisurpは「個々に」individually．という∴意味の副詞として使われる）、むし   

ろvissaという平凡な語の誤伝と見なしたのであろう。最近ではK∴R．NoRMAN，Col－  

lected月歩eYSI，pp．256，258は、Vissutaの読みを斥けて、Vissu－の読みを採用する。しか   

し彼はパーt）語のvissuを梵語のve喜manにあたる語とみなす。Vi岳su－kammantaで、  

“dornestictasks”という意味になる。  

（79）以下、E．DENISは仏訳をしていない。あまりに写本伝承が劣悪で、意味がとれない箇所   

が多々あるからである。しかし訳は必要なので誤訳を恐れず、とりあえず私の試訳を示す。  

（80）写本は、Cap申hatarpであって、何らかの訂正をしなければ意味が取れないが、恐らく   

CaPda－hanか、Capda－hantr（『チャンダを殺す者』）．の語が、この文の写本の綴りから読み   

取れる。  

（81）ニッパーヴァはアルダマーガデイ一語辞典によれば、「えんどう豆」であるらしい。Rat－   

nach，S．Ⅴ．nlppaVa“pea；akindofcorn”．  

（82）本文はひどく損なわれており、意味が通じるように文を回復することは困難であるが、   

たぶんこの文は元は次のような意味であったのではないかと私は推測する：「その時、胡麻   

の一握りを取ること（豆d豆na）で、それは三つの（ti－）汁の流れを（＊rasa－dh豆r豆）出した   

（＊mutta）。そこで、胡麻（tila）という言葉が生じた」。この推測については、MSKの次   

の文を参照：ati－raSa－bharepatisro dh豆r豆＊mu亭ti－grahetilamumucubけ甚だしい汁  

（rasa－）の過剰により、掌で握ちれた時に三つの流れ［の汁］を胡麻は出した。」（MSK3．4．3）  

（83）本文sahatth豆Vatimessatt豆（LP2pessatt豆）tiを、Sahatth豆Lvat’imesatt豆tiと読ん   

だ。  

（84）本文には、「これらの牛たちは乳をもち」（imesaIpgOnarPkhokhir云rn）とあるが、牛   

（go）という言葉が発生する前の時代の会話に牛という語が入っているのはおかしいから、  

imesarpの後のgonarpの語は写本に記入された筆写生の説明の語がいつの間に本文に入   

り込んだものとみなし、「牛たち」を削除すべきかもしれない：「これらの者たちは乳をも   

ち、……」。  

（85）本文のadda甲SuをadaIpSuと読む。  

（86）本文のparisakammaIpをparikammarpと読む。  

（87）本文写本の読みyath豆m豆Saを、yath豆豆S豆と読む。  

（88）このカグンバカー（kadambak良一）という植物名は、或る樹木の名としてのカグンバ［カ］   

（kadamba［ka］）と、或る水草の名としてのカランブカー（kalambuk豆）とが、名前の   

類似しているために混同されて出来た名前のように思われる。  

（89）この文は梵文に欠けている。チベット訳から補って訳した。  

（90）本文はparyavanaddhab「覆われていた」とあるが、否定辞を補って「覆われていなかっ  

た」と訳した。チベット訳の対応語句を見ると歪unpamedpa「皮が無い」という表現に   

なっている。  

（91）本文はparyavanaddhab「覆われていた」とあるが、否定辞を補って「覆われていなかっ   

た」と訳した。  
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（92）本文のk！iti、の語は「土地［からの上がり］」という意味であろう。チベット訳ではk亭iti   

をthog喜asと訳しているが、「（地代・小作料としての）収穫した作物の一部分」という意   

味である。漢訳破僧事ではこれを「六分の中其の一分」と訳し、六分の一税であることを記  

している。 

（93）本文r豆java甲孟e豆diをSa写本に従い、rajavaIp喜e sdtreと読む6  

（94）「偉大な地は」の箇所の読みは、SENARTの用いた写本Bではk云ya甲mayimah豆prthivl  

と、1写本Cではk豆yamapimah云Prthiviと記されて、どちらも意味不明であるために、   

SENARTはそれをayamapimah豆prthiviと変えて読んだ。しかしそれも十分な満足を与   

える解決ではない。古い写本Sa，Sbではk豆yarpmapimah豆prthiviと記されている。こ   

のk豆yarpmapiには、S豆’yamapiと読む可能性や、SVayamapiと読む可能性も無いわけ   

ではないであろう。今のところ、この箇所の読みは未解決としておきたい。  

（95）この文は白衣金隆二婆羅門縁起経に（大正1、218b24）、「彼時大地大水湧現」とあるの   

に対応する。  

（96）写本Sbによりgandhasampann豆の語を補う。  

（97）サルビス（sarpis）は、ダヒ（dadhi）の次の加工段階に出来る生バター（navah7ta）が  

さらに加工されて出来る乳製品であり、ギー（ghrta）と同じものであるように思われるが、   

西村によればそれは未だ文献学的に証明されていない。次の論文を参照：西村直子「P豆1i聖   

典における乳加工関連の定型句について」、『文化』、64巻1－2号、pp．180－159．  

（98）『地のラサ』の原語はくpfthivTrasaであり、パーリ文が伝承する語ras豆pathavrと名詞   

の性が違って男性名詞であり、しかも語順も違う。この語は『地の精髄』または『地の味』   

と訳せる。有部や大衆部説出世部は、古い伝承の女性名詞ras豆／1as豆の代わりに男性名詞   

rasa「精髄、味」の語を用いる新しい解釈に基づいて、語順をprthivi－raSaと変えてしま   

い、彼らの解釈を正当化してしまったように思われる。この点については参考文献（11）の拙   

稿を参照。Mvuにおいては、この神話的な食物は最初に「偉大なる『地』（mahaprthivl）J   

という女性名詞として出てくるが、その語はここの箇所からprthiv7rasaという男性名詞   

に切り替わっている。mah豆prthivlという奇妙な表現は本来のras豆prthiv†という女性名   

詞の伝承につながる可能性があり、その痕跡であると考えられる。  

（99）「自ら光を放つこと」（svayaIPprabhat豆ye）という言葉は諸写本に見出せないが、本来   

あるべきなので、SENARTのように補って読む。  

（100）この文はSENARTの校訂テキストには無いが、私が補った。先のM14の冒頭の文の、   

写本上は存在しない「自ら光を放つこと」（svayarpprabhat豆ye）の言葉の代わりに、丁度   

その位置に、最古の写本Saによれば、「比丘たちよ、このことはまた常法なのであるが、   

それらの生ける者たちの身体において自ら‥・（意味不明）また比丘たちよ、生ける者た   

ちの中の女たちにも、女という［肉体的な］性的特徴が知られていない」（dharmat豆khalu  

punar bhiksavabyarP te串rp satv云n豆rp k豆ye svayante亭豆rp khalu punar bhiksavah   

satv豆n豆rpnaivast叫豆rpsttfvyarpjan豆nipraj甑yante／）という、不完全な文がある。   

この不完全な文をもし断片1と呼ぶと、この断片1のさらに数行後に（M14とM15の段落の   

間に）、写本には「‥・（意味不明）男という性的特徴が。生ける者は『生ける者』と呼ば   
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れた」（satebpuru！aVya負jan豆niathakhalusatvasatvaitisaIPjanayanti）という不完  

全な文がある。これを断片2と呼ぶならば、断片1と断片2は明らかに内容的に関係があり、  

本来は同じ文を構成する要素であったと考えられる。SENARTによって本文から削除され  

てしまったこの断片1と断片2は、パーリ文のテキスト（A5）にある「季節も年も知られ  

なかった。男も女も知られなかった。生ける者は『生ける者』という名［だけ］を有した」  

の文や、梵文破僧事のテキスト（S8）にある「季節も年も、世界に［未だ］出現していな  

かった。女も知られなかったし、男も［知られなか？た］。ただ生ける者は『生ける者』と  

いう名を有した」の文に近い。この男女の性的特徴（vya氏jana）に関係する文は、Mvuで  

は後でM27にも出てくるが、断片1と断片2から成る文は、それとは全く別のものである。  

では、その本来存在したはずの文はこのMvuのテキストの中ではどこに位置するのか。  

パーリや有部の伝統ならば、M5の段落の末尾にこの文は来るのであろうが、しかし私は大  

衆部の伝統ではM14とM15の段落の間の位置にこの文が来るのではないかと推測する。  

その推測の根拠になるのは、大衆部の漢訳摩討僧舐律（No．1425）の次の文である（大正  

22，239b16－Cl）：「彿告諸比丘。是達賦伽不但今日犯最初不興取。過去世時己曾最初犯不興  

取。諸比丘自彿言。巳曾爾耶。彿言。如是。過去世時。此世界劫義時。諸衆生生光音天上。  

世界還成。光音諸天来下世間。時諸天人行住虚空。以繹悦篤食。快楽善住所在遊行。身光相  

照不以日月篤明。爾時衆生無有蓋夜日月。歳数時節。時水既去地味便生如天甘露。時有一貪  

味軽躁衆生。昔此地味覚色香美味。心便貪著。其除衆生致而食之。亦覚其美皆共取食。食巳  

其身免童。過失神通光明悉滅。世間便有日月昏明歳数時節。爾時衆生非男非女。食地味久形   

色並異。其食多者身色鹿醜。其食少者身色端正。時端正者自言己膠。見鹿醜者軽彼不如」。   

この中で、「爾時衆生非男非女」という文がある位置は、ちょうどこのMvuのテキストの中   

ではM14とM15の段落の間にあたる。これは写本においてもともと断片2が記されてい   

た位置である。この位置に、断片1と断片2から再建された文を置くのが望ましい。校訂者   

のSENARTが上記の文を本文テキストから排除し抹殺してしまったのは、やりすぎであ   

る。この間題に関して、SENARTは次のように語っている（Ⅰ，p．616）：“J’aidasupprimer   

quelqueslignes6videmmentmalplaceesicietincoherentes；Ondistinguemallacause   

deleurinterpolation．［．．．］”  

（101）原語tarpvar鱒は奇妙な表現であり、パーリ文にも対応語が存在せず、誤写か誤伝であ   

る可能性があるが、貝実写本SaでもtaIpVarp申と記されていて、変えられない。この表   

現を言葉どおりに訳せば「その色をもつ者たち」となる。私は「その［神話的食物の］色を   

［肌の色として］もつ者たち」と解釈して訳してみた。  

（102）校訂者SENARTの用いた写本BとCでは、この「マッシュルーム」（chatrakarp）の   

語の読みが、Ⅴ豆dakarpとなっていたが、SENARTはそれをcch叫akamと訂正した。最古   

の写本Saを見るとkatrakaIpと記されているが、このkatrakarpはchatrakarpの誤りで   

あろうと見当がつく。kaとchaの字はやや似ているので、写経生が間違えたのであろう。   

紙写本Sbではもっと悪く間違ってkadakarpとなっている。新しい写本BとCではさら   

に悪化してⅤ豆qaka甲となってしまう。こうなるともはや元の語の面影はか－が、しかしこ   

のM17の文は幸いにもM42でもう一度繰り返されるため、SENARTはM42の文に基づい  
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て、この語を正しく復元できた。写本BとCはM42の箇所では正しくcchattrakarpと記し   

ているからである。そのM42の箇所では、写本Saはcchattrakarpとあり、紙写本Sbは   

ChatrakaIPとある。  

（103）写本Saによりrasampannoの語を補う。  

（104）難解な語upanipateについては、私はupanip豆teと過去分詞に読む。馬場のBud－   

dhacarita2．54のnip豆taという過去分詞「遵守・遵奉された、従われた」を参考にした。  

（105）この箇所は貝実写本Saではmah豆rasoahorasoti「偉大なラサは！ああ、ラサは！」   

とあり、紙写本Sbでもmah畠rasomah豆ra岳oti「偉大なラサは！偉大なラサは！」とある  

が、前後の文脈から考えてこの嘆きの言葉はSENARTの主張するように（I，p．617）確か   

におかしいので、SENARTの提案に従って、「ああ、ヴァデイ！ああ、ヴァデイ！」（ahovadi   

ahovad了ti）と訂正して読むべきかもしれか－。しかしここではSENARTの推測よりも写   

本伝承を重んじ、写本Saにあるように訳しておいた。この一見混乱した文の背後には、私   

たちが気づいていない別の真実が隠されているように思われるからである。 

（106）この箇所の嘆きの言葉は、SENARTが用いた写本同様にSa，Sb写本もahovadiaho   

vaditiと記す。  

（107）この嘆きの言葉については、■SENARTが用いた写本BとCのように、古い写本Sa，Sb   

もahorasoahorasoti「ああ、ラサは！ああ、ラサは！」と記している。SENARTの提   

案に従って、ahovadiahovad7tiと直して読むべきかもしれないが、一応写本どおりに訳   

しておく。  

（108）校訂本ではsatv豆n（acc．）pa孟yensuとなっているが、Sa写本ではsatv豆（nom．）   

pa歪yensuであるム  

（109）写本Saに従い、1e！turPpik？ipanti「土の塊をも投げる」の後に、p豆rpsuk！ipanti「砂   

を投げる」の語が本文に入るべきであり、そのように訳した。  

（110）Sa写本は、SENART校訂本のdaivasarp「毎日」の箇所が単にsaと記されている。こ   

のsaを＜daiva＞sa＜rp＞ と補って読むべきかどうかが問題になるが、Sb写本では   

daivasaIpと記されているため、それに従う。このようにSa写本よりも良い読みをSb写本   

は示すことがある。Sb写本はSa写本よりも誤りが多いが、しかしSa写本の子孫ではあり   

えず、独自の価値をもつ。  

（111）写本Saに従い、d豆ni「今」をkriyam叫arpの前に入れる。  

（112）写本Sa，Sbによって次の文がSENART校訂本に欠けていることがわかる。それは、写   

本Saによれば、SOPik豆1yarpldnosos豆yarpnaivaj豆tonapakvonavir叫hoavad豆naIp   

C豆Syapraj臨yati．という文である。この文が本文に補われるべきであり、そのように訳し   

た。  

（113）SENART校訂本ではm豆payemab「私たちは測ろう」であるが、写本Sa，Sbに従い、   

m豆payensuh「彼らは測った」と訂正する。  

（114）校訂文では喜豆1ibh豆gam「（他に属する）稲の分け前を（盗んだ）」であるが、写本Saに   

従い、喜豆1ibh豆gamを喜豆1imと訂正する。稲の分け前ではなく、稲を盗んだという方が良い   

意味となる。   
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（115）動詞豆Ve！titv豆（豆Ve？titv云Sa；豆de亭titv豆Sb）の意味は、SENARTが注に記すように   

（Ⅰ，p．620）、不明瞭であるが、摩討僧両氏律の同じ場面の記述に「是時打者投杖放地」（大正   

22、240alO）とあるのに従い、「投げ捨てて」と訳した。  

（116）SENARTは、C写本の読みde歪ayavayaql，B写本の読みde喜atavaya叩を修正して，   

かなり強引にde喜ayec豆yarpと読んだ。しかしSENARTは注において（I，p．620）この他   

にもde歪eyyema vayaIpまたはdady豆ma vayarpと読む可能性があることを提案してい   

る。写本Sa，Sbを見るとどちらもde喜atavaya甲である。つまりvayaIpをc云yaIpと変え   

る読みはそれらの写本にも支持されない。そこで私はSENARTの提案したde喜eyyema   

vayaIpかその梵語形de喜ayemavayarp「私たちは命じよう、指示しよう」の読みをとりた   

い。  

（117）「価する」（arhati，Sa，Sb）という動詞と、王（r豆jan）という語はどうも結びつかない   

から、伝承に混乱があるのではないかと思われる。他部派の伝承では「喜ばせる」（ra缶－   

jayati）という動詞で語源を説明する。  

（118）ここでテキストに明らかな欠損がある。SENARTが注で（Ⅰ，p．621）提案する読み方の   

一つに従い、k亭atriyoの語を補って読んだ。  

（119）ここでSENART校訂本はローチャではなくラヴァ（rava）と読んでいるが、貝実写本   

Saに従い、ローチャ（roca）と訂正した。破僧事のS58をも参照のこと。  
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